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~履修ガイドについて~

履修ガイドは、卒業までに必要な単位数、時間割や履修計画の作成方法など、充実レた大学生

活を過ごすために必要となる事柄(忍術)が書かれています。
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大学で学ぶということ

新入生のみなさん、名桜大学へょうこそ。

いま、 W2日19年履修ガイド』を手にして、皆さんは高校とは異なる制度キ科目群

やノレーノレlこ戸惑っていると思います。また、使われている用語や概念についてもわ

かりにくいものが多いのではないでしょうか。

新入生の皆さんが大学生へと飛躍できるよう、大学はさまざまな準備をしていま

す。<大学生になる>ということは、ひとつの大きな挑戦です。大学では、知的、

情緒的に、これまでの自分を越えて成長すること、殻を破ること、自立して新しい

ことにチャレンジする勇気と知的大胆さが求められます。

大学で使われる言葉を用いてもうすこし説明してみましょう。大学で学ぶという

ことの究極の目的は、現実の世界で生起している新内について、借り物でない自ら 学長 山恩勝己

の言葉で、クリテイカノレ(critical)に(つまり、ある事象そ情報を多様な視点から深

く)分析し、明断に語る/書ける能力を獲得するようになることを意味します。あるし、は、教室や社会で先生やクラス

メートや他者とコミュニケーションを確立し、相互理解を深めることができるかどうか。さらに、なによりも自らの内

部で、身近のできご、とやグ、ローパノレ社会のダイナミズムを深く理解し、整理できるか、どうか。

名桜大学の教育の大きな糊教のひとつは、「名桜型リベラルアーツ教育」と呼ばれるものです。それは、専門分野に

しばられることなく、リベラルOiberal)に(=多様な分野を幅広く自由に柔軟に)学ぶととで通念を再検討し、硬直し

た視点をやわらかくほぐしつつ、創造的に考え、発想することができるように編戎された教育です。Liberalとし、う英

語の語源はラテン語のliberahsから派生したものです。これは r(奴隷ではなく)自由人にふさわしい」ということを

意味する言葉です。ですから、 liberal紅白とは「自由人にふさわしし、学芸」を意味します。

W2019年履修ガイド』は、このような学びへと皆さんを導いてし、く指針であり、大学レベノレの知識の所在とその可

能性を示すものです。このような学びの中から、深い1同察引因性あふれる物の見方が生まれてくることでしょう。そし

てそれは世界を広く深く見る視点と、私たちが生活している地域に関する深い理解をともなうものでもあるでしょう。

4年間、大学で学ぶことで学生諸君はく学士力>を獲得します。しっかりと自らを磨き，卒業後は豊かな教養を有し、

専門家として活躍する人材を教育する本朝虫自のプロセスが、ここには書かれています。

また、名桜大学は、「国際的教養人j を育成することをその目的として掲げています。国際的教養人とはどのような

相生なのでしょうか。それは自らが育った文化の呪縛から自らを解放し、異なる伝統から生まれてきた文化を理解でき

る人のことを意味します。あるいは、他者の文化を理解できるとし、うことは、その文化に自らのこころを開くことがで

きることを意味します。あるいは、巨際的教養人とは、グローバルな視点、をもちながら、一見矛盾するようですが、同

時に自らが立っている地域に関する深い瑚手を有する人材でもあります。インターネットで結ばれた21世紀のグロー

パル社会は、このような複合的な知性を有する者が活躍する日寺代になりました。

大学は、人類がこれまで蓄積してきた知の広がりと深みを学生に伝えると同時に、その最先端でこのような知広伝統

をクリテイカルに検討し、新しい知を創造し深化させようとする場です。そしてそこからほんとうにインパクトのある

国際貢献明也域貢献が生まれます。また、このような柔軟で幅広い学びが、円満な人格の育成をも目標としていること

は言うまでもありません。名桜大学は、公立大学として、そのような大学であることを国際社会と地域から期待され、

自らそのような責任を宣言している大学です。

本学の先進的なカリキュラムと美しいキャンパスで、学生諸君が知の世界へと高く自由に飛期することを期待してい

ます。



人間健康学部新入学生の皆様へ

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。全国各地から入学された皆さ

んを、心より歓迎いたします。これから、皆さんの学び舎になる名桜大学は、緑

繁る山原(ゃんばる)の自然豊かな環境に閉まれています。 2016年9月には国内

33箇所目として沖縄本島北部地域に「ゃんばる国立仏潤jが誕生しました。さら

に2020年には世界自然遺産「奄美・萌献」としての登録が期待されています。

勉学やアウトドアスポーツなど様々な事にチャレンジできる最適な場所です。

大学は、「人類の普遍側面{直の継承、発展Iと「新しい価値の創造Jに貢献する

使命を担っています。名桜大学のシンボルマークである桜の五枚¢花びらl士、真・ 学部長 砂川昌範

善・美・聖・健の人類部屋の価値を象徴しています。そのなかで“官の文字には「まっすぐしっかりと立つ人J

U ヴ意味があることから、転じて、身体が丈夫であること(健康)や努力を惜しまないこと(健闘)を意味し

ます。人間健康学部は、“健"のもつ意味を具現化していく学部です。

人間健康学部は、スポーツ健康学科と看護学科の2学科から構成されています。スポーツ健康科ヰはE械 17

年 (2005)に開設され、看護料ヰは平成19年 (2007)に開設されました。スポーツ健康特ヰは、人間の「ここ

ろ」と「からだJを科勃甘に研究し、人格広尊重、生命じた尊厳を指導できる資質を備えた健康支援人材の養成を

目指します。看護学科は、豊かな人間性と倫理観を培い、地域・国際社会に貢献できる看護実践能力およE舟印或

のニーズを醐卒し、市民参画型の健康づくりを支援できる専門職者の育成を目指します。

平成28年に名桜大学は三つのポリシーを策定し、公開致しました。入学した皆さんには、この履修ガイドに

記されている各学科のディプロマ・ポリシー(学問受与方針)、即ちどのようfよ能力を修得した者に卒業を認定

し、学位が授与されるのかを確認し、学修成果の目標を立てて頂きたいと思います。さらに目標達成のために、

どのように教育課程が編成され、教育内容・方法が計画され(シラパス)、学修成果が評価されるのかをカリキ

ュラム・ポリシー(教育課聞編成・実施方針で確認してください。教.1roJl1:程として、「教養科目Jr専門基礎科

目Jr専門教育科目jの区分ごとに科目が設けられています。名桜大学では、「教養科目」をアカデミックスキル

として大切にし、入制財冶ら将来に亘って自律的にネ$基本的能力として、批判的な読書ができる能力、批判的

な思前巨力、論理的な思考と判断ができる能力などを重点的に育成し、それに続く専門基礎教育、専門教育の礎

とします。これらの学びをとおして、人間健康学部は「平和・自由・進歩」の建学じて精神に基づいた幅広い教養

と調和の取れた知・徳・体をそなえた、心身の健康を支援する有為な人材を育成することを目的としています。

この履修ガイドは皆さんの 4年間の大学生活の道標となります。いつも手元において、活用していただき

たいと思し、ます。



履修ガイドについて

学長あいさつ

学部長あいさつ
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I 名桜大学・人間健康学部の
概要





I 建学の精神

名桜大学は、平和を愛し、自由を尊重し、人類の進歩と福祉に貢献する国際的教養

人と専門家の育成を建学の精神とする。

名桜大学は、 1994年、沖縄県並びに名護市を中山とする北部12市町柑によって

設立された沖縄県唯一の公設民営の私立大学であったが、 2010年「平和・自由・進

歩」の建学の精神はそのまま継承され、公立大学に生まれ変わることとなっ疋。

人類の歴史をたどると、それは戦争の歴史であったといっても週言ではなく、それ

だけに人類の平和を希求する精神は絶えることはない。とりわけ第二次大戦最後の激

戦地と化したわが沖縄県においては、蛾烈な地上戦が展開され、われわれの祖先が築

きあげ疋文化遺産がことごとく破壊され、 20万余の尊い生命が失われだ。従って県民

の平和に対する願望は強烈なものがある。

本学は、そのような歴史的背景を踏まえ、世界平和の維持と構築に貢献することに

よって、平和発信の使命を果疋すべく創設されだ。

平和なくして自由はありえない。自由への闘争もまた人類の匿史そのものであっ

た。独裁者からの解放、圧制からの解放、社会的階級からの解放、差別からの解放、

貧困や飢餓からの解放を目指して人類は戦ってきた。わが国でも自由を圧迫する封建

社会や軍国主義の時代を経験した歴史があり、本県の揚合は沖縄戦に続き27年間に

わたる米国の占領と施政権下におかれだ。本学が最も強調していることは、いうまで

ちなく言論・信条・学問の自由であることは論を倹たない。自由なくして大学の教育

研究の進展はありえない。

平和と自由なくして人類社会の進歩はありえず、平和と自由なくして文化の創造は

ありえない。現代の科学の進歩は著しく、人類の幸福に多大な貢献をしている。それ

にともなって社会構造ち急速な変化を遂げてきた。まだ、その結果、国際化・グロー

パル化は急速に進展し、各国は相互依荏の関係にあり、もはや孤立することは許され

なくなった。本学は、国際的な教育研究を通して学術の向上と進歩に努め、地域社会

と人類社会の福祉に貢献することを使命のひとつとした。

この平和・自由・進歩の三本柱のもとに、本学は、国際社会で活躍できる人材の育

成を教育目標に掲げ疋。その疋めにはI~\を解放し、自由な発想で、国際的視点から問

題をとらえ、解決できる人材を育成することを教育の基本理愈とした。本学がリベラ

ルアーツを強化したのはまさに国際的教賛人を養成するためである。その基盤に立っ

て、高度の専門的教育研究を推進することによって地域・国際社会に貢献できる人材

の育成を期する。
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( 1 )全学的3つの方針

名桜大学は、建学の精神「平和・自由・進歩jを基本理怠とし、「国際社会で活躍でき

る人材の育成」を教育自標として、次のような人材を育成することを目指します。

1 .グ口ーパJレ化に対応できるコミュニケーション力(英語を含む外国語力、母語

によるライテイング力〉、数理的分析能力、 ICT活用力を持った人材

2.豊かな教養と専門性、総合的な判断力と論理的な思考力、創造性、協調性、積

極性、自立性、主体性を併せ持ち、生涯学び続けることができる人材

3.自由な発想のもと、(府轍的に問題を把握し解決する能力を有し、知性と感性の

バランスのとれた円満な人格を備えだ国際的教養人
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このような人材を育成するだめに、以下の能力を身につけた学生に

学位を隠与します。

1豊かな教養、深い専門性、高い倫理性

2地I或社会や国際社会の課題に取り組み探求し続けるための生涯

学習力

3.自由な発想で課題を発見し、批判的・論理的に思考し、解決する

力

4.多様な視点を尊重レ、自らの考えをわかりやすく表現する力

ディプロマポリシー(学位侵与方針〉であげだ能力を育成するた

〔 〕lめ…針に沿っーュー同す
教育課程編成 1 .豊かな教養と高度な専門知識を統合しつつ、グローバル化に刻
実施方針

応できるコミュニケーション力(英語を含む外国語力、母語に

よるライティング力〉、数理的分析能力、 ICT活用力、現代社会

の諸問題を解決する能力を4年聞かけて育成できるカリキュラ

ムを編成する。

2.科目のナンバリングを行い、単位の実質化を図り、多療な教育

方法を実践しながら国際基準に沿っだ教育を行う。

3.全ての年次に地域社会や国際社会の課題に取り組む演習科目を

配置することで、自立しだ主体的な学びを促すとともに、批判

的・論理的な思考力を育成する。

4.全ての学生を対象として教育課程における学習成果の中間評価

を行うとともに、卒業論文等により最終評価を行う。
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(2)スポーツ健康学科

スポーツ健康学科は、健康に生きるために、人閣の「からだ」と「こころ」、人聞をと

りまく「社会」について科学的に探求し、知・徳・体のバランスのとれ疋能力を備え、

健康考命の延伸に寄与できる健康支援人材を育成していきます。

ディプロマ・
ポリシー

〔義弘]

(教官官〕

スポーツ健康学科は、以下の能力を身につけだ学生に学士(スポー

ツ健康学〉の学位をI受与します。
1 .高い倫理観を持ち、社会人として必要な幅広い教養およびスポ
ーツ健康科学分野における専門的知識・技能

2.地域社会や国際社会の課題に取り組み探求し続けるための生涯
学習力

3.自由な発想で課題を発見・設定し、批判的・論理的に思考・判断
しつつ解決する力。また、その内容をわかりやすく表現する力

4.多様な視点を尊重し、協働して問題を解決していく疋めに必要
なチームワークやリーダーシップ

5. I~\身ともに健康に生きる疋め、自己の可能性を肯定的に蓄え、
自らを律しながら、主体的・計画的に行動する力

ディプロマ・ポリシー(卒業認定・学位慢与方針〕であげ疋能力を

育成するため、以下の方針に沿って力リキユラムを編成します。

1 .豊かな教蓑と高度な専門知識を統合しつつ、グローバル化に対
応できるコミュ二ケーション力(英語を吉む外国語力、母語に

よるライティング力〉、数理的分析能力、 ICT活用力、現代社会

の諸問題を解決する能力を4年聞かけて育成できる力リキュラ
ムを編成する。

2.科目のナンパリングを行い、単位の実質化を図り、多様な教育
方法を実践しながら国際基準に沿った教育を行う。

3.全ての年次に地域社会や国際社会の課題に取り組む演習科目を
配置することで、自立した主体的な学びを促すとともに、他者

との対話や議論を通して批判的・論理的な思者力を育成する。

4全ての学生を苅象として教育課程における学習成果の中間評価
を行うとともに、 3年次および4年次における卒業研究演習を
必修科目と位置づけ、卒業論文等により最終評価を行う。

5.スポーツおよび健康に関する専門基礎科目群を配置する。専門
性を高めるため、 2年次から「スポーツ領域」または「健康領
域」を選択し、より探究的な専門科目群を配置する。
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(3)看護学科

看護学科は、人間としての尊厳・健康に生きる権利を擁護し、自己評価能力・自己教

育力を身につけ、広く社会に貢献できる看護職者を養成します。

ディブロマ・
ポリシー

[よ主主童十〕

力リキュラム・
ポリシー

〔教官;盟十〕

看護学科は、以下の能力を身につけだ学生に学士(看護学)を侵与

します。

1 .豊かな教養、深い専門性、高い倫理性を兼ね備え、生命の尊厳と
人権を尊重レ擁護する力

2.地域社会や国際社会の課題に取り組み探求し続けるための生涯
学習力

3自由な発想で課題を発見し、批判的・論理的に思考し、解決する
力を身につけ、人々の健康と福祉に寄与する力

4.多様な視点を尊重し、自らの意見をわかりやすく表現する力
5.看護を必要とする人を全人的に捉え、科学的根拠に基づき、看
護を計画的に実践する力

6.自律性と参画力を備え、関連する専門職者および地域と協働・
連携する力

ディブロマポリシー(卒業認定・学位授与方針〉であげ疋能力を育

成するため、以下の方針に沿ってカリキュラムを編成します。

1 .豊かな教養と高度な専門知識を統合しつつ、グ口ーJ'iル化に苅
応できるコミュニケーション力(英語をきむ外国語力、母語に

よるライテイング力)、数理的分析能力、 ICT活用力、現代社会

の諸問題を解決する能力を4年聞かけて育成できる力リキュラ

ムを編成する。

2.科目のナンバリングを行い、単位の実質化を図り、多様な教育
方法を実践しながら国際基準に沿った教育を行う。

3.全ての年次に地域社会や国際社会の課題に取り組む演習科目を
配置することで、自立した主体的な学びを促すとともに、他者

との苅話や議論を通レて批判的・論理的な思考力を育成する。

4全ての学生を苅象として教育課程における学習成果の中間評価
を行うととちに、卒業論文等により最終評価を行う。

5.看護学の専門基礎教育科目および専門性を探求する専門教育科
目を適切に配置する。

6.4年聞を通して学生主体・参画型の少人数教育を実施し、「自己
との対話Jr他者との苅話Jr地域社会との対話」を通して自己教
育力を育む。

7.専門的な知識・技術を統合し、看護の専門性を発展させる能力
や態度を育む。
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E 学修について





E学修について

1 大学での「学びJ

高校と大学では学び方が大きく異なります。

高校では、知識の蓄積と、与えられた聞いに決められた通り正しく答える事が求められてきたと

思います。他者に教わりながら、正解がある問題に苅して、正確に速く答えを導き出すことが求め

られてきたとも言えるでしょう。これを一般的には「勉強」と言います。

それに対して、大学では、自ら聞いを立てて、自分なりの答えを出し、どうしてその答えが妥当

なのかを論証することが求められます。これを「学問」と言います。

また、大学における学び方については、講義、演習、実験、実技等の ITI受業時間』とともに、損
業のための事前の準備、事後の展開などの主体的な『自学自修時間』をさめた『単位制』が取られ

ています。この学び方のことを「学修」と昭び、高校までの「学習」とは区別しています。

そして、大学では「学問」のために「学修」している人たちを「学生」と昭んでいます。

高校と大学の 1番の違いは、大学では、様々なことを自分で自由に決めることができるという

ことです。逆に、主体的に自分が動かなければ、伺も学べないし、詮ち手を貸してくれないという

ことにもなります。自由が摺える代わりに、自己責任ち大きくなるのです。

大学では、 「学生」が「学修」をしてしっかりと「学問」に取り組むことができるように、損業

をはじめとして、様々な仕組み、サポート体制を構築しています。

町
一
時
一
時

学ぶ人

「学生」

「生徒」

2 単位制度
大学の教育課程は「単位制度」に基づいて編成されています。

開講している慢業科目には、それぞれ単位数が定められており、その単位を修得するためには、

受講する科目の履修登録を行い、所定の時聞を学修し、試験等に合格しなければなりません。そし

て、学科ごとに定められた単位数の合計(卒業要件〕を満たした揚合に卒業の資格が与えられます。

3 単位の算定方法
大学教育は単位制度を基本としており、 1単位あたり 45時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することが標準とされています。ここでいう1単位あたりの学修時間は、 I受業時間内の学修
時間だけではなく、その授業の事前の準備学修・事後の復習(自学自習〕を合わせたちのとなって

います。

本学のf受業は 1学期(セメスター〕を 15週として前学期・後学期に分かれています。大学の
慢業時間と単位については学則に明示している通りで、 1時間は45分で計算し、 1コマ (1回〕
は1時間30分で、制度上これを2時間として計算します。 f受業形態によって算定基準が異なり
ますので下表を参照下さい。
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1セメスターあたり 1セメスターあたり
内 訳

J聖業形態 週のコマ叡
の単位数 の学修量 援業時間 自学自修時間

講義・演習 2単位 90時間 30時間 60時間 1コマ

外国語 2単位 90時間 60時間 30時間 2コマ

実験・実習・ 1単位 45時間 30時間 15時間 1コマ

実技 2単位 90時間 60 時間 30 時間 2コマ

※講義・演習:15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の侵業をもって1単位とする。

※外国語・実験・実技・実技 :30時聞から 45時間までの範囲で大学が定める時間の綬業をもっ

て1単位とする。

※看護学科の単位換算方法の詳細は、 p78の「看護学科に特化した履修登録~単位修得までの注

意点」を参照する。

4 綬業時間

5 授業の開講区分
援業は開講区分に応じて次のように分類されます。

開講区分 説 BJ3 

通年科目 1年を遇して実施される擾業で、評価・単位は年度末に認定

半期科目 前学期または後学期の半年間で終了する授業で、評価・単位は各学期に認定

集中講義 特定の時期に数日間継続して実施される慢業で、評価・単位は学期末に認定

6 授業科目の区分

本学では次のようにj受業科目が区分化され、 4年間にわたって計画的・有機的に配置されていま
す。その具体的な内容は以下のとおりです。

授業科目の区分 説 明

必修科目 卒業するためlこ必ず修得する科目

選択必修科目 指定されだ複数の科目から一定の単位数を修得する科目

選択科目 指定された科目区分の中から選択して修得する科目

自由科目 修得してち卒業要件に2まれない科目

まだ、本学の授業科目は、教賛教育科目、専門基礎教育科目、専門教育科目に区分されており、

その中でさらに科目区分に分かれています。卒業には、それぞれの学科で定められた単位以上の単

位修得が必要ですが、科目区分ごとに修得しなければならない単位数があり、それぞれ所定の単位

取得ができなければ卒業することはできまぜん。
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科目区分 説 明

本学の教賛教育は、広く山を解放し、人文・社会・自然科学を学ぶことに

より、学問分野の広い視点から(府轍的にちのを見ることのできる人材育成

教餐教青科目
を目指している。

広範で多様な基礎的知識と基本的な学習能力の獲得のため、すべての学生

が履修する全学共通教養教育として「名桜大学型リベラルアーツ」を構築

し、「共通コア科目」、「共通選択科目」をおいている。
」

各学科において、最怪限必要となる知識や技能、態度等を身につける科目

専門基礎教育科目
から構成されている。また、各学問領域の基礎となる科目であり、「専門教

育科目」への導入となる科目である。主に 1-2年次で履修できるように繍

成されている。

各学科の専門分野の知識をさらに深めるとともに、」れまで修得してき

専門教育科目 た知識・技術・態度等を用い、総合的実践能力を高める科目から構成さ

れているロ

ア シラパス
シラパスは、履修計画を作成する上で重要な資料です。シラパスとは、侵業の目標、侵業で扱

う内容、慢業の進め方、評価方法など擾業の全体像を示す文書のことです。シラパスには、①慢業

選択のガイド、②掲載された教育内容を提供するという学生と大学閣の合意事項、③学修刻果を高

める文書、④授業全体をデザインする文書、⑤カリキュラムに一貫性をもたせるツール(前提科目、

前提条件の提示など〕など様々な役割があります。

名桜大学のシラパスには、科目名、担当教員名、担当教員のEメールアドレスと研究室、取得

単位数、受講年次、開講学期、登録人数、オフィスアワーの他以下の項目が記載されています。

I頁 目 説 明

①慢業の概要 援業の概要や目的

②到達目標 援業終了時に身についていて欲しい知識・技能・態度

③授業計画と内容 各便業の内容や時間外学修内容の提示

④テキスト・参者文献 指定教科書や参考になる本や文献のリスト

⑤事前・事後学修 毎回の授業での予習・復習方法

⑥成績評価の方法 具体的な評価の基準

⑦履修の条件 前提科目や前提条件、履修するのが望ましい科目の提示

⑧その他 受講上の注意事項、授業のルールなど

シラパスは事前登録に必要なうえ、侵業の目標や内容だけでなく、必要なテキス卜、講義

に望む姿勢など、詳細な内容が示されています。履修する科目の侵業内容や進度を確認し、次

回の浸業準備や予習にはシラパスは欠かせないものです。このように、シラパスを有効に活用

することは、学修を刻果的に進めることにつながります。シラパスは本学の Webサイト上

(P173 UNIVERSAL PASSPORT)に掲載されています。

8 オフィスアワーの活用
オフィスアワーとは、『学生が事前の約束無しに研究室を訪問できる時間帯』のことをいいます。

オフィスアワーの時聞には、教員は研究室に在室するのが義務づけられています。各教員のオフィ

スアワーは週2時間以上指定されており、シラパスや研究室の前に示されています。授業でわか

らなかったことや、教員の研究内容の質問だけでなく、相談や雑談などでも構いません。ちし、オ
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フィスアワーの時間に授業が入っているときは、事前にメール等で約束をとって教員の研究室を

訪ねて下さい。※アポイントメールの文面は、 p10参照。

9 成績評価の苅象 (p138 i欠席及び成績評価の対象等に闘する申合せ」参照)
学生は登録した科目の慢業に出席レなければなりません。

本学における成績評価の苅象は、原則として侵業時間の3分の2以上出席した者とされていま

す。

10成績評価とGPA
本学の評価基準は次のとおりです。成績評価は、学則第 16条にもとづき規定されており、 59

点以下は不可とし、再履修の苅象となります。

また、本学ではGPA(科目成績平均値:Grade Point Averageグレード・ポイント・アベレ

ージ)制度を導入しています。 GPAは次のようにして算出されます。

(修得単位数×成績値)の合計
GPA二

雇修登録科目の単位合計

GPAは大学の奨学金の判断基準となることや、

教職希望者の教育実習および養護実習履修等の可

否を決める審査等に利用されます。学期末に配布さ

れる成績表に GPAが記載されています。 GPAア

ップを学修目標のひとつとして活用します。

11進級について

各学科の進級に必要な条件は次の通りです。

学科

成績評価 評価点

秀 90点~ 100点

i憂 80点~ 89点

良 70点~ 79点

可 60点~ 69点

不可 O点~ 59点

進級に必要な条件

2年次への進級 2セメスタ以上在学する」と

GP 

4 

3 

2 

。

スポーツ健康学科 3年次への進級
4セメスタ以上在学し、 60単位以上を修得して
いること

(p121) 6セメスタ以上在学し、専門基礎教育科目の!l!;¥修
4年次への進級

科目を全て修得していること

看護学科 人間健康学部履修規程第12条 (2)を確認すること

12卒業に必要な単位〈卒業要件〉
各学科の卒業に必要な単位は次の通りです。

声~ 科 卒業要件 内 訳

合計 124単位以上
教養教育科目 32単位以上、専門基礎教育科目 22

スポーツ健康学科 単位以上、専門教育科目 60単位以上、自由選択科
の単位を修得

目※10単位以上を含む

看護学科
合計 129単位以上 教養教育科目28単位以上、専門基礎科目 33単位

の単位を修得 以上、専門教育科目 68単位以上を含む

※自由選択科目:教養教育科目の共通コア科目のライフデザイン科目、専門幕礎教育料目、重巴霊Z
宣型旦のうち、卒業に必要な単位以外で修得した科目の単位、教職に関する科目の単位を自由選

択科目の単位とレて認定する。卒業単位に含まれない自由科目とは異なるので注意すること。
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13学籍について
学籍とは、学生としての身分を有することを意味し、本学の入学試験に合格して入学手続を完了

した者に本学への入学が許司され、本学学生としての学籍が与えられます。在学中に本人の氏名・

本籍地・住所・保証人(外国人留学生は在日保証人)等の変更があった揚合は、ただちに学生課に

届け出てください。

1 ) 学生番号は入学時に決定し、原則として在学中は愛更しません。学校に提出する書類には、

氏名ととちに学生番号を必ず記入することになっています。

2) 学生番号は7桁で表記され、次のような仕組みになっています。

学科等

2119000 国際学群

所属区分 入学年度 個人番号

スポーツ健康学科

看護学科

14履修に関する用語の解説

1頁 目 説 日開

カリキュラム
各学科が自ら掲げる教育理怠・目的c基づき、自主的・自律的に編成した教育
課程

履 修 科目の受講を登録し、授業を受ける」と

単位修得 侵業を受け、試験などに合格し、単位が与えられる」と

授業科目ごとの成績評価を、例えば5段階(A、B、C、D、E)で評価し、それ

GPA制度 ぞれに対して、 4・3・2・1・0のようにグレードポイン卜を付与し、この

単位あたりの平均を出して、その一定水準を卒業等の要件とする制度。

卒業するために学生が修得すべき単位数

卒業襲件 - スポーツ健康学科は 124単位以上

- 看護学科は 129単位以上

1学年複数学期制の侵業形態

セメスター制
通年制〔ひとつの授業を 1年聞を通して実施〉における前期・後期の区分と

は異なり、ひとつの隠業を学期(セメスター〉ごとに完結させる制度

本学では一年間を前学期・後学期の2期に分ける。

単位の過剰登録を防ぎ刻果的な学修をすすめるために、 1年間あるいは1学期

CAP制 聞に履修登録できる単位の上限を設ける制度

本学における 1セメスターで履修室録できる単位数は原則20単位である。

ある科目を履修するために、知っておかなければならない分野や科目を指定

前提科目
レ、修得していなければならない科目を「前提科目」あるいは「前提条件」と

前提条件
いう。

自分が取りたい科目にこの前提科目や前提条件がある場合は、その前提科目を

修得しだ後でなければ履修登録ができない。

授業計回 便業目リに学生に提m・配付され、授業の目標、援業で扱う内容、便業の進め
(シラパス) 方、評価方法など侵業の全体像を示す文書のこと

オフィスアワー
学生が事目日の約束無しc教員研究室を訪問できる時間帯の」と。各教員は週2
時間が設定されている。

ガイダンス
生活・学習のあらゆる菌にわたり、学生が自己の能力や個性を最大限c発揮し
うるよう助言すること。履修に関するガイダンスは学期開始前に開催される。

UNIVERSAL 
PASSPORT 本学陥bサイト上で、履修登録、シラパス照会、成績照会ができるシステム
IGakuen Portall 

地鼠の現状や課題に関する理解を深め、地域の抱える課題解決の為の具体的な

副専攻 方策の提案や実践を通し地域の維持と発展に対して主体的!こ関わり能動的に行

動できる人材を育成する地域志向型教育プログラム

-9-



The tios for university life 

*.*口*・メールでの面識のアポイントの取り万・*口*.*

メールの基本は| く依頼メール文面倒(参考)> 11之 礼メール文面例(参考)> 
| 名 11 (主件名

「ー往復半J 献のお願い(・・学科・年次[氏名1) 川正時のお願い(・・学科・年[氏名1) 

I ~ ~ I 

1 ~ ~ 
fi f 
g 

②本文

・・先生
お世話になっております。
..学科.年[学籍番号1[氏名]です。
・・のことについてご相談するお時聞をい|
ただきたく、ご連絡しました。

・月・固または・月・日のいずれかで 1時
間ほどお時間をいただけないでしょうか。

お忙しいところ恐れ入りますが、何卒よろ
しくお願いいたします。

名桜大学人間健康学部00学科
1年次[学籍番号1[氏名]
[メールアドレス1 [携帯番号]

②本文

・・先生
お世話になっております。・・学科 ・年
次[学籍番号1[氏名]です。
この度は、お忙しい中、面餓の時聞を作っ
ていただき、践にありがとうございます。

.Jo!・日(・)b.b.時b.b.に先生の研究室

(・・棟・・室)に伺います。
よろしくお願いいたします。

名桜大学人間健康学部00学科
1年次[学籍番号1[氏名]
[メールアドレス1 [携帯番号]

*聞*口*・スケジュールとタスク管理について・*口*.*

大学では、高校のように学科やクラスで統ーした時間劃はありません。学生自身が自律して、授業

の課題レポート、テスト等のスケジュールやタスク管理を行うことが求められています。配布された

学生ガイドを上手に活用し、授業や課外活動、学外での活動等を計画的に行えるようにしてください。

やるべきこ 2019 4月
とや提出物等

冨 = z ー墨

01 02 03 04 05 06 07 
を書き出す。 入学式13:00 新入生一斉学カテ

【聾合12:00) ス卜

完了したら図 08 09 10 11 12 13 14 

を入れる。
入学式 '"入生ヨドJヱシテー 観議開鎗

シヨ〉 登録掴盤給関

【.....4}24)

15 ~ i昌一 一一一 17 18 19 20 21 

......虚業課題
22 23 24 25 26 27 28 

提出 (4/・)

口健康診断 29 30 01 02 03 04 05 

口登録カードの

提出 (4/・) 06 。7 メモ

*.*口*圃報・連・相について聞*口*圃*

「報・連・相〈ほうれんそう)Jは、「報告」、「連絡」、「相談」の「報Jr連Jr相」を組み合わせた
造語です。「報告」とは、指示されだことや依頼されたことについて、経過や結果を知らせることで

す。「連絡」とは、その時点の状況を知らせることです。「相談」とは、判断に困つだ時や自分の考え

を聞いてほしい時に、教員や先輩、仲間などに意見や指示、問言などをもらうことです。「報・連・

相」を徹底することは、ミスや損失を最小限にすることにつながります。

教員や先輩、仲間に、普段から現状について「連絡」レ、困った時には「相談」を行い、その後の

経過や結果を「報告」することを意識して行うようにレまレょう。

-10-



E 履修登録から単位修得まで





E履修笠録から単位修得まで T 
食糧修登録

履修とは 履修とは、学校。惇などをさむ〉などにあいて、単位を樹号するために特臨桝

目を学部ことであり、 1，闇多Lょうとす訴ヰ目を資録い擾業・罰験等を受け合格し、
単位を樹号する」という調呈を憩床しています。履修により、卒業口広震な単位(卒

業要件単白を断号Lぷす。
履修できる科目は、あなたが入学した年度の履修ガイドに掲載されている科目で

す。在学中I~fiたに時蓄しだ科目については卒業要聞こ含めません拭崩事童話相
可能な場合力濁ります。

履闘画 履修計画とは卒業までの4年間でどのような科目を選はどのように単位剖雲寺号
していくかを決めることです。大学でl訓守来¢精撲などを考えて、学生自身力安講し
た川受朝日萄豊富尺U萄第十画を立てます。 1窃附留置、車交、自分の興味・関白・
適性を考慮レながら、系細切こ潤尺し、学麓閣を立てましょう。

鶴自Eの免許・劃歓乃間専を目指す場合口本館ヰ・資格に必要なすべて江添田力浸
諦早欠に履修できなし場合力主あります。その場合、どの資格や癌年割島tして蘭多す
るの力、を決めて、履i第十画を立てましよう。また、 4年間¢履1第四も早めに宣てま
しよう。

時筒聞と

腹闘こついて

聞理tll示前割目・後手期に分けて提示されます。世間開閉は2月下旬L後学
見鵬首闘は8月下旬の輔誼蹴闘に討つぜて提示されます。
また、掻草司法月曜日から劃窪田 1~δ 限目こ行止れますが、科目によっては 6 限
目、休日に期間る場合や、集中講義等正規制調9W精着もあります。
履閥司入学生自身力日律してf引パます。高校生ι〉ようなクラスで統一Uた8~轟fで
はありません。科目江躍修登録をし、履'f~登録表を教員/事熔窓果!こ届けることによって
はじめて寝業を受けることカ?できます。

受講年次 i主巨rι科相相蹴目回賦……l臥一一志一一一吋叩一lに一ここれをF聾蔀寺辛乙知といしk霊餌次帽努鞍詐辞E閑潟を厳守す毛⑤硝3拙必寝力がt濁あります。 LAe
がって、童話量Ltleい科目¢癌酔肋t自分の年次より上の揚自据修登録することは
できまぜん(自分江坪:欠より下の場合は登録できます〉。講義内密cj:そd昂欠を対象に
作られているた瓜特に幽多科目の場合ばできるだけそd海J欠に履fl~しましよう。

盲
目
-
-

句

'
A



時間害加作成

関間学期と

時期こコ，"て

履修登録方法

調盤掴理事の

登録

禦帯衛政η霊録

登録できる期司

登録取り消レ

履修言個とB'&e轟tlI志自分ι淳年税制こいコースをしっかり把握した土で作成し
ましょう。 1年次でfetr勢趨教育科目」を中山に圃舞閣を宣てること力嘗詰u"た
臥擦業概要学科目一覧幼受鏑茎分を男ながら、!凶鉾田を優畑包lζ 各科目区分か
Eシ必要な単位鍛を履修していくことを帥村ましょう。なまえ「纏鱒鞠目」と|司寺
lζ1軟で修得しなければならない噌閣轍酔回」や再開閉粗」もあ

るので、確認しながら計画を宣てます。なま'l..1つの学期で登録できる単位の』周ま
20単位と規定首1てし1ます試 20単位を超えて登録カ句鉱桝目もありますので、
各学卒防ページを確認しましよう。

科目志、融関¢均時着される科目、後学喋阪均時着されξ科目、前後朝目とも開

請される科目‘通年科目、集特需要Lさらlニは隔年湘拝置きlこし加覇首躍し明
日など、時摩朔・噸目情義日砲がさまざまです。陵情学期制崩自信溝義日間l志W由
上で公開されている間態趨顎譜鹿』学卒目の『シラハつえ』司苗留できます。自分の

履障閣に沿って、履修l.t1ë~~科目わ引っ糟毒されるのかを躍起l.t1e.上で、時間割を
作成します。

まだ、集中講義の日間~不確定で、中には直前にならなければ確定し脇略目もあ
るた臥阻器購悶欝観葉Lλましょう。日程にコパては確定次損害示官官す
ので、毎日、厚開明誌板を確認しましようo他力本欄ま個演です!

覇鍾鵠

宣録市圏こl志、学期末に拠Z淳製紋痘録甜ヲう事前登録と学簸蛤めι澄鋸腫劃開
中lご行う登録力晦ります。
学期お噛まる剖〈貰惇期el:2月下旬、後学期は8月下旬1)1ζ 前ちって玖奴芳朝
¢履修登録の予常田町きるものぞ、覇自登録専用サイト Gコ173UNIV日モ;TJ_
pASSPORT)ヘアクセ~:;Zu.. Wfbで登録じます。
覇喧録で、必すしもそのそ江網目が登録~ðttる白閣艮らない陥t入確認と注意
力也震です。

輔自登録酎ラった科目ま、菊淳期に配布苛1る登録力一ド|乙科目名班障されま
す。事前登録の巧法と期間に.~\てIël:、朝昧に毅影響肋嘩鞘脅傭鵬会を開催
L足すので、倒朝日レて確認して下さしL

覇鑓強頼関布に科目登録できなかった学生l志登儲有護婦習内に登録す忍必軍
力窃ります。

学繁雄鋭双濡修季回登鋳腫盛期司内lζ 科目担当教員に直接申U::I:fて履修笠録し
ます。登鋸蹟聾据理事に鐙録を行う科目l志登録力一ドおよひ料目申請票告銀・
眠障Dに自分で科目名常務[員名などを書く必要力濁ります。

実事講瓢日程力峡まり次第草原制審繭で猷肥れます。提示された登録方

法孟登録接聞に従仇登録して下さしL

i町一まつ吋こ欄を「輪開山知
日から約2週間です。登録および取り消Uel:こ舗展抗でレカ冒肋骨ほし泥臥期
限を守って忘れ明こ登録・取り消し手続きを行いましょう。

|開明日開ほし噛聞と問俺瞬間雌
力濁ります。科目告銀・眠即時轄を提出い登録力一ド1;:1悶レてもら~\.そ
ι絵、登録力一ドに二重線を引きます。登録しだ科目を受講しないで放置し花揚合、
成繍ま「不司」となり、。コAの算定観こ震建し志す鐸学金政得明欄こ神崎条
件となり得る〕ので、葺着し恥喝合にl志、世話調的i肖UJ克輔さを行いまレょう。

q
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-科目@錦・取消〉申請票の記入について

科目@錦・腕院の輔曹較渚己入倒

[注意1

1. 1登録J1取消jのどちらかをOを囲むこと。

2.所属する学年ヰ又は判平にチェックを入れること。

口国際学群

明ヰ・判平 口 スポーツ健康学桝

図看護学科

学生番号 2219000 

ふりがな めいおう はなこ

氏名
名桜 花子

約個人教員担当の場合怯ふりがえ品開にローマ宇で氏名を表宮古する。

0980-51-1055 
TEL 

090-1234-5678 
(携帯寵古)

※緊急時選鶏¢必要が無し場合f:l:_記入しなくてもよしL

科目名 アカデ、ミックライティングI

科目番号 共ア 104 |組名 i
担当教員 ライティング美和子

授業を行う 月 火 木 金

曜日・時限 2 

出欠記録

(調整期間)

-登館加毒自本脳軍事頁を記入しん講書記奇聞に科目Of!!当教員(;:1忌:1:1する。

.臨隊m舞台d:._!Qji要事頁を記入い教務課に提出い童話毅コードにllJC肖回を受ける。

η

。
旬

a
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既修得単位の

認定

履修登録に脳震なもの

本学でIel:..他大学等〔層拡だま高等専門朝交、高等曹司朝交事文科を含む〕にお
いて蘭修した筏業界ヰ自びぎ設置基準第31条に定める科目事覆修生として働号L疋
科目を;3i1J)について、本学〈本学科)に制1-Dl謬酔自の覆i華により断零したちの
とみな暗i苗碇をする市眠訪可あります。 JOO瞬単位として認定するためには以下
の書類が必要となります。

① 履修単位数、蹴詑記した繭轟JEB~書

② 相当する科目¢履修内容を記v1三譜謝慨要(シラパスι癒しでち良い〕、また
は琵著ノートなど信者凱容研コかる資料(コピーでも司〕

単(宣碇は、提出された量買をもとに審査し、人f晶建康持降嫡委員会明義を経℃夫
定されます。単i由紋Eを希望する揚自司込書買を準備し、願り入割愛1週間以内に教
器ド申請します。

時間割作成と登録には、以下の書類力可必要となります。

矧こ「畳間ード」と「科目告錦・聡肖〕申5欝ミJIcl歯量でき顎日間信強襲躍期首)内に教員と数据果口是

出する必要力すある重要書類なので紛失しないよう注意しましょう。

履修ガイド
4年間の萄劉こi必要で学修を充実させるガイド本〔この冊子)。
※原則ひとり一同直前。問子には名前をま獄するこじ

媛業計画(シラパス)
Wfb上で科目制受諾十画明議室内容力訟関されてし忘
プリントアウ卜すること力窪まu，¥，

学業蹴貴重妖民主句臓器 前学期までの蹴轟を累積して記載lAe表で、学員服部以こ配布されるb

朝日ごと側即時制習と教室・担当者など秋山/日b上で公開され

躍組寺「嘩俵
ている。

※科目は開講されない揚合ちありますので、!QJig市調摺轄を臨詔
しましょうロ

学期ごとd潤景科目を記載する力一ド (p16~H観めで、闘罷と
登録力一ド 同時に配布される。必痩事頁を記入後、擢事蝿に提出する。提出時仁

は自分用のコピーをすることわ濯ま1んL

科目(登録・H恋尚申請票
学期ごと江痢目登録・取j肖を行うた従y])申請漂

2枚復写となっている。 (p13観お

掲示板の活用について

闇彦関連や備脅等に関する藁要事頁Iel:..教灘駅学生課などのさ子晶君示肱密学零時昌示板、大学ホーム

ページやユニパーサ)[;/¥スポート、デジタルサイネージを活用して掲示されます。

各自、責任をもってE麓忍しましよう。

登録を取り消したい揚合は・..

・ 履修歯景U三科目を取り消したし鴫合l志「登慌躍翻聞に履修登録と同様倒票作を拐窓果で行

います。

科白(登録・Il~硝〕申請票(取り消UこOをつける〕を提出レ、登録力一ドに押印してちらい、そ

(})i怠登録力一ドに二重動車を引きます。

※登録カードId:i是出自力定められています。提吐脚艮を厳守しよう!

14 



女自分の時間割表を作ってみよう!

①履修登銅こl断要な
も似控隼備

②釧鉾↓Bを暗軍

③遺書用ヰ自制誼尺

④履修司能単位数の
確認

⑤受講年次の確認

⑥開講学期と
時期の確認

⑦履修予定科目の

最終酷官

⑧Web上で
覇幅修登録

⑨登鍬境睦

闇~~ガイド、授藷十画(シラパス)、学業蹴髄知書@綿貫器、授期調

書展、首初ード、科目(登録・取消申請票を揃えよう。

1年皮切断号すべき釧努ヰ目自信忍し、日す轟Mこ入れ込もう!
「提欝淳書科目」、[寄贈離鮫静回J、噂門教育科目」すべてE奮置しよ
う。

「教養教育科目」僻端腰糊目一覧倒受業区分を見ながら、各科目区

分から脳雷雲な閉立数を履修する。時間基礎事無事ヰ目」、「要望F鷲嬉苦手ヰ目」
にも置尺科目はあるので、自助のH鳴しだい資格に脳寝な科目、興味・関
I~\のあξ科目を盟尺しよう。

1つの朝日で登録できる単位の且尉 20単位と規定されているので、

E醤混しよう。 20単位を超えて登録力可能な科目力協るので確認しよう!

童話量したい科目の「聾欝手犯を暗記しよう。自分江坪:欠より上のI君合

は登録できないため注意する(下α君創立登録できる〉。

時態期目や日部llH講義日平'DI本本学Wtb上に土、関されている由選鶴
間割康』常本田の『シラパヌ』百麓認しよう。時期阪双九後学期絞め開

請される科目かどう力¥臨認しよう!

集中講義の揚合l本時都菰目を確認しよう。

履修登録予定の釧鉾目、趨尺科目を全てB'1Jfl轟!震に入杓込もう! 入れ

込んだら、次α員目をチェックしよう!
口幽廓ヰ固と閣尺科目の重複

口事前事後判劉奇問倒産保 G部bすぎていなしめワ
口制修科目の取りこぼし(修繕単位チェックリスト)。

学期力粕まる前(音色開目は2月下旬L後学期は8月下旬1)Iζ 事官径主重量

専用サイトで、 W出歯霊をしよう。
事前民主録白玉った科目志野惇期にl配布される登録力一ドに科目名がE日字
されるので酷習しよう。

事前登録期間内に科目首量できなかった学生let学服部加盟莞鹿劃間
内に登録しよう。

⑩時韓航時成

覇王封こもう一度、同4、問2倒直訴号単位チ工ツクリスト司E

りこぼし力ほしめV酷習しよう!
これで、日す朝焼誠lJ1eよ。

さあ、授業を受けよう!

tu 
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-登録力一ド窃臥について

盟初ードのサンヌル CA4サイズ・色蓄さ厚紙)寸躍ではなく、必ずペン類で記入

fクラ';{Jの担当教員名を書く。
食提註銑渇こι湯損になる

~V ，、〆、-，ーιヨζ'-./.で7Y'-"U崎、，.

学生 |ロ→宇|附州<，0M田
指導

番号
2219CXD 

|氏名|名桜結子 (学科B当) 為又太郎印

|年次 | 
教員名

判4名 人闇路誘導宅障量豊持ヰ

番号 授業科目名 グ7ス 哨車数 担当教員氏名 Fn 取J昨日

1i ベーシック・イングリッシユ C 2 金怒漢 j斉

2 六学と人主主 2 U出里勝己 済

3 7功デミックライティングI C1 2 ライティング寿日子 済

4 コンビュータ・リテラシー C 2 7フラスーン・ピーター @ 

5 塑蓮議題1 C 2 (予皮 51痔 @ 

日 重護明穂高 2 大城凌子 @ 

〈 ケアリンク文{匡壇 2 永田顛日子 @ ¥ 
8 時論、a臨す棚機麟邑色クラス主主地縮名など ¥ 
9 体育実技E 1 ~輝曹を宮川柳g油蝉C舗を路湖腕 ノ
人周と麟

ミ ※搾我7t(;認品詰1志登録揖められま断ゐ ー
1 

1 淋帯学 2 {中尾喜先羊子 ⑪ 

1 =. @ 
百

13、λ周白貴章 2 田代豊

14 
登録を取り消雪渥合tet.二嚢線哲也科B鋸 'Iff)晴棄を 、ー~

15 費護霊智3量邑u.務感諌視総涯Eをもらう。 「義磁器湖沼取湖国夜勤切で注意するこむ
16 J 
17 

本学生は、 o)j理由により ヰ~ll;~める。学年担当教員・特ヰ縛羽長 印 合昔十 ( 24 )単位

[教職課程の教捌=関する科目】

番号 授業科目名 I 971 I開| 担当教員氏名 印 尉同弔

l 去て2 銅製こ:Jltrて広務醐こっω之の
ガイダンスi己動Eするこι

3 

4 

i※すべて¢澄録と臨肖あ済ませ、登錨瞳諒闇内に指導教員(右上C書めm疋教員)に提出する

-16-



|翠島署管つ
干gヌうーOムC口

TEL 
0 ムロω ム∞ ν 

現師庁 器時間o*ー*ー* 傍繍欝1i)

コー汁仏O口 ***号@ E守mail *****@*****ι日n

干904-口OムO
(自宅百

実劇協庁
TEL 098-.0マロム0口0

沖#欝uc苅淳ム.0*ー*ー* 領裁動的怯 (備聾菅直絡針。

090一口Oム口OムO
曜日

月 火 水 木 金H部長

8・45 K ヲ吻 fJ'1 リヲ'~l
手足重苦寅習I

1ンヒ.]~・リテラ?

1 ~ Aクラス Aクラス
10: 15 金慈英

吾輩開隊員
アラス』ン・ピ『ター

10:30 国際コミュニケー アカデミック
大草と人生

2 ~ ション論 ライティングI
12・00 吉川芳樹 ライティYグ罫日子

山里勝己

13目。。
人間関鶏自 看護学幌高 社会学 人間と環境 ケアリンクヌ性多重富

3 ~ 
14:30 

欄H裕美子 大協愛子 吉川君島j 田代豊 永田顎日子

14:45 
体育実技E

4 ~ 
16・15

Aクラス

16・30

5 ~ 登録し疋科目夜痢白色教員名、教室番号を
18・00 闘習割弱直入す孟
18: 15 

6 ~ 
19:45 

登録
登録科目 単位 クラス 担当教員

許可。ベーシック・イングリッシュ 2 Aクラス 金慈英。大学とλ主主 2 山里勝己。 7功デミックライティングI 2 Aクフス ライアイング美和子

V1EBによる事麓登録結果カ羽車喧れま
す。

0:履修登録OK X:履修登録NG(登録締め切り) 空白:本登録での再受付けあり

※ 住所・連絡先等力寝苦霊になった揚合は、 l断言警生翠に届けを出すこと。

円

i
'
A
 



大揮業の受け方

受講Z嘩備

大学生としての

基本的な受講マナー

登欝層朝間乃

擾業ι浸け方

}受業闘受業ヂ劫剖鞍山こ開始される。そのた臥それまでに指定ι沼産予場開に宙1
ずに集まること。次のような授業を受ける準備は陵業開始前に完了しておきましょ

っ。

名字以道用

教科書、ノートι準備
. i!li日捌(出席黒酬)(F_潤 R

また、実技・実習・期開目は蓄替え判建騨備甘受業開台前までに終了LA開台
時刻lこleI指定されたi野五に集合しましょう。

1臨ぴ学生の勉学を開ずないように侵業のルールを守り、 ID理ιあるマナーで撹業に
臨んで下さしL

特lζ 授業中間以下の行為を行うことlおレ一八違反です。
-許司のない携帯電誌スマー卜フォン、タブレット、ノート川ノコン叫期乍但

業中は雷原を切り、かぱん101:苅内する。〉
・カ1拶1人{凶出藍異など江沼諜に聞系¢民主いものを机上に置く行為

.サングラス、帽子江濫用(特別な理由力守れば申し出ること〉

・手l遺書
・国民り

・飲食(ガムを含む〕

-講義¢録音・録画、板書やスライド叫最影〔講義民感¢欄Uは事損に帰属するの
で許可力池島

・途中退室〈トイレや気分力漕くなったなどα里自力法れば申u封ること)
・提出物(出席黒レポート等〕を拙刀学生に慨買して提出(自ら直圏思量するこ

と〉

これら制受業1)，ルー)1;1ま1回目のガイダンス聞こ示されることが多いので、 1回
日制受業に凶ち¥"9曹脅し百奮認して下さしL葺書する学生力Tマナーを守って1受業を受
講すると侵業甥囲気が良くなります。そ制課、擾凱容ち深まります。要するに、

費者υ日受業の満足度を上げるためには教員と学生ι澗万力鴨力レ、よい授業を作
り上げていくという気持ちが大切なんです。学び合い高める学修風土を作りましょ

う。

童話衰麿翻問中に実施される1・2回日明受業ちシラパ万亘りに慢業を進められま

す。特に、 1回目江疲業ではシラパスに基コ，¥，て、慢業の目標や癌教乃ル-)レ、短

轄由、評価についてE棚します。 Uたがって、盟藷麿翻間であって胡蝶lこ出席

LJましょう。欠席してしまった揚合、当然広畑良いになることを留意して下さしL受

講人主主の多い鴎苦でlet事前艶重しだからといって、そ明B間伐綬業を欠席すると、

登録力t取り消される揚合力濁りますので留意下さい。
履修科目を変更する時、病気，'1.涼姻Si).舌鼓痔により 1回日明受業を受けられなかっ

た揚合、できるだけ2回日明受業制台まる前までlこ、担当教員四形瞳に行き、費着

司自白羽万麓認と侵業信朔用を受けましよう。

18 -



休講と補講の通知

質問が凌渇揚合

j一一一間勤慨凱郡江ーしま
しよう。また、備着lこなった揚合江糎業l羽存高力漢施されるので、そ0道知割署示板

てう」却す慌認して下さしL

i開いてし一一一…問者
に出てきた疑問が自分では.~.できない場合には教員に質問しましょう。教員への雲!I'<lIの

方法口志Dオフィスアゥーを手H用す&②メールにて質問すゑCZUniv.師 alP，箆獄JOrtで

質問すゑなどがありま訊

大ぎ生としての 筆 蹟業に関する質問まオフィスアワーを利用します。それぞれ時究員のオフィスアワー1cJ:..

基本自恨藷窟室マナー費シラパスとE形話調のスケジュールボードに表示してあります。訪蜜閉ま、例言・学年・
藤氏名・訪室の目的習云えます。便業に関連しないま震は、前もって7フポイントを取りまし

関ょっ。

基軸蹄

メールマナー

メールで質問する揚合には失礼¢瀬川ように大学生として適切な広麿を送信すること

が大切です。自分江湾当主轄と名前をl帥メール本文lご記入して下さい。

<割虫>

基本的には大学から配布された組掠メールアドレス (Q()()()glmaH.meio-u.acjp)
を使用Lぷしよう。 J'¥'.ノコンからのメールを受け伺けなかったり澗オファイルを受信でき

なかったりするので、傍常篭百のメールアドレス (000α@同社団刷p等〉の使用は

避けて下さしL

①件名

~謂識しましょう。また、分かりゃすい罰男をIMl1ましょう。

~名
部 Eにメールを指しているの力曹識することは基調包7J;yナーですロ

~持議Iしましょう。

③由政

ます、あいさつ文を記載します。

鯛すて学生番号、氏名等を名乗ります。〔署名欄に十分なf割肋官藷枯れていて重複す

る場合には、省略することもあります。〉

④方容

できるだけ簡潔にd2.0載して下さしL
慨黙搾朝、アポイントメントを取る揚合に1cJ:..自分の都合江めを~~しないで、相

手ι渚H合に目晴レながら書きましょう。
「私の都合を申し上げて大調勝手でございますが7月中|語講肋崎り、 8月の前半で

あ糧自し1できましたら幸いです。」

儲w文
「お手数を却釧7して申は尺ございません。宜しベ瑚昼し官設します。」等

@署名

所思氏名、園管惇を記載します。

d淵寸ファイル
メ-JlAこ伺のファイルを添付しだの力官車載し、 j謝甘忘れやメール、/やノコン環境¢漣

い等による送受信トラブルを避けるようにしましょう。
本文中に明確宿葺的主ある場合、省略することもあります。

-19 



擾業¢決席と 描 「欠席及凶蹴藁朝敵誠司象顎こl関する申レ討コゼ」第2条第2項。コ138観号。

欠席居舗曲 目日見定されているとおり、鹿業を欠席する揚合Ict欠席届力悩痩です。欠席固ま調革

課に用意しています。覇UIこ欠席力わかっている揚合Ict~.蕎欝馳前に担当教員に欠

席届を提出します。突然点描する揚自立、欠席することを担当教員にi諸告い後日欠

席届を提出するようにして下さしL

自E猪恰で欠席した揚合はその回の掻業訓商習拓いません。 L>lE.がって、その

障問受業の広麿につし1ては各自で学習して下さしLそ訓謹日付された観唱は学生自

身で教員四形謹に伝宝、受け取って下さ~\，まだ、欠廟寺1;:]襲琶舗也力濁った1男

合怠欠席したから間いていないというOlel:レポート提出力涯開た理由にはなりませ

AsJT:.主意レて下さしL

公欠席と 菌欠席α里白が以下d里由樹君合口本これを「公欠席」として許可い通常¢玖謂
その手続き 盟と1el1及いません。

(1 ) 教需騨として~，&等

日 本主主 j将軍県政周を代表して参加する関支会等標レベルじ辻〕

(3) 資極端蜘覇支大学等力活盟する獄蹴舌動(自国企業員閉会等など〕

(4) 甜構武高知受験@議案票力ほし甥合Ict大学指定制崩組制する〉

(日忌引

一事痔割el:7日以内 G木日を含む〉

. コ開拓巴凶問9(j本日をさむ)
(6) 学問菊建安室茄街吉見則で定められ1eJ惑調主
閉 そ倒也末学力百当と融合た揚合

土次席Ict朝日中に2回まで読められますが、事前に公欠開買いを掛癖に提出す
硝霊力濁ります ((1)~ (4)、めの場合〉。土次席指酌られたからといって、

そ舗撲は出席扱いにならないことに注意して下さしLまた土次席をじた揚自ct欠

席υだ語教t補者等を曳け忍必要力宅ありますC1Jl到羽目教員に酷習すること〉。
そ側出こっし1ては「欠席及び成構平価の対象等に関する申し討コせ」第 2~3 条

(P138)に示されているのて躍認して下さしL

暴風謹報発令時側郎自台醐こIct名肱糟「鯛抗議詩の取り扱いに関する申し的せJ(P144参

日お〕に準ずる。

・午前了時男在で暴風醤肋暁合されている揚創本午前中頃寵制備書

.午前10時までに:曹肋1自聴されだ揚i8lct3限目から講義等を行う。
・午前10時までに響肋欄食切なし甥合Ict当該日の全て窃龍蒔を備蓄

.講義中に響肋暁令された揚自ct直ちに講義等を中止する。

合理蝿晴と 車 履修する上で糊リな配慮密必要とする場合Ict学宣軍制宋健センターに相談してく
その手続き 議ださしL合理由酒捕を申し出ることにより、適切な支援を受けること力?できます。

これまでの支援事j!j!D

・ 学生ボランティアによるノートテイク

中間・学期末テストの別室受験

実富田憲
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"*塑基盆墜

期末鼠験η到す方

不正行為

追試験

麗苅黄

期蒋鵡責は学邦職了時に実施される拭科目によってlお蕎難塁了時に覇宙する。受

験劃告は「珂帯及び蹴嘉平価の苅象等に関する申L右わぜ」第4条 Oコ138劃め

に規定されている通り、 3分の2比比¢出席をしていることカ潤牛となります。欠

席力容し鴫合、費実できません見時鵡鯛聞は1週間予定されますが、教務課から

試富貴重官国力ヰ弓示されるので、掲示板等百雷i更して受験して下さしL試験事鞍台20分を

超えての入皇室は認められません。月蔓佑をして'~j構擦を受けられなかったJ、Ið鵡黄白を

忘れてい日など倒里由で訊験を受けなかった揚合、追5鵡賠受けることはできませ
ん。ま巳試験を受けなかった揚合Iet.単位は読健されないので、再履修することに

なります。

賜ミ繍鰐の受脚割こl志、学金主匹倒是示力1必要となります。学生証は;常に梼帯い
脳割引こは提示できるようにしましょう。万力し朝三証を忘れだ揚合Iet.主主謹で受

瞬伺証(剤叫・当日ιめ有効)を時ラしてもらし凌験することができます。また、
調鮭甥lこはかl設両大きな樟捌お寺ち込むことができないだ臥試験に脳寝な陶以
州etロッカーに入れて捕鎚討勇lこ入ります。 5鵡剣苦習や途中で町屋出については試
験監督¢指示に従って下さしL

1花開こついては稲調と開問髄セx7..9-晴氏し1詮
て研ヰ自の脚鷺平価が町司」とされます。

追剖験!立、予定されていた期末詞験がやむをえない理由で受験できなかった揚合

CP120人間健康艶闇雲繍鵠8条観私語腫等の発行をすることにより誠貴

を受けること力?できます。 i自捕鯨日象者Iet.病気(盟耽境術書カ悩島、忌引き(証
鴫動悩島、克醐謁等獄盛正・運休(証曜勤勉E、大学力宅起めた拙瀧搬料室
1m式合で受験できなかった学生です。追試験を希望する揚自et.教務理にi重論告は輔
さをと忍必要力濁ります。

卒業開込み者が2科目凶羽の単位不足で卒業できない揚合、需諸費を受けることが
できます (P121人間健康持E履修期鏡9条観帯。面撤を受けること力?できる

の凶以下の揚合I~.畏ります。

4年次のヨ再生
前セメスター終了時点で104単i回以上の単位を封鎖号していること
. 覇雲セメスターに履修しA 不合格になった科目

・ 該当科目江出席が2/3~止を澗三していること

2科目以内
上~a刀条件を満たし、麗鵡矩希望する場合l本そo)j受業科目制旦当教員伺翻を

待て、帯鵡籍年司願(矧刷業式2)を期閥ISlに霊話料 (1科目4α刃円〉と共に教

務課に提出す忍必要があります。

語講蜘日間ま、そ制限、掲示するので各自酷起しましょう。

麗鵡煎評価は80点満点です。
注1)なまえ E喋援を希望する科目担当者胡開臨都市町場合や、員崩事織を実施し

なし糊自につし1てIet.語講経費包しない場合力濁る。

j主2)7セメスターの釧苦手ヰ日常糧問削努ヰ目は麗噸の対象とならなしL
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女レポートの提出

レポート、

タームペーパー

レポート提仕ゆ

注意事項

レポート・タームペーパー〈翼腕ミレポート〕は作文と遣しk以下の内容力管まれて

い@必要力濁ります。

(1)伺ら力、の「首題Jを提起している。

(2)問題に対して日里由」を示しながら、論理的1こ「解答」している。

(3)理由を裏伺けるために「詔舶を提示している

詳しくはア力デミックライティングでd5制します。

授業の途中や期末試験制tわりにレポートやタームペーパーの提出が求められる
揚合力濁ります。レポートやタームペーパー叫患封市却ま割受業で示されます。レポ

ートを提出するとき間以下の注意事項を守りましょう

(1 ) 輔氏をつける

名桜大学のレポート表細こ!lli軍事項を記入し百是臼しましよう。

「レポート表紙Jのファイ)[Ae!:名桜大学のHP>学内者専用サイト>事熔若
課にあります。

臼受領正ι癌習
レポートを提出υだ証明になりますので、必ず受け取って保管レてあき
しよう。

名桜大朝霞宣ι潤日江主iタ同場合、望者罵固まありませんが、提出したことを
E醐できるようにしておくと、トラブル力浮世LAe1話役立ちます。
メールにて提出しだ揚合は、担当教員からι漂E領メーJレが届いてはじめ
て提出したことになります。受領メールが届かない場合は、担当教員に確

認を行凶ましょう。

(3) 提世田目限を守る

レポートの蝿封期間ま必す守りましょう。

締め切りの直ぎたレポートは対幅な滅者、最悪の揚合には受け取っても

られないこともあります。

レポート提出揃捌り日力tあらかじめぷ欠席となる揚合leI:..締め切り目
前に提出して下さし¥0i次席を理由にレポート明憲劫渇れるというの
は理由にはなりません。

(4) 票闘*cひょうせつ〉行為を行わない
提出されたレポートの文章におも1て、引用の藷日なくコピーをして用い

ること、他人のレポートを写して作成することは票鹿桁為になります。そ

の場合、提出されたレポートの得点はO点となります。開こ期蒋式験の代

わりのレポートの場合、票府信為は不正行為と見なされますので、5鵡買で
ι河ヨE行為と同様に懲言問苅象になります。

*票臨とl志他人ι潜{特徴bその4陪、適切なヨ聞を行わず、自分江潜{特肺その一部と
して用いること。「他人江濫作物J口eI:..友人のレポート、インターネット上の文章・プ

ログラムなどち含まれる他人のレポートを写す・他人にレポートを写させる・他人のレ

ポートを書く・他人!こレポートを書かせる等制ラ為も票|脇仁当だります。
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大単位の認定

単位¢嵐陸

成績評価への

疑義力寝沼場合

成轍刀確認・管理

葺着した科目の単回eI:..シラパスに明示されている通り評価され科目責{壬者によっ

て菰世れます。 59点以下の耳滋賀ま不可となり、 60点以上の蹴演をE掃してはじ

めて「認定されたjということになります CP8開面につし1て、成績割面とGPA参
日給。

シラパスには出席点という項目力ないように、擾業に出席しているだけでは割面

劇まありません。さらに、全授業を出席したからといって、 E焔鷺朝田頁自の点獄カヰ恵

けれj式、当然単位悶=認定(不可)Jとなります。

蹴顛は毎学崎署了後に拐第勅、ら送位される繍責表の見方は次ページ参照〕と

ともに、 web上からち酷震できます。また、前提条件を詞7ている科日本該当す
る科目の単位を腕号できなかった揚合、閣参できないので注意しぷしよう。

朝リ上、 8セメスターの学生を除いて膏撒僻瞳はありません不可になった揚

合、ちうー麗鵡実をしてくれるだろうとか、レポートを提出すれば単位を収得するこ

とができるのではと、「何とかなる」と考える学生も多いです拭一度不司になった

揚合、決して「伺とかなる」ということはありませんので留意下さしL

認定され疋脚責について疑問力濁る揚;;31e1:..1.蹴責に関する問い討フせ」をすること

力?できます。指定された蹄聞こ~痩事頁を記入い鵠躍に提出します。そ制民ど

のように疑義力濁るのか具{柏に詰問ると教員ち答えやすいです(例えはレポー

ト倒号訴訓司点であった、真腕ミ試閥d:何点ぐらし酒5I.h1E:ι官、う等〕。
問い合わせに対しては担当教員から書面によって回答力濁り、教務課からそ倒回

答を受け取ります。事蝿ι粗答になお羽田力濁る揚合leI:..悶司自申し立て」をすること
力?できます。「鵬童に関する聞い甜っせ」や町服申し立て」に1関する手続きは鞠第果
て対応します。不服に関する申し立てに苅しては学長を委員長とす奇聞亭告義にお

いて公平に審議されます。

単fr草認定に疑問を感じたら、ますゼミの先生やクラス担当の先生に相談しましょ
う。そ明彦栗、申請を行う揚合leI:..決められだ期間に自分で申請す⑤必要があります。

大学では、脚貴明麓認・軍軍d:学生白昼力惰います。クラ刃E当やゼミ担当はあく

までも成績のチェックや助言を日1ます拭覇冬眠彊任者カ淳生自身です。したが

って、履修計画にLt1e力、I{，¥必慨ヰ目制錦ヤ桝田区分の単位数倒調応用ま各自で
措窪すること摘められます。

癌午・資格1151.1得を希望している揚合、指定され疋科目を断号しなけれleh卒業ばで
きてち鯖午・資格断動?できなし輝台力濁るのて3主意しましょう。まだ、卒業要件は
入学v1三年度の朝仏轄曜慨見定!こLt1eがうことも留意しておきましょう。
断専Ltl三科目、単位甑閣国志誰か力汁的りに行うものではないので、自分で責
任を持って観望して下さい。

町、
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女成績表の見方
学業脚質重責曙(成績器 l本前・後期ごとに、そ明日の成績とそれまでの閥責を累積して表示したもの力溌

行されます。 4468ペー況潮目区分の表のうち、闘賞教育科目】、[事P笠苗轍言問目】、【専門教育科目】
ごとiζ さらにその中ι熔田区分ごとに脚勧濁ってし1ます。

10鋼立以と

14単立以と

9単阻止と

13鋼百以上

13銅立以上

~ :::!:::!"l!eoIllD/EfJtJl 
与ヲ何通fUi1定tlt;，μOn'_
さヨ æ{.;t;t;崎議漢語~ZYø
三ヨ属機説...  t}/i!{.;'C 
三ヨ μぐ。12員..-，."

3単i

129 .. 樹立以上

勝己

4
 
っ“

区分

朝
邑
青
雲
胃

8命題官教芯恕朗華)

卒事嵩口出雲抵当闘立

8単位以上

2単目立以と

2単位!止と

2鋼宣以と

2単目立以と

4哨rm.u:

名桜大学
学長 山屋

町一

o一O
一2
一2
一2
一2
一2
一2
一2
一o-o一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一叫

リ一

8
一2
一O
一O
一O
一2
一O
一O
一O
一2
一ね一件一
9
一
三
一
6
一6
一6
5

3
一官一
3
一市

2016年3月14"

科目区分

7ヲ力デミックスキル科目

ライフデザイン科目

思想と論理科目

沖縄理解科 B

健康・スポーツ科目

外国語科目

国際理解

人文科学

社会科学

自然科学

人間の理解

健康の理解

環境の理解

基礎看護

成人看護

母性看護

小児看護

高齢者看護

精紳看護

在宅看護

総合看護

公衆衛生看護

聾な単位

拘置コ7璃目

共通濁R

曹扮野I

す扮野E

科国学
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| 教養教育について

(1 )教養教育の概要

国際化・グローバル化さらに大学入学のユニバーサル化(希望する者全てが大学に入学できる〕時代

を迎えだ今回、専門性のみ強調する大学教育から脱却するために、本学では「平和・自由・進歩」とい

う建学の精神と「国際性豊かな人材の育成」という教育理怠に基づき、「名桜大学型リベラルアーツ」を

構築することになった。

リベラルアーツの基本理念は、人間のI~'を解放し、 I~'を自由にすることによって円満な人格形成をす

ることにある。 I~'を広く解放し、人文・社会・自然科学を幅広く学ぶことによって、学問分野の広い視

点から{府瞭的にものを見ることのできる人材育成を目指す。リベラルアーツでもっとも強調されるのは、

批判的な読書であり、批判的な思警であり、論理的な思考と論理的な判断である。さらには、文学や宗

教など人文科学を学ぶことにより、感性を磨き、価値観、倫理観や人生観を確立できる。知性と感性の

バランスこそ円満な人格にとって不司欠である。

本学では、このような「名桜大学型リベラルアーツJに基づく教養教育の理念を確立し、それに基づ

いて教養教育の力リキュラムを構築し、学生諸君に提供することになった。

1)1学15iスキル」を獲得、幅広し明日選択が可能

基礎的能力に加え、時代の変化に対応できる問題解決能力を備えた人材を育成するために、国際学群

と人間健康学部に所属する全学生を対象とした教養教育力リキュラムを構築した。特に、批判的思考及

び論理的思考などの「学ぶスキル」を獲得するために、ア力デミックスキル科目を必修科目として1年

次に設定し、知性と感性のバランスが保たれるように幅広い科目(共通コア5科目区分25科目、共通

選択5科目区分55科目)を設定した。

2)少人数教育体制の利点を最大限活用

問題発男・解決能力と優れたコミュニケーション能力、さらには学生の学15i意欲を引き出レ、自ら学

ぶ力を身につけさせるための教育方法として、チーム・ティーチング、学生主体の参画型教育・学習を

積極的に導入した。大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学J5iだめの基礎的なスキルを修

得することを目標としている「教養演習 lJi教養演習IIJ 1コンビュータ・リテラシーJ1ア力デミック

ライティング1Jでは、少人数教育を基本とし、かつ複数の科目担当者を配置する「チーム・ティーチ

ング」を導入した。また、「教養演習 1J 1教費演習IIJでは、学生主体による問題設定、情報収集、資

料作成、発表会におけるディス力ッション等を通した積極的学習を実践し、「学生主体の参画型教育・学

習Jを実現した。

3)学生自らが社会人としての招来を構想し、実現できるキャリア形成

学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の生活設計を}苗き、実現するた

めに必要な知識や方法を修得する「ライフデザイン科目区分」を設定した。学長が自ら担当する「大学

と人生J(1年次)は全学生の必修科目として配置しだ。さらに、教養教育や専門教育、キャリアガイダ

ンス等のキャリア形成にかかわる教育プログラムの刻率性と刻果性を議論する揚として、全学的な連絡

調整会議が行われている。
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(2)教賞教育の目標と科目区分紹介
【教養教育の目標】教養教育科目は、自由な発想のもと、批判的・論理的に思考し分析して、術轍的

に問題を解決する能力を倍うとともに、知性と感性のバランスのとれた円満な人

格を備えた国際的教養人を育成することを目標とする。

【教養教育の体系】教養教育のそれぞれの科目区分は、本学の建学の精神ならびに教育目標に基づき、

次の通り体系化されている。

名
桜
大
学

ミックスキル科目は、大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための基礎
ととを目標とする。

ン科目は、学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の
、実現するために必要な知識や方法を修得することを目標とする。

日は、グローパル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や考えを理解し、

ることを目標とする。

目は、人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感性のパ
円満な人格を形成する上で必要な知識を身につけることを目標とする。

目は、様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員であることの自覚と責任感
く力を酒養するととを目標とする。

自然科学科目は、自然や物の成り立ちについて理解し、論理的に思考する能力を身につけるとと
もに、情報化する社会に参画する知識を養うことを目標とする。
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【共通コア科目の目標】共通コア科目は、大学で学ぶことの意義について考えるとともに、市民的生

活のために必要となる基盤を形成することを目標とする。

-アカデミックスキル科目の目標と科目

[目標】アカデミックスキル科目は、大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶため

の基礎的なスキルを修得することを目標とする。

【科目】教養演習 1/教養演習II/コンビュータ・リテラシー/ア力デミックライティング1/

ア力デミックライティングII/アカデミックスキル特別講義

授業紹介① 「教麓演習 IJr教養演習 IIJ
教養演習は、これまで名桜大学が培ってきた教育方法を男直し、大学生としての学びの統合を図るた

め、さらに名桜大生としての資質の向上を視野仁、新たに全学の共通必須科目として位置づけられた科

目です。

教養演習は、教養教育のコ?となる科目であり、大学生に必要な豊かな教養と、専門教育の学習を支

える幅広しl知識の獲得や人格の形成を図るためのアカデミックスキルズの獲得を巴標としています。

具体的な学習は、「教養演習IJでは、大学における履修についてのガイダンスをはじめ、テキストを

使用して大学での受講の方法や学ぶことの意義、健康な生活の維持など、ディス力ッションを通して学

びます。「教養演習IIJでは、これまで修得した知識や学びを活用して、幅広し1分野からテーマを設定し、

情報の収集、整理・まとめるというプロセスを通してレポートを作成します。論理力、批判力、統合力

の育成、さらに成果発表を通してプレゼンテーションスキルの修得を図ります。

侵業は少人数グループ学習(ゼミワーク)を基本とし、学習者が主体となれる教育方法を取り入れま

す。また、ディス力ッションを通して学生聞の交流、人的ネットワークの構築を目指します。さらに、

個別の学習支援、指導を行うことにより、自己の目標を明確にし、将来の人生設計を視野に入れた充実

した大学生活が送れるための学びを進めます。

綬業紹介② 「アカデミックライティング1J 

大学では、様々な分野の専門書を読み、その内容をまとめ、自分の意見を書くことが求められま

す。また、アンケートや聞きとり調査などで得た事実や知識等を根拠に基づいて論理的・科学的にま

とめることが求められます。そこで「アカデミックライティング1Jでは、レポートを作成する際に

必要な基礎的能力(検索力・引用力・読解力・分析力・文章作成力)を身につけます。

側えば、図書館やインターネット検索を利用し、レポートを書くために的確な情報を集め、整理す

る力をつけることが必要です。まだ、レポートのテーマや課題の目的を読みとり、課題を分析する力

をつけることち必要です。そして、レポートを書くうえでの基本的なルール(出典の表記法、参考文献

の表記法・スタイル)を皐につけ、読む人にとってわかりやすく、根拠に基づいた、説得力のあるレポ

ートを書く能力を身につけることも必要です。作文ではなく、レポートを書く力を身につけましょ

つ。
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授業紹介③ 「コンピュータ・リテラシー」

「リテラシーJとは読み書き能力のこと。現代社会ではコンビュータの操作能力は読み書き能力と

同じように必要なちのとなっていますo 大学生活においても同様です。情報を集め、データを分析

レ、わかりやすい資料を作る、という作業にはパソコンを使います。スムーズに大学生活をスター卜

するには、入学したらまずパソコンを使いこなせるようになることが大切です。

名桜大学のアカデミックスキル科目「コンビュータ・リテラシー」では、 1年次の前期、学生生活

に必要なパソコンの操作方法を学びます。具体的には、ワードプロセッサ、表計算、プレゼンテーシ

ヨンソフト、電子メール、学内SNS(学内専用のコミュニケーションサイト)の使い方を習得しま

す。

また、ネット社会において適切な情報活用・発信能力を習得することを目的として、インターネッ

トを利用した情報模索と情報発信の方法とマナー(著作権・ネチケット)について学びます。

-ライフデザイン科目の目標と科目

【呂標】ライフデザイン科呂は、学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、

生涯の生活設計を描き、実現するために必要な知識や方法を修得することを目標とする。

【科目】大学と人生/ライフデザイン特別講義/キャリアデザイン/プロジェクト学習

授業紹介④ 「大学と人生」

本学は、平和・自由・進歩の三本柱を建学の精神とし、国際舞台で活躍できる人材の育成を教育の

理怠として掲げて関学しました。この基本精神と基本理怠を学生に周知徹底し、本学の学生としての

アイデンティティを確立するためには、学長担当の講義を提供する必要があるとして、「大学と人生」

と題する科目を全学必修とレて開設することにしました。そのためには本学の誕生のみならず、圏内

外の大学の生成発展の歴史を概観し、大学教育の果たしてきた役割について論じ、大学生としての自

覚と使命を認識してちらうことが必要です。

具体的には、社会で活躍している人生経験およひ国際性豊かな先輩をお沼きし、自分が受けた大学

教育とその後の人生との関りについて講義してもらい、学生にどのような学生生活を送るべきか、ま

たどのような人生を送るべきかについて深く考えてもらう機会をもってもらうことを目指レていま

す。

薗思想と論理科目の目標と科目

[目標】思想と論理科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、批判的・論理的に思考し分析レ

て、 1府服的に問題を解決する能力を培うことを目標とする。

[科目】人間と環境/生命と倫理/科学入門/論理学/現代思想/思想と論理特別講義

掴沖縄理解科目の目標と科目

【目標]沖縄理解科目は、自らが生活する沖縄の歴史、文化、社会、自然を理解し、国際人として

情報を発信できる能力を養うことを目標とする。

【科目]沖縄学/沖縄の自然/沖縄の言語/沖縄理解特別講義
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-健康スポーツ科目の目標と科巴

【目標]健康スポーツ科目は、健康~体力を増進するだめの健康科学に関する知識やその実践能力

を獲得し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の青成を目標とす

る。

【科目】体育実技 1/体育実技II/健康・スポーツ科学/健康スポーツ特別講義/

健康スポーツ特別実技

-E亘書目壇l毘剖呈・・

【共通選択科目の目標】共通選択科目は、ひとつの視点にとらわれることなく、人間容在の成り立ち

を基本から者察し、平和の価値についての理解を深め、目的実現のために主

体的に行動し、国際化社会の中で問題解決能力を養うことを目標とする。

-外国語科目の目標と科目

[目標】外国語科目は、グローバル化する社会の中で、外国語を理解し、異文化理解やコミュニケ

ーション能力を身につけ情報を発信できる基礎的な学力の修得を目標とする。

[科目】ベーシック・イングリッシユ/イングリッシュ・コミュニケーション/ドイツ語1/

ドイツ語II/フランス語1/フランス語II/スペイン語1/スペイン語II/

ポルトガル語1/ポルトガル語II/中国語1/中国語II/韓国語1/韓国語II/

タイ語1/タイ語II/外国語特別講義1/外国語特別講義II/]フ力デミック英語基礎/

プラクティ力ル・イングリッシュ 1/プラクテイカル・イングリッシュ II/

ビジネス英語 1/ビジネス英語E

慢業紹介⑤ 「ベーシック・イングリッシュ」

「ベーシック・イングリッシュ」は1年次!l?JI修外国語科目で、英語を運用する「イングリッシュ・

コミュニケーション」科目とは異なり、次の教育目標を持ちます。レベルに応じて言語使用の揚面で

の目的を達成する文法や頻度の高い語集を学習します。さらに、意味の区切れを理解し、英語の音声

の特性に合った基本的な音読ができるようになります。異文化理解や、理解する喜び、積極的な参

加、英語の有用性などを理解することにより自立した英語学習者になることを目標としています。

本学における「ベーシック・イングリッシュ」は、プレイスメントテストにより習熟度クラス分け

を行い、全学(国際学群、スポーツ健康学科、看護学科〉で共通のテキストを使用します。共通の指

導体制として、文法のクイズをレベル別に全クラスで実施し、形成的評価を重視します。英語の専任

教員と非常勤教員が定期的に会合を聞き、カリキュラムや学生指導の把握を常に行っています。

・国際理解科目の目標と科目

【目標】国際理解科目は、グローバル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や蓄えを理解し、

主体的に行動できる資質を身につけることを目標とする。

[科目】国際学入門/巽文化接触論/国際社会と日本/人権と平和/国際コミュニケーション論/

海外スタディツアー/国際理解特別講義
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-人文科学科目の目標と科目

[目標]人文科学科目は、人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感

性のバランスのとれた円満な人揺を形成する上で必要な知識を身につけることを目標とす

る。

【科目】音楽の歴史と鑑賞/美術の歴史と鑑賞/哲学/山理学/歴史学/教育学/

ヒューマンケアリング/文学/人文科学特別講義

-社会科学科目の目標と科目

【目標】社会科学科目は、様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員であることの自覚と

責任感を持ち生きていく力をj函養することを目標とする。

【科目】法学/憲法/政治学/経済学/経営学/社会学/人文地理学/社会科学特別講義

-自然科学科目の目標と科目

[目標】自然科学科目は、自然や物の成り立ちについて理解し、論理的に思考する能力を身につけ

るとともに、情報化する社会に参画する知識を養うことを目標とする。

【科目】数学/統計学/物理学/化学/生物学/地学/情報科学と社会/自然科学特別講義

(3)敦賀教育科目の概要

教麓教育科目

科目区分 慢業科目名 講義等の内容

教養演習I この授業科目は、本学における学習者としての基本的なI~\がまえや学習方

法、教職員閏・学生聞の人的ネットワークを構築することを目的とする。大学

において学ぶとは何かを探求するとともにアカデミックスキルズの獲得を

図る。ディス力ッシヨンでの侵業をすすめるため少人数グループ学習を導入

し、個別の学習支援、指導を行う。また、成果発表を通してブレゼンテーシ

ョンスキルの修得を図るための学習をすすめる。

7フ 教費演習E この慢業科目は、教養演習Iや7フ刀デミックフイティング、コンピュータ・

共通
力
フー リテラシ一等で修得した知識や技術をもとに、書籍や文献を詳読し、レポー
o2 

コ ツ 卜を作成する。本演習では、幅広い知識から一つのテーマをより深めるといア
科 ク う学習方法を身につける。少人数グループ学習を基本とし、論理力、批判力、ス自
キ
Jレ 統合力の育成、さらに成果発表を遇してプレゼンテーションスキルの修得を

図るための学習をすすめる。

コンビュータ・ 品度情報化社会で不可欠なコンビュータの基本操作について学ぶ。具体的

リテラシー には、ワードプロセッサ、表計算、プレゼンテーションソフト、電子メール、

学内SNSの使い方を習得する。また、ネット社会において適切な情報活用・

発信能力を習得することを目的とし、インターネットを利用した情報検索と

情報発信の方法と作法(著作権・ネチケット〉について学15¥0

ハ
リ
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科目区分 授業科目名 講義等の内容

アカデミック 大学では、専門書やフィールドワークなどで得た事実や知識、概怠を根拠

ライティングI に基づいて論理的・科学的にまとめることが要求される。そのためには多様

な情報源から必要である的確な情報・知識を、論旨をふまえて取姶選択する

カア
能力が必要不可欠となる。そこで本講義をとおしてア力デミックライティン

ゲに必要な基礎的能力を身につける。
T 
~ アカァミック この授業科目では、論文作成の基礎的能力の獲得を目指したア力デミック
ツ

ク ライティングE ライティングIを受け、より応用可能なライティング技能の獲得を目的とす
ス

る。文献研究と実証研究の性質の差を理解しつつ、テーマ選択の方法、情報キ
lレ

収集及びその整理法、また資料の読解法を学15¥0学生個々の興昧に添った論

文作成の手順の習得を目指す。

ア力ァミックスキル 大学生活に適応し、学習意欲を向上させ、主体的に学ぶための基礎的なス

特別講義 キルを修得することを目的にアカデミックスキル特別講義を開設する。

大学と人生 世界のグローバル化が進む中、大学の位置づけも変化しつつある。諸外国

を含めた大学の歴史的・文化的な変遷を踏まえたよで、日本の大学の現状と

課題を整理し、地域社会における大学の使命と役割を展望する。その際、名

桜大学の建学の理念、および教育目標について理解を深める。さらに先人の人

共
生開拓の歩みから学び、自らの人生と社会的な役割について考え、名桜大学通

コ 生として学ぶ意識を高めることをめざす。y 
科 ライフデザイン 学生が主体性と創造性を持ち、大学で学ぶことの意義を理解し、生涯の生
目

つ
特別講義 活設計を指き、実現するために必要な知識や方法を修得することを目的にラ

イ イフデザイン特別講義を開設する。
フ
キャリアデザイン 「キャリア」という言葉を理解した上で、卒業後の進路や卒業選択に向けアザ

イ だ社会認識・自己分析を積極的に行い、キャリアを意識した学習活動、学生|
ン

生活、人生設計の大切さを理解し、実践する。さらに社会が求めるコミユ二

ケーション力など実践的なスキルの必要性や現在の日本の労働環境と労働

者の権利・義務などへの理解ち深める。

プロジェクト学習 本?受業では、学生自らが地域社会に根差した課題・問題を解決していく中

で、生活設計に必要な主体性、創造性、計画性を獲得することを目指す。そ

のため、この侵業では正解のある課題は与えられない。専攻や学科の壁を超

えて集まった学生だちが、チームワークを発揮しながら、モノづくり、シス

テムづくりなどの解決策を提案する。

思想と

人間と環境 様々な環境問題を生み出してきた社会のあり方や価値観について解説す

る。これらを通して、我々人間の本質の一面と我l司が置かれている状況に関

6理岡 する理解をちたらし、人間の意識や行動のあり方について考察する意思と能

力を養う。
L 

'
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科目区分 侵業科目名 講義等の内容

生命と倫理 この度業科目では、生命にかかわる倫理的諸問題を理解し、問題の所在を

多面的に検討することを遇して、最終的には健康科学・医療福祉に携わる者

となった場合、あるいは一社会人として倫理的価値判断を行うことのできる

見識を身につける。

科学入門 この侵業科目は、普遍的な法則を見つけ出し、明瞭な思考の道筋を立て、

自分で考え・判断する姿勢を養うとともに、科学的な手法としての理論的な

考え方を紹介し、科学の苅象を明らかにしながら、各テーマに苅しての真偽

(真理)の決定(探求〕までのプロセスを学ぶ。

思想と

論理学 科学とは共通理解の事柄から未知の世界を共通の方法で論理的に考え、新

しい法則や真理を発見する知的作用である。学聞を探究する大学において、

E高 また、実社会においても、論理的な思考・発想、および説明を訓練すること

理 は大学の侵業・報告・論文作成には欠かせない。本講義では、論理的思考に

ついて形式論理学を中山に学15¥0

現代思想 本慢業では、現代社会において生じている問題を、思想家・哲学者の考え

を参考にみていく。その過程を通レて、自身の見解に苅し、批判的かつ論理

的に思考する力を身につけることが目的とされる。本海業は、講義形式での

提供となる。

思想と論理特別講義 ひとつの視点にとらわれることなく、批判的~論理的に思考し分析して、

共通
備眼的に問題を解決する能力を賠うことを目的!こ思想と論理特別講義を開|

コ
設する。

ア
沖縄学科 ーする四一部ど!こついて一一l

目
門家を招I害して講義が展開される。沖縄について総合的かつ多角的な視点に

たち学ぶこと仁よって、地域の独自性と普遍性がどのように形成され、また

現在の沖縄の有り僚とどのように関連しているかを学ぶことを目的とする。

この侵業科目を通じて、学生は国際教養人の尺度の基盤を形成することがで

きる。

沖縄の自然 沖縄の自然は、その地理的位置と地史および島峨性から、さまざまな特徴

を有し、それが「おきなわ」の風土と人々の気質を育んできた。「おきなわ」

沖縄理解

を理解するには、その背景である自然の特徴と現状を深く理解することが育

益である。その上で、工コツーリズムの望ましい形での発展が必要であるo

この疫業科目では、以上を怠頭におき、主に生物と生物群集を対象にレてj中|
縄の自然を解説し共に考えるロ

沖縄の言語 この隠業科目では、身近すぎて普段はほとんど意識しない沖縄の言語の中

にあるルールについて概説し理解を深める。さらに、沖縄の言語を通して見|

えてくるものの見方、考え方について言語学の面から検討する。その結果、

方言が単なる風変わりな珍奇なことばではなく、その地域の文化・社会を色|

濃く映したとても貴重で大切な継承発展させていくべき文化であることの

理解ち深める。

沖縄理解特別講義 自らが生活する沖縄の歴史、文化、社会、白然を理解し、国際人として情

報を発信できる能力を養うことを目的に沖縄理解特別講義を開設する。

ヮ“qa 



科目区分 便業科目名 講義等の内容

体育実技I この侵業科目は、スポーツの持つ楽しさや達成感を昧わいながら、ラケッ

卜型スポーツやアクア工クササイズを通してのコミュニケーションと仲間

づくりを目標としている。さらに、運動の大切さや効果を認識することで、

生涯スポーツとしての意識を養う。

体育実技E この損業科目は、チーム型スポーツを通して、体力やコニュ二ケーション

能力を向上させることを目標とする。さらに、個人練習、チーム練習、ゲー

ム等を通じて、純粋にスポーツを楽しみながら、仲間との協応性を高めてい

く。

震 健康・スポーツ科学 現代における社会環境の愛化として、少子晶齢化、自由時間の増大、労働

スポ 環境のオートメーシヨジ化とコンビュータ化、運動不足、過食や偏食などが

ある。これら健康の維持・溜進を脅かす諸問題に対処するため、自らの身体
ツ

に興味を持ち、健康やスポーツについて科学的に理解できるよう「体力Jr運

動Jr健康」の各分野からアプローチし解説する。

健康スポーツ 健康~体力を増進するための健康科学に関する知識やその実践能力を獲

特別講義 得し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を日

的として健康スポーツ特別講義を開設する。

健康スポーツ 健康~体力を僧進するための健康科学に関する知識やその実践能力を獲

特別実技 得し、精神的及び身体的にバランスのとれた人間性を有する人材の育成を目

的とレて健康スポーツ特別実技を開設する。

ベーシック・ 学習者のレベルに応じて、実際の使用揚面に配慮しながら、言語使用の機

インクホリッシユ 能の達成を考慮した文法や、頻度の高い語棄を学習する。意昧の区切りを理

解し、英語の音声の特性にあった音読ができるよう!こなる。英語で講義を理

解したり、メモと取ったりするリスニングの基礎力と英語で専門書や説明書

等を読解するリーディング力の基礎を震う。異文化理解や、理解する喜び、

積極的な参加、英語の有用性などを理解し、生涯、英語を学習し続ける自立

した英語学習者になる態度を養う。

外国語
イングリッシュ・ 学習者のレベルに応じて、実際の言語使用場面に配慮しなら、言語使用の

コミコ二ケーション 機能の達成を考慮しながら、語嚢や文j去、英語独特の音声体系の習得に基づ

いて口頭コミュニケーション能力と英作文を学習する。特に、論文やグルー

プディス力ッション等を英語でプレゼンテーションできる口頭コミュ二ケ

ーション能力の基礎を養う。さらに、論文の要約や口頭プレゼンテーション

のアウトライン等を英語で書く英作文の基礎を賛う。異文化理解のみなら

す、自国や身近な地域の情報を発信でき、積極的にコミュニケーシヨンスト

ラテジーを用いて意思疎通を図り、生涯、英語を学習し続ける自立した英語

学習者になる態度を養う。
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科目区分 侵業科目名 講義等の内窓

ドイツ語I ドイツ語の綴りと発音、基本的文構造について、すぐにでも使えるような

会話表現を通レて説明し、徹底的な口頭練習を取り入れて熟達させる。また、

ドイツ事情を話レながら、ドイツ語の単語を紹介していく。これは、文化を

教えることで、その言語にさらに親しみを持ってもらうためである。伺かを

説明する際には、できるだけ身近な外国語である英語を愈頭に置き、珂言語

を比較・対照することによって、ドイツ語の像をよりはっきりさせる。

ドイツ語E ドイツの歴史や地理、人々の生活についての全般的な知識も学ぶ。またド

イツ語を積極的に発音する練習をし、ドイツ語に慣れていく。

フランス語I フランス語の初Is¥者を対象とする。アルファベットと発音の基礎から学

び、当言語を理解するために必要な文法事I頁を解説していくと共に、反復練

習を行う。またフランスやフランス語圏の文化・芸術・音楽の紹介、映画鑑

賞等を予定している。

フランス語E AV機器を活用しながら、《聞く・話す》の習熟をはかる、外国語としての

フランス語。日本語や英語との異同・文化背景の相違に着目する。

共 スペイン語I 講義は初Is¥者を対象とし、その実施に向けては、一般動詞の導入までを学

通選択科 外国語
習の達成目標にかかげる。侵業計画には、アルファベットの読み方、単語を

音節に分ける方法、アクセントの位置に関する法則、冠詞を含めた形容詞、

日 SER動詞と ESTAR動詞の使い分け、一般動詞の導入、といった学習項目

を盛り込み、受講生に対して外国語学習に不可欠な基本四技能の初歩的訓練

を行う。講義では、折に触れて、スペイン語を育んだイベリア半島の重層複

合文化の諸相について紹介する。

スペイン語E 講義はスペイン語Iを履修しだ学生を苅象に提供される。授業では、主と

して目的格人称代名詞、不規則動詞、 Gustar型動詞、数詞、天候表現、日

{寸の表現、感嘆表現、再帰動詞、命令形などについて学び、基本四技能のさ

らなる向上を促す。折々には、スペイン語|と同様に、イベリア半島の重層

複合文化の魅力|こついて紹介する。

ポルトガル語I 現在、地球上の約6、500語あると言われる言語の中で、ポルトガル語は

「母国語としての人数」からすると世界で第6番目の言語である。これはロ

シア語(第7番目〉、ドイツ語〈第9番目〉それにフランス語(第 13番目〉

と比べてみても以外と多く、 11意7、000万人のスピーカーを持つ。この話

し手の内、そのほとんどは南米ブラジルのポルトガル語を母語とするブラジ

ル人である。ポルトガル語|では、会話を中山にスキットを交えながらブラ

ジルで日常良く使われる表現を用い、ポルトガル語の発音の特徴である鼻母

音の発音に注意しながら進めていく。
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科目区分 授業科目名 講義等の内容

ポルトガル語E ポルトガル語Eは、ポルトガル語Iの会話中山の侵業から文j去を重要視し

た媛業へと発展させていく。具体的には、 -ar，-er、一ir動詞の活用の説明か

ら始め、 ser、 estar動詞の愛化を解説する。また、時制の概愈では点過去

と線過去の遣いを理解させる。その後、未来の時制へと発展させ直説法まで

を視野に入れる。加えて、ブラジル事情にも言及し、ブラジルの5つの地域

を概説し力一二ヴァル、サッカーなどの国民統合にも寄与したブラジル文化

についてち説明したい。

中国語I 中国語入門の基礎である声調をしっかり練習する。次に発音練習に入って

いくが、中国語には日本語にはない発奮がいくつかあるので、それを単語・

文章の中に入れて練習する。中国語の発音は難しいとよく言われるが、それ

は日本語に荏在しない発音がよくあるからである。練醤を重ねることによっ

て、正しい中国語らレい発音ができるように訓練する。現代中国語の社会情

勢に苅しても興昧を持つように数回のレポートを課す。

中国語E ①「中国語IJでマスターした基本を更lこ一歩凹進させる。②「中国語IIJ

は、中国語検定準4級に合格することを呂標とする。「中国語IJで基本を

共 しっかりマスター出来ていれば、おちしろい程の進歩を実感するはずであ

択通選 外国語
る。ボキャブラリーを出来るだけ覚えて、短文の作文練習を重ねる。③前半

は「中国語検定準 4級」の過去問題 20回分を学，5'0④中国映画を鑑賞し l
科目

て、自然の会話の中から理解できる言葉を探し出す。

韓国語I 日本語母語話者が外国語として韓国語を学習するという視点に立ち、両言

語の共通点と相違点に注意しながら陵業を進める。主として文字と発音、防

詞の使い分け、名詞文の肯定形と否定形、疑問形などを学習し、韓国語の読

み書きは勿論、基礎的文章の構造が理解できる力を身につけることを目標と

する。

韓国語E 韓国語Iに引き続き、韓国語の基礎的文型の理解と文の組み以てに重点を

おいて侵業を進める。主に数司、用言の過去形や敬語形、否定形などの学習

を通じ、表現に幅を利かせながら韓国語の理解をさらに深めていく。かくし

て、語集力の増加とともに基礎的な日常会話ができるようなレベルを目指し

ていく。

タイ語I タイ語の音声組織、文法の原理、基本的な表現、表記j去を学，5i。タイ語は

複雑な音声組織を持ち、これまで触れてきた外国語とは全く異なる原理を持

つ言語である。今まで英語やフランス語などが修得出来なかっだ学生には特

に勧めたい。学習を通じて言語というシステムの多様性に気付いてもらいた

い。
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科目区分 援業科目名 講義等の内容

タイ語宜 タイ語の音声組織、文法の原理、基本的な表現、表記法を学/5¥0タイ語は

これまで触れてきだ外国語とは全く異なる原理を持つ言語である。タイ語I

で学習レた「発音、文法、表記、基本表現を修得している」ということを履

修の条件として、さらに表現を発展させ、その後、講読と作文を通じて表現

力の充実をめざす。

外国語特別講義I グローバル化する社会の中で、外国語を理解し、異文化理解やコミュニケ

ーション能力を身につけ情報を発信できる基礎的な学力の修得を目的とし

て外国語特別講義を開設する。

外国語特別講義E 「外国語特別講義 1Jの学習を発展する内容で、異文化理解に基づき、療/司

なトピックについて外国語で理解し、身近なことのみならず抽象的な考えや

情報ち外国語で発信できる能力や態度を易に着ける。

アカデミック 英語による講義で基礎的に必要なノートテイキングや専門文献読解、要旨

英語基礎 作成、簡単な口頭発表やグループディス力ッションなどを学習する。 3年次

や 4年次で取り組む卒業論文や専門書を英語で学習できる基礎的な知識や

能力を賛う。さらに、各専門分野に共通しだ英語論文の検索方法、 APAや

MLAなどの代表的な英語学術論文の基礎的な作成ルールの理解、英語圏の

共 大学における剰窃 (plagiarism) や批判的思考などについて学ぶ。

通選択科 外国語
プフクァイカル・ 近年、 TOEIC(Test of English for International Communication)に苅

イングリッシユ I する関I~\、必要性がますます高まっている。この授業ではその試験対策とし
目

て、学生のリスニング、リーディング、文法、さらにstrategies(方略)など

の力を伸ばしていきたい。 TOEICスコアーは 400点台(990点満点)の後

半を目指す。毎侵業毎に、ミ二模擬試験を行いTOEICの形式に慣れていく。

プラクティ力ル・ 実用英語技能英語検定試験2級の資格取得を目的とし、単語、熟語、英文

インク‘リッシユE 法、読解、リスニングトレーニングなどの語学向上を中山とした侵業を行う。

過去問題や、練習問題、 eラー二ングを遇して、総合的な英語能力を身につ

ける。

ビジネス英語I 将来の多篠なビジネスの揚で必要とされる最低限の英語力の育成を主眼

とする。職業の揚面は勿論のこと、大学院や海外の仕事揚での活躍を夢見て

いる学生にも必要な基礎である。社内や苅外的な事務処理などを含めてオフ

ィスで役立つ会話力と文章力を養うだめにリーディング、ライティング、リ

スニング、スピーキングの四技能に渡って学ぶ。

ビジネス英語E 英語の基礎学力の上に自分の選んだ仕事のシーンに即しだ最i!!i!必要限と

思われる英語のノウハウを身につける。国際ビジネスの実際的知識を身につ

ける。英語のリーディング、ライティング、リス三ング、スピーキングの四

技能に渡って学/5¥。さらに、専攻分野における英語力アップビジネスの揚!こ

限らず基本的読解力、文章表現力、音声的表現力、判断力を等しく青みたい。
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科目区分 ?受業科目名 講義等の内容

国際学入門 日本人の食料の約70%は海外からの輸入依杏しているように私たちの暮

らしは世界中の国々や人々との関係から成り立っている。しかし、その相

互関連性については、意識しなければなかなかなか分からない。この講座

では、私たちと世界との関係について、圏内の社会、政治、 j去、組織と国

際社会などの比較から考え、ますます関係が深まり、複雑化する現代社会

において国際人および専門科目への方向性を学ぶ。

異文化接触諭 異文化とは、「異なる分類体系を持つ文化」を意味する。異文化の理解には

異なる分類体系の理解が欠かせない。本講義では構造主義人類学の観点から

講義する。特に言葉と人間の関係について観光ではなかなか接することので

きない「深い観察」ができるように導く。構造主義の考え方は大学生が避け

ては通れない「思想の科学」であるのでぜひ挑戦してもらいたい。構造主義

人類学により現代のさまざまな問題に対し、新たな観点から問題の本質に接

近できる。

国際社会と日本 国際社会と日本の相E関係の歴史を学び、現在の国際問題に日本はどのよ

うに苅応しているか、また国際社会は日本に伺を期待しているかを考察す

る。明治維新とヨーロッパ外交、戦後の連合国占領と復興時の対米外交、国

共 連加盟と国際外交、戦後の対アジア外交などを内容とする。今後、自立外交

通選択科 理国際解
をいかに樹立するかを者察する。

人権と平和 18世紀後半に誕生した“人権"や、二度の大戦を経て培われた“平和.. I 
回 は、 21世紀の現在、時代や国家のあり方を越え、その普遍的価値を国際社

会に事有させるに至っている。しかし、“人権"保障や“平和"確保をめぐる

国内外の状況には依然厳しいものがあることも看過してはならない。本科目

は、わが国の内外で生じている“人権"や“平和"の問題を素材とし、徹底

的に“人権"と“平和"について真剣に考える機会とする。

国際コミュ二ケーシ 国際社会がボーダーレス、相互依寄の時代に入り、異国と異国の人々を理

ヨン論 解することは時代の要請になっている。その道具としての国際コミュ二ケー

ションを学15¥。コミュ二ケーションの理論、産業、実情、課題について学び、

電子コミュ二ケーションなど新しい手段の弊害を理解し、いかに活用するか

を学んでいく。

海外スタディツアー 海外の言語・文化、社会制度、産業等を理解するためには、現地を訪問す

ることが最も効果的である。本侵業では、主に海外経験の無い学生を対象lこ、

アジア地I惑を中山とした海外スタディツアーを行い、多様な価値観や考えを

理解し、海外でも主体的に行動ができる資質を身につける。

国際理解特別講義 グローバル化、情報化する社会の中で、多様な価値観や考えを理解し、主

体的に行動できる資質を身につけることを目的として国際理解特別講義を

開設する。
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科目区分 』受業科目名 講義等の内容

音楽の歴史と鑑賞 ただ単に音楽史のみを扱うのではなく、大きな波としての歴史のうねりと

変遷から説き起こし、社会の大枠が変わるから音楽ちそれにつれて変わらざ

るを得ないと言う事をよく理解して貰う。

そして、時代ごと、地域ごとに色々な音楽があり、箕れが又、時代の思潮

や哲学、価値観や生活と密接に繋がっていると言う事ち知って買う。

美術の歴史と鑑賞 芸術様式と文化的背景を学15¥。授業では、古代から現代までの芸術作晶を

通して、創造的意欲の源泉、創造物と文化との関わりについて理解を深めて

いく。受講生は、講義やスライド・ビデオを通レて多くの芸術家や彼らの作

呂にふれるだけではなく、芸術的経験を広げる為にも、自分で何らかの創作

をする。

哲学 数学、物理学、医学等はその名目uを聞いただけで、伺を研究する学問であ

るかは一目瞭然であるが「哲学Jはそうではない。その為「笛学は人生の役

に立つのか」という疑問が投げかけられる。しかし、我々は生きている中で

「生き甲斐のない人生は、意昧がないJI正義のためには死をもいとわない」

といったさまざまな考え方に出会う。そして「本当はどうなっているのか」

と気になり、考え始めたとき「哲学」は始まる。その為「哲学」は自らする

しかないのである。この講義は、過去の哲学者がそれらの問題をどのように

共 考えてきたかを紹介しながら学生自ら「哲学する」ことを学んでいく。

選通択 科学人文
山理学 行動科学としての山理学の知見を紹介する。 l山理学の研究法や基礎的な理

科
論に触れながら、現代の山理学が「こころJに関わる問題にどのように取り

目 組んでいるかをみていく。特に自己認知・発達・性格・記憶・学習・欲求な

ど「個人」をめぐる課題に焦点をあて、自己および他者理解を目指した学習

をおこなう。

歴史学 歴史のとらえ方を学び、現代文明の成り立ちについて深く理解すること

は、いかに生きるかを考える上で大いに役立つ。たんに過去の人物や事件の

紹介ではなく、人・物・環虜が有機的に関連し、歴史のドラマが繰り広げら

れてきたことを概観する。前半は様々なテーマを取り上げて、歴史を学ぶこ

との楽しみを知ってもらい、後半は東7フジアの歴史を海の視点から猫写レて

ゆく。

教育学 「教育」という営みを還し、人聞を「成長し続ける存在」として捉え、 E再

究していく。学校、地域、家庭、社会、産業などの領域において人聞が「成

長し続ける荏在」であるために必要な教育の理論や目的、指導方法などを学

び、 21世紀市民の教養としての「教育学」の在り方を考える。

ヒューマン この科目は、人聞が誕生してから死を迎えるまでどのように生きるのか、

ケアリング 大学生に人間の健康を考える揚を提供する。赤ちゃんの誕生から子どもの成

長発達、そして青年期の健康問題や職業生活での健康、家族の中における健

康、高齢者の生活や死を見つめて生きる終末期の人々への健康に刻するケア

の方法やケアリングについて学習する。

38 



科目区分 ?受業科目名 講義等の内容

文学 文学は、各時代の社会や文化を背景に生まれ、その時代あるいは時代を超

えて享受されてきた言語芸術である。文学からは人聞にとって根源的なテー

マを学び取ることができ、多様化が進む現代を生きる我々にこそ必要な学問

領域となる。また、真の国際的教養人となるには、日本〔人〕とは伺か、と

人文科学
いう聞いに自分なりの考えを提示でさることが要請される。この侵業では、

日本の古典から現代までの代表的な作昂を取り上げ、各作自がもっ時代性と

普遍性の内実を読み解く。

人文科学特別講義 人間と文化の歴史及び人間としてのあり方や生き方を理解し、知性と感性

のバランスのとれた円満な人格を形成する上で必要な知識を身につけるこ

とを目的に人文科学特別講義を開設する。

法学 日常生活に見受けられる法現象(例えば、新聞やテレビ等で取り上げられ

る法に関する話題等)を主たる素材として、我が国の主要な法制度に関する

基礎について学習する。具体的な講義内容としては、“法の一生(法の誕生か

ら消滅まで;立法過程・法執行(行政)過程・裁判制度)について"や、法の本

質やその解釈、様々な観点(公法・私法、圏内法・国際法、手続法・実体法等)

から分類しうる我が国の主たる法体系を概説する。

憲法 日常生活(特に沖縄)に男られる憲法現象(新聞やテレビで取り上げられる

憲法に関する話題)を主たる素材として、日本国憲法のしくみや基本原理(近

代立憲主義や人権論を中j山に)について学習する。特に、 IT技術の発達に伴

い、便利さが追求される傾向にある現代社会にあっても、依然として大事に

目 され続けられなければならない「人間(個人)の価値」や、人間(個人)と関わる

社会や国家のあり方等について考察を深める。

政治学 政治学における基礎的な概怠や理論、方法論などを紹介する。まず政治学

社4科学Z2三与
の発達とその過程で常に直面する価値観の課題、すなわち主観と客観の聞を

揺れ動きながら発達してきたことを概説する。現代政治の特性、国内外の政

治体系を構成する議会や官僚、政党、利益団体などを解明し、政治に関I~\を

持ち、究明する能力を育てる。

経済学 経済のグローバル化、晶度情報化 (IT革命〕の急速な進展の中で社会を取

り巻く環境は大きく変化している。そうしだ複雑な社会・経済的状況を理解

するために経済学の基本的概怠である市場メカニズムを中山に、経済システ

ムの持つ意味と限界 (1市揚の失敗J)について考察する。

経自学 この講義は、企業の経曽・戦略とは伺か、社会経済の中における企業の果

だす役割は伺かといった基本的な問題・課題について、実態と理論を学んで

いくことを主な目的とする。そのため広範囲にわたって講義を進めていく

が、企業とは伺かという根本的な点を理解してもらいたい。

社会学 社会学やその他の社会科学への導入・基礎として位置付けられる。社会学

や人類学の基礎概怠・理論を通して、私達が直面する様々な社会現象・問題

を考察していく。キーワードは「グロー1¥リゼーションJと「市民社会」。
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科目区分 綬業科目名 講義等の内容

人文地理学 人文地理学的センス・理解は私たちの日常生活と深く関わっている。また、

現代・B本・世界を理解するうえにも、人文地理学は有刻である。「阪神・淡

路大震災JI地球温暖化JI商業戦争JI華人社会」など34のキーワード〔テ

社4Z科学b三‘ 

ーマ〉を中山に、テキストを素材とし、また広げながら現代の日本と世界の

諸事象・データを人文地理学的に分析・理解するセンスと方法を身につける

ことを目標において授業を展開する。

社会科学特別講義 様々な角度から社会のしくみを理解し、社会の一員である」との自覚と責

任感を持ち生きていく力をi函賛することを目的仁社会科学特別講義を開設

する。

数学 この科目では、問題解決に数学を活用する意欲や態度、能力を局め、豊史学

的思考力を身に付けることを目標とする。そのために必要な数学的知識・技

能を主体的に習得するとともに、数学と人間・社会・文化とのつながりを学

習し、数学の文化的・教養的価値や数学の有用性、論理性などを味わい数学

的素養を身に位ける。

共選通択

統計学 統計学とは、標本データを基に母集団を推定・推測するための科学である。

そのだめに必要なことは、統計的な考え方であり、計算技術そのものではな

科
い。この侵業では、主に正規分布を中山に、標本値からの母数の推定や検定

目 の仕方を、統計的な考え方に重点を置いて考察する。

物理学 私達が日常身近に体験する現象から、日常概重量では説明しがたい不思議な

然科学自

現象まで、自然界に起こる現象は多様である。原子レベルのミクロな現象か

ら宇宙レベルのマクロな現象まで、物理法則は様々である。しかし、これら

の法則ちより基本的な法則から説明(演緯〕でさることが多く、より基本的

な法則を探究することが物理学の醍醐昧である。本講義では、これらのプロ

セスを遇レ自然界の理解と科学的な物の男方を身につけていく。

化学 環境化学、地球化学、および一般化学の学問領域の中で取り上げられる諸

事項のうち、基礎的な自然科学に苅する本学学生の知識と理解力に鑑みて適

切と考えられる範囲の内容を教綬する。

生物学 本講義では、遺伝子の本体である DNAに焦点をあて、遺伝現象や DNA

の分子〔構造と機能)、遺伝子工学〔パイオテクノロジー〉、これらの発見や

解明に歪つだ過程へも理解を深めるo これにより知識だけでなく、科学的な

ものの見方、物事の進め方(実験の工程、理論の積み上げ方等〕についても

理解を深める。
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科目区分 授業科目名 講義等の内密

地学 私達の住む地球はどのようにして生まれたのか。宇宙はどのような歴史を

たどり進化し、これからどうなっていくのか。最近の観測データをもとに、

現在までに分かつてきた驚くべき宇宙像について紹介し、私達宇宙の過去・

現在・未来像を紹介していく。また、その結論仁至るまでの思者プロセスを

追いながら、宇宙の進化についての理解を深め、宇宙を支配する法則につい

て学習していく。

共
情報科学と社会 先ず、情報理論を概観しコンビュータのj凡用性について理解する。次に、

通選択
自然科Aョ~ー4 コンビュータ誕生から社会的普及までの背景を学び、コンビュータの開発に

科 関わった人々の思惑や電子工学の発展がPC誕生にどのように寄与したか理
巴

解する。さらに、論理回路、 08、プログラム、アルゴリズム等について学び

コンビュータ内部の仕組みを理解する。最後にインターネットの歴史や機

能、知的所有権について学び、今後の情報化社会について考察する。

自然科学特別講義 自然や吻の成り立ちについて理解し、論理的に思考する能力を身につける

とともに、情報化する社会に参画する知識を賛うことを目的として自然科学

特別講義を開設する。
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V 専門教育
スポーツ健康学科について





教育課程の特徴 l 
教育課程とI~ 教育目標を達成するための具体的な教育内容 α諜科目〕を、どのような順序で履修するかを

規定(学年別に配列〉したものである。

スポーツ健康学科では多面的な視点から「スポーツと健康」を探求・究明する人材の育成を目標としており、

「教餐教育科目」、「専門菌楚教育科目」、円専門教育科目」の区分で科目力酒日置されている。また、「専門教育科目」

は、領I或ごとに履修できる科目群力慢なるため、学生諸君は、卒業後似隼路を見据えて、 4年間の履11第十画を作

成する必要がある (P45、P46朝寝〕。

スポーツ健康学科の教育課程の概要

① 「教養教育科目JI志大学生としての幅広い教養と社会性に必要なア力デミックスキルやライフデザインス

キル獲得のための共通コア科目と、共通選択科目を配置している。

② 「専門基礎教育科目」は、「専門教育科目」への導入とし、「スポーツJ1健康jをI覇軍する基礎となる科目

群を配置している。

③ 「専門教育科目」は、体系的なま医裁を応用し、実践する能力を震う科目を配置している。健康支援人材とし

て必要な「スポーツJl'健恥に関する発展的内容で構成されている。「専門教育科目」は領域別に浸業科目

力酒日置されている (P47参照〕。

スポーツ健康学科の教育課程の概要図

ヮ“A1
 



| スポーツ観或と健康領域の特徴 I 

スポーツ健康学科には、スポーツ領成健康領域の2領域が設定されている。こ僻賦の盟尺は、 2年次の前

期に行う。選択した領域によって取得できる免許・資格が異なるので、自分自身が最も目指している将来像を意

識して選択すること力軍重である。以下は提供されている2つの領域の帽数である。

<スポーツ領域>

スポーツパフォーマンスの向上、アスリー卜の養成入ハイレベルな指導者の養成を目指すために必要なスポー

ツ科学、マネジメントを学i5io科学的なスポーツ理論・実践を通じて専門的知識をあらゆる角度から習得し、学

識豊かなスポーツ指導者の育成を目指す。

取得できる免許・資格(詳車目はP58を参照〕

》 保健体育教諭免許(中学校、高等学校〉

~ B本スポーツ協髭よ認スポーツ指導者資格〔共通科巴!十11+111の免隊、ジュニアスポーツ指導員の受験資格、

スポーツプログラマーの受験資格〉

〉 日本トレ一二ンク冶導劃話会認定 トレーニング唱導者の受験資格

<健康領域>

個々ならびに社会全体のウ工ルネスを向上させるための健康科学理論と方法論を学び、健康i富縫や疾馬予防、

倒康長考などぽ見点から健康を支援する人材の育成を目指す。

取得できる免許・資格(詳品目はP58を参。ぉ

》 養護教諭一種免許

〉 第一種衛生自里者免許

》 健粛軍重加旨導士の受験資格

〉 健麗軍動実践指導者の受験資格

〉 社会福祉主事任用資格

【領I或選択時の留意点】

① 領域選択時には「スポーツ領域」、「健闘買I或」晴領域(跨ぎ)Jr領域の選択しない」のいずれかを選択す
る。ただし、晴領域(跨ぎ)Jを潤尺した揚合、 2年終了の時点で、 GPAが3.3未満および72単位未満

l!J(得の湯合は、「スポーツ領域Jr健康領蛾Jの希望するどちらかの領域に属することになる。また、「両領
域(跨ぎ)Jを選択した場合、 2年次終了時点で、上記の基準以上の成績、単位数を取得している場合にl本

領域を超えての科目履修(免許・資格の取得〉力?ときる。

② 科目によっては、領織の学生を優先する揚合がある。

③ スポーツ領域では、専門教育科目の実技系科目を8単位以上取得しなければならない。また、ウインドサー

フィン、スクーパダイビングI、スキー・スノーボードの科目のうち1単位以上l!J(1号すること力t望ましい。
④ 「領域を選択しない」を遺書尺レた揚合は、スポーツ健康学科で提供する免許・資格のいヨサlち取得できなしL

⑤ 履修計画や時間割の作成方法については、新入生オリエンテーションで説明するが、わからないことがあれ

ぱ、クラス担当事態言、ウ工ルナビ学生に相談すること。

⑥ 履修計画をうまく立てないと充実した学生生活を過ごすことが出来ないだけでなく、 4年間で卒業できない

場合もある。
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| 擾業科目の亙分と卒業に必要な単位数 | 

スポーツ健康学科1J~開設する筏業科目はよ「教質教育科目」、 I専門基礎教育科目」、「専門教育科目」に分 7ら

れ、下数麓教育科目」はさらI;:JJ¥さく区分されている。率業するためには込合計で 124単位以上を修得する必要

があるが、それぞれの科目区分ごとに取らなければならない単位数があり、このJIr-ルを守らなけれぽ124単位

以上修得しても卒業することはできない。なお、それぞれの科目区分から取るべき単位数を越えて修得した単位

は、「自由趨尺科目」として力ウン卜される。

ア力デミックスキル| 8 。 8単位
共

通 ライフデザイ ン 2単位以上

思 想 と 5命 1里 2単位以上

賛科 沖 縄 理 解| 。 2 2単位以上

教|目 |健 康 ス ポ ツ 。 2 2単(白以上

32単位以上

育|共 国 E苦 6 2 8単位以上

際 理 解 。 2 2単位以上

目 択
人 文 科 ~ 2単回以上

科 ネ土 4Zb三‘ 科 ョ声"ー 2単回以上

然 科 ゴ声&ー4角 。 2 2単位以上

専 P9 基 礎 教 2田2富 科 目 1 2 10 22単位以上 22単位以上

専 P9 教 育 科 目 8 52 60単位以上 60単位以上

自 由 選 択 科 目 。 10 10単位以上 10単位以上

4E2コ号、 言十 36 88 124単位以上

[備考]自由選択科目にはライフデザイン科目、専門基礎教育科目、専門教育科目及。湾矧龍に関する科目を含めるととができる。

CAP制と側外科目:名悩大学では1つの学期で登録できる単位の上限は20単位と規定されている。しかし、

スポーツ健康学科では、専門基礎教育科目の必修科目(スポーツ健康学総論、スポーツ健康演習、ウ工ルネス概

論、発育発達学、救急処置、生涯スポーツ論〉、集中講義、翻設に関する科目、寄f古喬座の科目は 20単位を超

えて登録力可能である。
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ツ
健
康
学
科
の
特
徴
を
正
し
く
理
解
し
、
高
等
学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
を
全
般
的
に
修
得
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
ポ
ツ
健
康
科
学
に
必
要
な
保
健
お
よ
び
体
育
の
内

容
に
つ
い
て
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
お
よ
び
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
己
と
が
望
ま
し
い
。
⑧
健
康
を
科
学
的
視
点
か
ら
探
究
し
、
地
域
社
会
や
国
際
社
会
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と
。
⑤
ス
ポ
ー
ツ

科
学
や
健
康
科
学
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
大
学
に
お
い
て
も
習
慣
的
な
運
動
や
健
康
づ
く
り
の
意
欲
が
あ
る
こ
と
。
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年
次
・
領
域
別
開
設
科
目

目
領
域
の
特
色
を
理
解
し
自
分
の
将
来
を
よ
く
考
え
履
修
す
る
こ
と
が
第
ー
で
あ
る
が
、
別
領
域
の
科
目
も
積
極
的
に
履
修
し
応
用
力
の
あ
る
健
康
支
援
人
材
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

指
定
さ
れ
た
学
年
よ
り
も
前
の
年
次
の
授
業
は
受
講
で
き
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
領
域
専
門
科
目

健
康
領
域
専
門
科
目

JL 
共
通
専
門
科
目

卒
業
研
究
演
習
1
.
 n
・
m
.
I
V

柔
道
剣
道
舞
踊
琉
球
舞
踊

運
動
負
荷
詰
験
健
康
産
業
施
設
等
健
康
相
談
活
動
の
労
働
衛
生
学
概
論
生
理
学
・
運
動
衛
生
学
・
公
衆
運
動
処
方
論

3
 
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
演
習
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
技

現
場
実
習
理
論
及
び
方
法

生
理
学
演
習
衛
生
学
演
習

.
 体
育
経
営

ス
ポ
ー
ツ
心
理
体
力
・
健
康
測
定

看
護
臨
床
実
習
学
校
救
急

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
ス
ポ
ー
ツ

4
 
管
理
学
動
作
学
演
習

学
演
習

と
評
価

養
護
概
説

1
.
 n
 
看
護
学
労
働
法
規
1
.
n
 
演
習

指
導
論

年
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
空
手
・
古
武
道
地
域
ウ
エ
ル
ネ

ス
ポ
ー
ツ
史

球
技
論
コ
ー
チ
ン
グ
演
習
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
薬
理
概
論

予
防

概
論

ス
プ
ロ
ジ
ヱ
ウ
ト

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

精
神
保
健

コ
ー
チ
学
体
育
心
理
学
体
育
社
会
学

体
育
・

免
疫
学

病
理
学
看
護
学
ト
E
微
生
物
学

ス
ポ
ー
ツ

学
校
保
健
テ
ー
ピ
ン
グ
・

ス
ポ
ー
ツ
史

栄
養
学

マ
ッ
サ
ー
ジ

2
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
体
つ
く
り
運
動

空
手

児
童
福
祉
社
会
福
祉
障
害
者
・
高
齢
者
グ
ロ
ー
バ
ル
野
外
教
育
論

レ
ジ
ャ
ー

安
全
管
理
論

年
メ
カ
ニ
ク
ス

援
助
技
術

福
祉

へ
ル
ス

レヲ
1)エ
ー
シ
ヨ
ン
論
お
よ
び
方
法

エ
ア
ロ
ビ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド

ス
ク
ー
パ

1.
 n
 
サ
ー
フ
ィ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
E

卓
球

介
護
概
論
健
康
教
育
保
健
衛
生
学
健
康
，
心
理
学
医
学
一
般
E
心
の
健
康

1
 
専
門
基
礎
教
育
科
目
。
【
必
修
】
(1
年
)
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
総
論
ス
ポ
ー
ツ
健
康
演
習
ウ
ェ
ル
ネ
ス
概
論
発
育
発
達
学
救
急
処
置
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
論

.
 

【
選
択
】
(1
年
)
人
体
機
能
学
(2
年
)
医
学
一
般
I
解
剖
学
生
理
学
・
運
動
生
理
学
衛
生
学
・
公
衆
衛
生
学
栄
養
学
社
会
福
祉
概
論

2
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
講
義
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
実
技

年

器
械
運
動

陸
上
競
技

水
泳

運
動
学

|
 
体
育
原
理
|
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
サ
ッ
カ
ー

1
 
ボ
ー
ル

年
ス
キ
ー
・

ス
ク
ー
パ
ゴ
ル
フ
1.
n
 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ダ
イ
ビ
ン
グ
I

11
全
掌
教
蕃
私
自
共
通
撰
択
科
目
(
外
国
語
・
国
際
理
解
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
)

全
生
塾
教
蕃
科
目
共
通
コ
ア
科
目
(
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
思
想
と
倫
理
・
沖
縄
理
解
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
)

ドー
ー

教 職 科 目



|専門基礎鯖坦・聖型塾塾亘盃匝 l 
専門基礎教育科目

科目区分 j受業科目名 講義等の内容

スポーツ健康学総論 本学科における教育・研究の入門的な講義であり、食生活・栄養、

運動・スポーツ、社会・福祉、保健・医療の幅広い視点に立った多面

的な角度から「スポーツと健康」を科学的に探求する。講義は学科教

員全員がオムニバス形式で講義を実施し、学科教員の研究分野を知る

ことによって、 2年次以降の専門科目の履修や卒業研究分野を決定す
るための基礎資料となる内容で構成する。

スポーツ健康演習 沖縄ヤンパル地方の豊かな自然や文化環境を利用して実施されるプ

ロジェクトアドベンチャ一体験、スノーケリング、登山、工イサーな

どの基礎的な野外活動を通して、スポーツの楽しさや危験性、仲間と

の協力の必要性を体感し、スポーツ健康学科の学生としての基本的な

態度や行動を学15，。まだ、スポーツ健康分野の基礎的実習をとおして、
次年度以降の学習への興味を喚起する。

人体機能学 」のj受業科目では、人間の生命維持や身体活動の基本的仕組みを学

習する。受講前に生物学、化学、物理学の予備知識がないことを前提

として、人体構造(解剖学)と機能(生理学・生化学)の関係を理解してい

きながら、人体機能の基本的な仕組みについて理解する。

発育発達学 」の1受業科目は、国際化、情報化、高度技術化、局齢化の 21世紀
に対応する健康、体力づくりとして、からだの仕組、原理、原則を理

解させる。体力は人間活動の基礎となる身体的能力である。すなわち、
いかなる環境のちとでも、人間が生活力に満ちた生命能力を発揮する
ことである。形態の発育と柔軟性、敏捷性、平衡性、調整力、筋力、

パワー、持久力等の機能の発達との関係、成長後の運動適性能力につ

いて解明することを講義する。

救急処置 」の}受業科目では、最新のガイドつイン IZ=沿ったI~\肺蘇生と AED

日 を中山とした毅急放命措置ならびに毅急ケアプログラムを標準とした
日 救急処置により構成されている。日常的によく遭遇する傷病から重篤

な紋急事態に苅して、傷病者の観察、毅急蘇生法、外傷と止血、回定

j去、運搬j去、体位と保温、記録などの毅急処置の基本から実践までを

学習する。

社会福祉概論 現代社会cは、子どもや家庭・障がい者・局齢者の生活や雇用・労
働をめぐる課題の他、多様な形態の暴力(虐待、 DV、自殺〕など、人々
の健康で文化的な生活を脅かす問題が山積みされている。このように

さまざまな状況にある人々について理解し、また、社会福祉の価値で

ある人間らしく生きられる支え合う社会づくりの視点から、社会福祉

の役割を探る。

生涯スポーツ論 」の綬業科目は、健康とスポーツの関わりを通して、身体の健康保

持に限らず、活き活きとした人生を送るための生涯スポーツの基本的

な考え方、生涯スポーツ行政と指導者の養成確保、ライフステージ別

の生涯スポーツの進め方、わが国における現状と諸問題並びに将来展

望について講義する。

ウエルネス概論 ヘルス・フォー・オールの理愈を実現するためc不可欠な 21世紀
の健康戦略としてのヘルスプロモーシヨン・ウ工ルネスと PHC
CPrimaryHealthCare)について概説し、 21世紀に向けた健康社会
実現への健康思想の構築を図る。またそれらの理怠をもとに、地域ヘル

スプロモーション・ウエルネス構想を検討する。

巧
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科目区分 1受業科目名 講義等の内容

医学一般 医学系以外の分野で学1，5，学生に対して、教養として身につけておく

ベき医学関連の知識を学習する。一般常識程度の医学史、社会医学、

患者学、そして知っておくべき疾病について症候、診断、治療につい

て最新の医学に基づいた知識を理解する。

解剖学 解剖学とは人体をパフパフI~し、人体を構成している組織の位置や
名称を理解するだけでなく、解部学的構造から機能を推察することに

よって、人体を理解しようとする学問である。本講義では、スポーツ

や健康科学分野の基礎となる筋肉や骨、関節運動、時吸循環、神経、

内分泌t系、消化器系の名称を覚えるとともに、実際のスポーツ種目に

おける各種動作と機能解剖や養護教諭に必要な解剖学的基礎知識を易

につけることを目的とする。

専
生理学・運動生理学 本講義では、実際の運動を可能cしている身体の生理的メ力一ズム

専 を知り、運動の強度、継続時間、そしてトレー二ングの内容に応じて

科門教育
変化する帆循環、代謝機能をテキス山って各テーマ毎に解説 l
していく。様々な運動中に起こる生体現象について科学的に説明しな

がら、説明を聞くだけでなく、なぜそうなるのか、科学的な視点から
目 積極的に考えられるよう構成する。
目
衛生学・公衆衛生学 」の援業科目を通じて学生は、社会の組織的および個人的な努力を

通じて疾病を予防し、健康を維持ししつ、寿命を全うするための具体

的な健康増進策を理解する。

内容としては、公衆衛生の歴史、公衆衛生のものさし、諸外国の公

衆衛生政策、公衆衛生活動のプロセス、子ども(育児支援、児童虐待)、

高齢者(支援システム、制度、地域のおける活動〉、成人保健、歯科保

健、社会保障、感染症、環境保健などについて学ぶ。

栄養学 栄養学とは、栄養とは伺かを理解レ、身体能力の向上・健康の増進・

疾病の予防における栄養の役割を理解する科目である。そのために、 5

大栄養素を中山にその代謝・作用を理解するとともに、食生活・身体

運動に関する現在の国の施策を理解する。まだ、健康情報リテラシー

の考え方についてち学1，5，。

専門教育科目

科目区分 授業科目名 講義等の内容

体育原理 本慢業では、体育・スポーツc顕在・潜在化する問題を、哲学的な
観点から考察することによって、体育・スポーツに対して、多様な観

点から者えられる力を高めることを目指す。具体的には、体育・スポ

一ツにおける暴力の問題、ドーピンクの問題、意図的ルール違反の問

題などを取り上げつつ、体育・スポーツの容在意義について、哲学的

に検討していく。
専 専 スポーツ健康学特別講義 本科目は、本学科が配置した科目以外I~、スポーツ・健康・保健・

教育科門 教科門育
教育などの各分野において活躍されている人物の講演やセミナー、さ

らには学会等のプログラムなど、学生に有益と考えられる事柄を単位

日 目 化する。学生が多角的にスポーツ・健康分野を学1，5，機会を提供する。

スポーツ健康学特別実技 本科目は、本学が科配置した科目以外c、スポーツ・健康・保健・
教育などの各分野において活躍されている人物の実践指導および講習

会等のプログラムや、より専門的な現場での実践指導やレクチャ一方

i去など学生に膏益と考えられる事柄を単位化する。学生が多角的にス
ポーツ・健康分野を学1，5，機会を提供する。
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科目区分 授業科目名 講義等の内容

運動学 体育・スポーツの指導者は、観察を通して運動の問題を分析し、目標

とする運動への発達を促す課題を担っている。本短業では、運動の指導

場面で重要となるスポーツ運動学の基礎理論、具体的には運動の習熟過

程、成長に伴う運動発達プロセス、運動観察の理論的背景、および運動

指導の方法について解説する。

体育11:，¥理学 」のl受業科目は、メンタルトレ一一ングの指導者としての素養を皇c
つけるため、体育11:，¥理学、スポーツω理学、運動l山理学の基礎的事項を
概説する。

体育社会学 」のi受業科目は、わが国cおける身体運動文化cついて学習する。と
りわけ、「体育・スポーツ」と「社会」の関係性に焦点をあてて、あらゆ

る現象を多角的に分析する。

体育経営管理学 本授業では、人々の豊かなスポーツフイフの実現はどのような理論を

もとに実施されているかを、経曽管理の立場から学1510 学校体育、地域
スポーツ、商業スポーツ、スポーツ行政などの分野から諸事象を取り上

げ、考察を重ねていく。体育・スポーツ独自の価値を理解し、計画的に

スポーツ事業を企画・運営していく能力を身につけることもねらいとす

る。

コーチ学 」のj受業科目は、体育・スポーツ指導に役立つ理論的基礎を学び、実

際的なスポーツ指導現場における問題解決能力を育成することを主根と

する。スポーツ・トレー二ング及びコーチングにかかわるトピックを設
定し、それに基づいてコーチンク概論、コーチング基礎理論、コーチン
グ実践論と展開し、個別スポーツの特殊性について解説する。

専教門育
専書科門
卜レーーング論 」のI受業科目は、現代スポーツにおけるトレ一一ングの役割について

理解を深める。具体的内容として、トレー二ングの必要性、トレ一二ン

グの原則、 トレー二ングの種類と効果、トレー二ング処方、 トレ一二ン
手ヰ グ計画等、トレーニングの基礎理論について解説する。
目 目

体力・健康測定と評価 食の西洋化、移動手段の発達1;:より現代人は栄養過多と慢性的運動不
足に陥り、体力ととちに健康を蓄しく害している。本講義は、体力測定

とその評価法を学習レながら、健康増進と体力増進の重要性について講

義する。

スポーツ指導論 」のI受業科目は、健康スポーツの指導を中山c、指導の目的及び種目
別の指導法、また、指導プログラムの作成方法など、スポーツ指導をど

のようにすれば安全かつ刻果的に行えるか、実例をあげて講義する。

スポーツ栄養学 健康のためにスポーツをする人やアスリートの視点c立ち、科学的根
拠に基づいた各栄養素の摂取方法や毎日の食事、練習・試合時の栄養補

給・食事法や栄養障害について学び、その実践法や予防法について学ぶ。

スポーツマネジメント スポーツマネジメン卜は、きわめて包括的な概怠である。リゾートス

ポーツ施設、公共スポーツ施設、民間スポーツクラブ、商昂販売、そしl
て、企業やプロスポーツなど多くの関連領域を含んでいる。本講義は「ス

ポーツ経営」という視点から、コミュ二ティスポーツクラブ、企業フィ|

ツトネスクラブなど分野別にその理論と実際を講義する。

スポーツ障害と予防 」のI受業では、全身ならびc運動器cついて解剖学的、運動生理学的
に浬解を深め、運動種目毎の特異的に生じる外傷・障害を部位別、障害

別について理解を深める。また年齢や性別におけるスポーツの特徴と特

に注意すべきスポーツ外傷・障害についても学ぶ。そして、これらのス

ポーツ障害の発生機序ならびに治療と予防についての知識を身につけ

て、スポーツ指導者や養護教諭としてその予防ならびに対応ができる能

力を身につけることを目標とする。
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科目区分 侵業科目名 講義等の内容

運動処方論 運動処方論は、健康づくりのため1;:運動する」とが必要な人及び運
動を始めたい人のために、適切な運動の質と量を提供する運動生理学

を基礎とする応用科学である。運動生理学の知識と身体活動に伴う危

険性を踏まえながら、運動処方の原理原則を学/.')¥0また、さまざまな

対象者に刻する運動プログラム作成についても学ぶ。

安全管理論及ひ方法 」の授業科目は、スポーツ1;:関わる者のスポーツ事故やスポーツ団
体・スポーツクラブ等との契約、さらにはドーピングなどスポーツの

不正行為やスポーツ選手の人権問題などの法的問題に苅して適切かっ

迅速な対応をとるための法的知識並びにスポーツの安全に関する知識

を身につけることを学ぶ。このような状況をふまえ、学生が将来体育

指導者や現役のスポーツ選手とレて必要かつ不司欠な法的知識、ある

いは安全に対する考え方を身につけることわtできるようにする。

野外教育論 」の授業科目は、野外教育の基礎知識と、現在の野外教育の動向と

課題を学習し、実際的な揚面での、企画・立案・指導に際しての諸問

題を理解する。自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判

断し、よりよく課題を解決する資質を震い、能力を身につける。

レシーャー・レクリr-)Iョ')論 」のj受業科目は、生涯学習としてのレジャーおよびレクリ工ーショ

ンの蛮遷と意義を理解レ、現代社会における自由時間(余暇時間)を

活用する方法とレての、レジャー・レクリエーション活動の実践を支

援するための理論と方策について学習する。

高教事
空手・古武道概論 」の浸業科目は、武道の歴史的変遷は各時代の政治・社会とどのよ

うに関連し経過してきたか講義する。また、日本の農耕文化に底礎し

た、伝統文化としての武道における流派の成立過程と内容、伝~形式

目 目 と方法を考察することにより、過去の歴史的蓄積及び文化の上に立つ l

現在の武道を理解させる。

体育・スポーツ史 本綬業では、体育・スポーツを歴史的な観点から検討する」と1;:よ
って、人聞が体育・スポーツをどのように考え、実践してきだかにつ

いて見ていく。また、体育・スポーツがどのように変化してきたのか

を、社会の変化とともに学ぶ。

スポーツバイオメ力一 」の侵業科目は，力学，生理学，解剖学などの学問を応用し，身体

クス 活動(スポーツ活動〉のからくりを解説していく。さらに，それらを

応用して，スポーツ競技力の向上や健康の増進に役立つ専門的な知識

について学習する。

球技論 各種球技種目の歴史、ルール、技術、戦術等を概説する。また、競

技現場で用いられている最新の戦術やプレースタイル、科学的視点か

ら分析された技術や競技パフォーマンス等を紹介する。様々な球技の

相還を学び、専門種目の特徴を理解することで、専門種目のパフォー

マンス向上を目指す。

健康教育 健康教育は、疾病予防から健康躍進、治療、リハビリ、長期ケアま

で幅広い分野がある。また、あらゆる揚所で提供できる。そのためこ

の侵業科目は、健康教育の基礎知識と、現在の健康教育の動向と課題

を学習し、実際的な揚面での、企画・立案・指導に際しての諸問題を

理解する。よりよく課題を解決する資質を養い、健康教育の指導者と

しての幅広い能力を易につける。
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科目区分 J受業科目名 講義等の内容

学校保健 学校保健は、 I~\身とち1;:健康な国民の育成をめざし「児童生徒一人

一人が生涯にわたって健康・安全で活力ある生活がでさることをB的

に、ヘルスプロモーションの考え方を踏まえて推進する。そこで、本

科目では、学校保健の歴史的背景、行政制度、領域構造、根拠となる

法律等の知識をベースに、変化する健康課題にどのように対処すべき

か、どのように学校保健を推進レていくべきか「学校保健経営」につ

いて学ぶ。

精神保健 精神保健とは、L.L.ろの健康を保ち、さら1;:ぞれを増進させる」と
を目的としている。この科目では、養護教諭や医療福祉領域の仕事に

就いた場合に、種々の援助活動を行うために必要となる精神保健の歴

史や、基礎的な知識を修得する。

養護概説 本科目は、教育職員免許法で郡されだ「養護概説Jの趣旨j;:基づき、
「養護」の本質や概倉、沿革、職務内容の笈遷を学l示。また、学校現

揚葺護教諭が関わる活動を具体的に提示し、養護教諭の役割(救急処

置、健康診断、疾病予防などの保健管理、保健教育、健康相談活動、

保健室経営、保健組織活動〉や多岐にわたる職務を適切に遂行する方

法について学ぶ。

看護学I 」の授業科目は、看護の基本要素、食育と健康との関係j;:ついて学

15，。講義の前半は、健康と看護、看護の機能と役割、ライフサイクル

の特性と健康レベルへの対応と看護活動の揚と看護実践、看護の継続

性などで構成する。講義の後半は、食と生活を通して健康の保持・増

進について考える構成である。

看護学E 」の授業科目は、安全・安楽、記録・報告、フィジ力ルアセスメン

トの基本技術、日常生活援助技術について、講義と演習で構成する。

医療の高度化、多様化に伴う、看護に必要な知識、正確な判断力、状
目 目 況への苅応力、科学的根拠に基づいた看護実践の基本を学15'0

学校救急看護学 」の授業科目では、学校現揚で必要とされる救急処置・応急処置の

技術を習得するために、学校扱急処置に必要な緊急度と重症度を見極

めるトリアージ実践等で構成する。また、救急処置における養護教諭

の役割についても学ぶ。

健康相談活動の理論 養護教諭の行う健康相談活動は、児童生徒の線lマな訴えj;:対して、

及び方法 1山的な要因や背景を考えながら、 rl~\と体の両面」に対応するちのであ

る。そこで、本科目では、 I白身の健康観察、ヘルスアセスメント、力

ウンセリング的な対応、関係者・関係機関との連携等の技術習得をめ

ざし、事例検討や演習を取り入れて養護教諭の職務の特質や保健室の

機能を生かした対応の仕方について学l示。

医学一般E 健康運動指導士などの健康支援人材をB指す者j;:とって、生活習慣

病の理解は不可欠である。本科目ではメタポリツクシンドローム、 1盾
環器疾患、脳血管障害、糖尿病や高指血症などの代表的な生活習慣病

と、 ADU日常生活動作)や QOL(生活の質〕の値下につながる代表
的な運動器疾患ついて、各々の疫学、病態生理、合併症、治療法につ

いて学習する。

病理学 」の授業科目は、主要な疾病の成因、病態、診断、その予防と治療

について理解させる。腫罪事、炎症、代謝、循環障害、奇形など古典的

病理学の疾病体系を基礎に、生活習慣病、消化器疾患、代謝疾患、感

染症、免疫アレルギー疾患などの成因、発症や進行、病態評価や診断、

治療の基本的な考え方を講義する。
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科目区分 E受業科目名 講義等の内容

免疫学 」の浸業は、免疫学についての学習を指導する。①免疫の基本的な

仕組み、②免疫学的寛容と自己免疫疾患、③自然免疫と獲得免疫、④

感染症と免疫、⑤移植と免疫、⑥ステロイドと免疫、⑦エイズゃがん

と免疫、⑧アレルギー性疾患、⑨個人的、集団的な感染防御における

免疫学、⑩ストレスと免疫⑪児童から青年期にかけて多い免疫系疾患

(目端息、アトピーなど)についても取り上げ解説する。

微生物学 」の侵業科目は、ヒトをとりまく環境c棲息している多種多様な微
生物についての理解を深めながら、滅菌と消毒、病原性微生物、感染

症ならびに関係する法規についての知識を身につけることを目的と

する。とくに養護教諭は学校現場おける専門職として感染症に苅する

判断苅応能力が求められており、これらに応えることの出来る能力の

育成を目指す。

薬理概論 」の授業科目は、薬が生体のど」で、どのような仕組みで作用を現|

すかについて、薬理学的見地から口述するととちに、正しい薬の管理

の仕方や使い方を学15ioまた、「医食間源」にちとづき、身近な食用

や薬用植物から、癌をはじめとする生活習慣病の治療薬及び予防薬ヘ l

の開発の可能性について講義する。

健康I~'理学 」の授業科目は、健康の維持と埠進，疾病の予防と治療などについ

ての原因と苅処の山理学的な究明、及び健康教育やヘルスケアシステ

ム、健康政策の構築などに苅するI~'理学からの貢献をめざす学問であ

る健康I~'理学について学ぶ。

I~'の健康 I~'の健康を維持・I普進するうえで不可欠である食行動cついてI~'理

教事 専員事
的な視点から学ぶ。飽食社会、肥満、食行動の健康/病理等の現代社

会が直面レている問題について理解を深める。

保健衛生学 」の侵業科目は、疾病及び健康L関する基礎的知識のほか、近年の
「健康・運動科学」に関連する研究成果や生活習慣と健康、疾病の予

目 目
防、健康管理の進め方、健康管理の実際等について講義する。

労働衛生学概論 」の授業科目は、労働条件cよる障害の発生や、その予防対策及び
健康の保持増進のあり方について学び、職場で果たすべき治働衛生管

理の役割について理解することを目標にしている。さらには、職業ー

般における基本的なリスク・マネジメントと管理運営のスキルを学

15io 

労働法規 I 」の浸業科目は、労働基準法と労働安全衛生法の一本化した理怠を

もとに、労働衛生管理を推進しなければ実効を期し得ないことから、

労働基準法の基本的な原則と主要な法条文について解読する。

労働法規E 」の浸業科目は、産業活動の進展や技術革新などLより、多様化す
る労働環境の変化と労働者の健康に及ぼす影響を学15io職揚における

衛生管理者の責務は大きく、その育成と任務の遂行のために必須の労

働安全衛生法規を理解さぜるとともに認識を深めさせる。

介護概論 」の授業では、医学的見地から介護予防の状況や問題を見極め、介

護予防に求められているサービスを理解し、高齢者の生活行為を高め

るための介護予防と、運動及び援助方法について学ぶ。

社会福祉援助技術 社会福祉援問の基本・土台となる社会福祉の価値(人間の尊厳と社

会正義の尊重〉を理解し、誰もが人間らしく生きられる社会、互いに

支え合う社会(福祉社会〕を築いていくための視点や方法について学

ぶ。体験学習、事例検討、ロールプレイなどを通して、社会福祉援問

の基礎を実践的に身につけ、人々の健康的な生活を支えることができ

るようにする。
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科目区分 授業科目名 講義等の内容

児童福祉 子どもや子育てを取り巻く社会環境の変化にとちない、子どちゃ家

族が健康で文化的な生活を送る上でどのような課題に直面している

のか、またどのような社会的支援が求められ、実施されているのかを

理解する。

障害者・晶齢者福祉 障害者観や晶齢者観の社会的・歴史的背景をふまえ、障害者・高齢

蓄が健康で文化的な生活を送る上で直面する諸問題および障害者・高

齢者福祉の理念と法制度・サービスなどについて理解する。

グロ-J'¥ルヘルス 」のf受業科目では、国債を越えて拡がる保健医療1;:関わる健康格差
問題について学ぶ。対象となる分野は、感染症(エイズ、結核、マラ

リアなど〉、母子保健、難民の保健問題から生活習慣病など幅広い。

本講義は、将来、世界の保健医療問題に貢献しだい人材の育成を目的

とし、原則として、大学在学中に実際、途上国にて海外研修を希望す

る受講生を対象とする。

生理学・運動生理学演習 当演習は、運動生理学の疫業で学んだ身体活動の科学的メ力一ズム

を、実験・実習を通して理解を深めることを目的としている。血圧、

I~\電図、酸素摂取量等運動時の様々な生理的変化について測定しなが

らその方法並びに解析方法を身につける。測定結果についてEいに議
論をし、参考文献を用いて深く考察する。

衛生学・公衆衛生学演習 」の演習を混じて、人の集団1;:対レて初歩的な統計学的・疫学的手
i去を正しく適切に使用できる技能を獲得することを学ぶ。演習を通じ
て、学生は研究テーマの決定、先行研究の調査、研究仮説の立案、調

査票の作成、アンケート集計、有意差検定を行い、公衆衛生に関する

専 専 データ分析ができるようになる。

教科門育 教育科門

動作学演習 本演習では、バイオメ力一クス的な観点から動作を分析する包括的

なプロセスを学習する。まず画像計測技術を用いた二次元的あるいは

三次元的な運動計測j去を中山に学び、その後、グループで実際に実験
目 自 計画・実施、および実験結果の考察を行うことで、バイオメ力二クス

の知識を動作分析に結びつける力を身につける。

スポーツl山理学演習 」の演習では、スポーツ山理学分野j;:おける主要なァーマである、

ライフスキル、メンタルヘルス、運動学習、メンタルトレー二ングな

どを中山に講義を進める。まだ、 般的な実験山理学の研究法から応

用的・実践的研究j去を概説レ、ヒトのふるまいとI~\理状態を理解する

ための科学的方法論を学ぶ。

トレ一一ング論演習 」のf受業科目は、トレーーング論で修得した科学的基礎理論1;:つい
て、講義室、体育館、トレー二ング室を利用して、理論の確認とトレ

一二ングの具体的方法について実践しながら学習する。

海洋スポーツ演習 海洋スポーツの計画・立案1;:ついて、水辺野外活動の実践を通して
学習し、活動力・指導力・運営力についての資質を高めると共に、専

門性の育成を図る。具体的には、①計画性に基づいた組織的運営によ

り集団としての成果を高めること、②海洋スポーツの安全管理につい

ての知識と技術を修得すること、③実習の揚となる自然環境およびそ

の背景について男識を深めることを目標とする。

看護臨床実習 I 」のJ受業科目は、実習の事前学習を通じて、基礎看護技術の習得を
行う。また、救急処置の理論に基づいた基礎的な知識を確認しながら、

学校現場に!必要な救急の機能を学ぶ。

看護臨床実習E 」のl受業科目は、講義や演習で学んだ知識・技術を統合し、臨床揚
面で対象に援助実践することで、援問関係構築の重要性、基本的欲求

充足の意義、安全・安楽・自立に配慮した援助について学iSio実習場
所は、病院、保健所、検診センターである。
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科巨区分 授業科目名 講義等の内容

運動負荷試験 本実習では、健康運動指導士が身cっけなくてはならない①潜在性
I~\疾患、特に虚血性山疾患の診断、重傷度の判定、②不整脈、特に運

動により誘発・憎悪する不整脈の評価、③運動耐容能および換気性作

業闇値の推定(推定最大酸素摂取量・ VT)、運動中の血圧反応の確
認、④治療刻果の評価などについて理解し、指導現場で役立つ基本的

能力を身につける。

健康産業施設等現場実 本実習は、健康運動指導土を目指す者への提供科目である。健康づ

習 くりのための運動や身体活動を提供・支援する現場での様々なケース

(性・年齢・身体状況・曙好など〕に対応できる実践能力を身につけ

ることを目的とする。また、活動現場での応用力の基礎となる知識と

技術を実践を通して身につけると共に、社会性、コミュ二ケーション

力、前向きに対応する力、応用力、課題解決力を養う。

コーチング演習 本演習では、スポーツ科学1<:関する基礎理論をもとに指導現場にお
けるコーチングスキルの獲得を目指す。本学科で開設されているコー

チングに関連する講義で得られた知識を、いかにして選手のパフォー

マンス向上へとつながるコーチングに生かすのかを実践を通レて学

t5i。ピリオダイゼーション、各種トレー二ングの有機的連携、各競技

の専門的トレーニングの考案方法についても学習する。

体っくり運動 」の侵業科目は、リズム体操、トレ一一ング体操、保健体操等、か

らだづくり、動きづくりについて実技指導を行い、運動を正しく合理

的に行う理論と万j去を理解させる。体育指導者として、集団行動の基

等書
本的な行動様式を身につけさせ、秩序正しく、安全に行動できる能力

を麓う。

器械運動 」の擾業科目は、教科(学校〕体育で扱われている器械運動(マッ

卜、跳び箱、鉄棒、平均台)について実技指導を行う。技術の習得と
自 目

とちに指導i去を学習し、学校体育の指導者としての資質向上を図る。 l

陸上競技 」のf受業科目は、将来、「中学校や高等学校の体育の便業」や「地
域スポーツ」等の指導分野において、陸上競技の指導ができるように

なることを狙いとして展開する。また、指導の手順や授業中に理解し

た「動きのコツJ、「学習上のポイン卜」をレポートにまとめる。

水泳 」の授業科目は、自由形および平泳ぎを中山に、近代泳法4種目の
基礎的な泳ぎ方を学習する。技能レベルに合わせて小グループに分

け、個人の目標を設定し、個人の課題がクリアーできるようにブログ

ラムを進めていく。水の特性を知ることから水を通じてのl白昼の鍛

錬、健康づくりの方法と実践について学ぶ。

パスケットボール 」のj受業科目は、①パスケットボールの基本技術とゲームの方法の

習得、②パスケットボールのドリルを通して体の扱い方と時間空間の

認知能力を高める、③無駄な力を抜き、最大限に身体運動能力を高め

る技法を学t5i。

ハンドボール ハンドボールは走・跳・投がパフンスよく組み合わされた競技であ

る。学校現場では中学校や高校だけでなく、小学校の学習指導要領に

ち導入されその教材としての価値が広く認められてきている。本授業

ではハンドボールの特性の理解、個人技術や個人戦術の向上を基礎と

レ、グループ戦術やチーム戦術の習得をねらいとする。集団において

は他者とのコミュニケーションを大切にし、ゲームを通じての戦術学

習もねらいとする。
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科目区分 j'受業科目名 講義等の内容

サッカー 」の}受業科目は、サッカーの歴史と特性を理解し、基本妓能の習得、

戦術の理解及び実施ができるようにする。指導者として常にサッカー

を探究し、学校体育としてどのレベルの生徒にち楽しめるように創意

工夫し、競技スポーツとして各年齢層における指導方法を確立し、生

涯スポーツとレて老若男女を問わず楽しめるサッカーを目指す。特

に、高齢社会において「人間の生き方J力t聞い直されようとしている

昨今、「スポーツと健康」の立場からサッカーがいかに関わっていけ

るか、自ら企画し運営できる能力を震う。

バレーボール 」のj受業科目は、①練習の要素と進め方、②連続練習からフォーメ

ーション、③フォーメーションからチームプレー、④作戦の立案、⑤

審判実習、ゲーム分析、トレー二ング計画等の遂行、⑥学校体育の侵

業指導、生涯スポーツのコーチング等に幅広く応用することを学15¥0

卓球 本}受業は大別して (1)基本技術の習得、 (2)応用技術の習得、 (3)

基本戦術の習得の3つの課題で構成される。 (1)基本技術の習得で

は、卓球をプレーする上で必要不可欠の技術に関する理解を深める。

(2)応用技術の習得では、基本技術を組み合わせることによって生

じる技術的な難しさに関する理解を深める。 (3)基本戦術の習得で

は卓球の戦術が時間・空間・回転の 3つに分けられることを実践的

に理解する。(1)~ (3)を遇して卓球に関する技術および戦術的な

尊書科

理解を深めることにより、自身あるいは他者のプレーに関する課題を

発売すること、さらにはその課題を解決する具体的方法を考案できる

ようになることを目指す。

ソフトボール 本講座では、ソフトボールのルールや戦術、審判j去を理解し、ソフ

日 目 トボールにおける投・訂・走の基本技術の習得を目指す。また、ミ二

ゲームや学校体育ソフトボールを遇じて、ソフトボールの安全な指導

法を身につける。

柔道 」の授業科目は、柔道の特性を理解し、基本的動作、投技、固技、

形などの技術を習得し、乱取りや試合が安全に行えるようにする。ま

た審判方法ち習得レ、審判技術も養成する。 1受業を通して日本的な行

動の仕方を皐につけ、指導者としての基本的技術、 I~\構えを学習する。

剣道 」の授業科目は、剣道蓄や剣道具の着装や竹刀について学び、次に

礼法及び所作ごとも理解するなかで、足捌き、素振り、訂ち二踏み込

み正面訂ち二気剣体一致の打ちと進んでいくなかで、相手(苅人動作〕

との切り返しゃ稽古ヘ展開し、基本的技術、山構えを学習する。

空手 」の侵業科目は、人格完成とすぐれた社会人、青少年の健全育成、

武術とスポーツ等多くの特徴を合わせ持つ沖縄の空手道・古武道につ

いて、「型〔形〕の分解JI型(形〕の技法」等の武技を学び、身体と
I~\を鍛え上げる。

舞踊 」の侵業科目は、体育科教育法の表現運動・ダンスと学習指導で示

されているフォークダンス、創作ダンス、現代的リズムのダンスの実

技を通して表現運動の特性を学15¥。また、舞踊の各活動「踊るJI創
るJI鑑賞する」の相E関連について理解を深める。さらに、表現活
動として教育における舞踊の意義や舞踊運動の特徴を講義する。

-55ー



科目区分 侵業科目名 講義等の内容

琉球舞踊 琉球舞踊は、旧琉球王国の宮廷舞踊として生まれ、現在沖縄の伝統

的な舞踊として受け継がれている。この授業科目は、その琉球舞踊の

中から古典舞踊作目「かぎやで風」を取り上げ、ます、民族舞踊の踊

りそのものを体験させることを第ーとする。そして、沖縄の踊りの特

徴がより理解できるようにパレ工、日本舞踊等他のジャンルの舞踊の

基本動作(姿勢・歩みなど〕との比較を行う。

エアロビクスI 」のj受業科目では、健康づくりの運動として重要な有酸素運動の効

果と特徴を学び、その一つである工アロビ、ツクダンス特有の音楽に合

わせながら動き、指導する技術を身につける。

工7フ口ビクスE 」の授業科目では、工7フロピックダンスを指導する役割を理解し、
苅象者に合わせたプログラムを作成する方法を学び指導、観察、修正

と指導の循環を習得する。

レクリ工ーション実技 」の}受業科目は、人と人との父流を促進する技術を身cつける」と
を目的とする。学習内容は、コミュニケーション・ワーク(ホスピタ

リティ・トレ二ングやアイスブレーキングの技法)とレクリエーショ

ン種目の実際〔主にコミュニケーション・ゲームやレクダンス、二ュ

ースポーツ、ネイチャーゲーム等〕に力点をおく。

ゴルフI 」の授業科目は、ゴルフの初級コースである。体育館及びゴルフ練

習場を利用し、ゴルフスイングの基本を習得するため、テーマ別にレ

ッスンを組み立てる。ピッチ&ランハーフスイング、フルスイング、

パッテイング、アプローチ及びパン力一ショッ卜の練習が主な内容で

専 専 ある。

ゴルフE 」のi受業科目は、ゴルフの中級コースである。ゴルフ練習場でァー
マ別にレッスンを組み立てる。ミドルアイアン、アプローチのテク二

ック、ドライバー、フェアーウェーウッドの練習が主な内容である。

そして、侵業の最後にショートコースをラウンドする。

ウインドサーフィン 」の侵業科目は、ウインドサーフィン帆走の基礎的技能の習得を目

的とする。ウインドサーフィンの特徴は、マストが全方自に倒れる可

動式で、ブームの傾斜角により風庄中J~\点を愛化させ、進行方向を定

めることにある。風や波と一体となって帆走する浮遊感や爽快感を体

験し、練習法、指導法に加え、安全管理の諸原則を体験的に学i5io

スクーパダイビングI 」の短業科目は、スクーパダイビングを初めて体験する人を苅象と

した初J~\者入門コースである。学科講義、限定水域実習、海洋実習で

構成し、規定の講習を修了することでオープンウォーター・ダイパー

の認定証を取得する。海中から沖縄県の豊かな自然環境を観察し、認

識することができる。

スクーパダイビングE 」のI受業科白は、オープンウォーターフイセンス保有者を対象によ
りスキルアップした活動を行うo具体的にはアドパンスド・オープン
ウォーター・ダイパ一、ピーク・パフォーマンス・ボイヤンシー・ス

ペシャルティ及び、魚の見分け万・スペシャルティの 3ライセンス
を取得する。また、沖縄の海の様子を知り、海中での安全や海洋環境

の保全に関する知識と妓術を得る。

スキー・スノーボード 」の授業科目は、雪を媒体にレたスポーツの特性をつかむ。実習を

通し、スキー・スノーボードの知識・技術を身につけるとともに、雄

大な雪山の自然を満喫し、野外学習を体験する。身体の鍛錬、健康増

進、仲間との交流など、生涯に渡って雪上スポーツを楽しむために脳

要な知識と能力を身につける。
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科目区分 J受業科目名 講義等の内容

ァーピング・マッサージ 」の援業科目は、スポーツ外傷、障害に対するァーピング・マッサ l

ージの適切な処置及ひ。使用の!必要性を認識させる講義である。テーピ

ングの内容としては、基本的な理論に基づき実施j去を修得し、各外傷、

症状に応じたテーピンク及び処置法の実習を行う。また、スポーツ・

マッサージは、コンディショ二ングに必要な手法の一つで、状況に応

じた基本的な技法について実習する。

インターンシップI 時代が求める職業、社会が求める人材や能力1;:ついて理解する」と
で、働く世界の現実を学ぶ。スポーツや健康のキャリアを生かせる職

業にはどのようなものがあるのかを知る。

専 専 インターンシップE 社会人とレて働く」との意味、組織のしくみや仕事のプロセス、職

書科 科門教育
場における人間関係やチームワークなどについて学びながら、就業意

識を形成する。夏季休暇中に県内外の各行政機関・法人・事業所での

活動現場で行う。事後学習を行う。インターンシップ終了後、報告会
目 目

を実施し、インターンシップ生聞の振り返り、分かち合いを行う。

地域ウ工ルネスブロジ 地の拠点とレて大学c成果の還冗が求められる背票下1;:おいて、地
ェク卜 域における様々な課題を見出し、その解決に向けた活動を行うことは

重要な要素になってくる。本科目では、自治会や地域の方々と共同で、

その地域に取り巻く諸問題の解決をはかる企国や活動を行い、地I或の

諸問題に貢献することを目的とする。

学業研究演習I 」の授業では、学業研究論文執筆1;:向けて、演習形式でスポーツ・
卒業研究演習E 健康分野の研究方法を学ぶ。

卒業研究演習E ゼミごとに内容が異なるため、詳細はシラパスを確認すること。

卒業研究演習N

月

t
に
d



取得できる免許・資格について | 

I 取得できる鯖午・資格紹介

1 保健体育教諭鯖午

二部ーツ健康学科て別号可能な:保健体育の免許状は、中朝交輔自一種免許状と高等朝交教諭一種賠献であ

る。保健体育Ict.I1山と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通

して、生涯にわたって運動lこ親しむ嘗頭や能力を育てるとともに健康の保持閣隼のため¢漢践力の育成と体力

の向上を圏り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。」ことを教科の目標としている。保健体育ι浮舟自免許
のI!Ji膚を目指す者は、この目標を理解するとともに資質や能力の基礎を培い、実践力を身に{寸けなければなら

ない。運動旨導に関する調書力を高めるために保健体育教諭を目指す学生l本教職の浸業を履修するだけでな

く撞結陪動を4年間継続することを強く薦める。

2 費護輔命一種鯖午

曹長教諭とIct.小・中・高校およ剖鵠リ支援学校におか札児嚢・生徒の龍蔓をつかさどる耕顎載員であ

り、「制撤育出第37条の12項にそd活気動淀められている。 I坊主は、任明刻呆健計画の立案に参画す

み@朝交環覧南生の維持・政善につとめゑ③桝郊古食の偉注管理にあたゑ④健康診断の期信十画ならび

に運営にあたゑ⑤健闘目談の輔包計画ならびに運蛍にあたる、@疾病予防の管理と指導にあたξi..w.腕急看

護にあたゑ@凌全併記要と指導にあた&儲呆健教育に協力すゑ⑮学閥呆(硲舌動に参画しそd糧営に協力

する、⑪保健室の劃蒲に努めその運営にあたる等で、資格については教育職員揺弔去に規定されているb)庄司氏

学fQj呆{湾舌甜量進の中核脳鑓仲コーディネーター的儲L健康相談・健康相部閣の役醍荊U，¥儲的加

わり、麓蓑教諭に苅する期待Iel:一段と高まっている。

※保健体育教諭免割え書籍教諭

免許状.'5:取得するためにはスポ

ーツ健康明ヰの専門教育和田、

専門基礎教育科目に配置される

擾業(教科こ関する科目)の他

に教職科目に配置される侵業

C教職こ関すξ斜自)を履修UiなけずUまならなしL
保健体育教諭情謙輔伽免訴閃乙関する科目ι群しし前回釦商法悲劇哨志日幽摘される噌鴎関節
ててFきIに詳しい翻肢食切ているのぞ、ぞちらを参考にすること。

保健体育務自
麓量教諭

中学校 高等学校

教育の基砲抱理解に関する科目等 27 23 21 

教科及び事刑制昆聖書去に関する科目 28 24 -----欝蜜こ関する科目 ~ ~ 28 

大学力強自!こ設定冒る科目 4 12 7 

合計最i困窮単位数 59 59 56 

3 第一種衛生管理者免許

本学部において臥指定O)j;受業科目を臨写して卒業することにより「第一宿衛生観塁者」の免許申請を行

うこと力?できる。目指せる暗闘志衛生観里者であるb 衛生劃塁者〈厚生矧動省許可の国家資格)I本安全

矧動偉注法に基っき、常時50人以上の労働者を雇用する事艶附こ箇くこととされている。その主な目的は、

作業場の設備、作業方法又は衛生状態に有害なおそれの濁る場合、矧動者側建蘭庫害等を防止するために必

要な借置等を講じることである。さらに健康関親笥iX~策として THP (トータル・ヘルス・プロモーショ

ンプラン〕を体系的に推進するだめに、職場の健康官劃1llj.本制の中では重要なスタッフとして位置づけられて

いる。衛生管理者の職務内容は、寸量的には事業場に却す忍⑦作業環境の官旦②作業条件等の作業闇里、③

職員の労働衛生教育等である。
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4 健嵐盟諸指導土

健康聾B指導士は、健康づくりのための霊動指導者に与えられる称号の一つである。明及・傭賠訴の生理

機能の維持・向上を図ることによって、動胴更{じ、 1M鵬、高血圧等の生活習慣病を予防し、健康k準を保持・
増進す説目点から、医学陸部知識運動型霊学倣日識等に盟却U固lマ人に対して、安全で効果的な運動を実

施するだめの運動プログラムの作成およひ子毘導を行うことカ?できると認められだ者に与えられる。主として

健闘曽進センター、保健所、市町村保健センター、帰怠民間健闘曽進施設〔フィットネスクラブ等健康づく

りのための聾施行うための臨おなどにおいて、健康づくりのたぜ削聾脂事こ従事している者、また従事

しようとする者カtこの称号を取得している。
平成19年度より本学科力事翫腕として属習された。抱定の科目を在学中に樹害することによって、講習会

への参加が免隙さ札健康聾脂導士費実資格力唱えられる。認倍鵡責の郵畑、指定された科目をすべて修

得(単価思岳している必要がある。早ければ4年生9月明綻試験を受験することわ?できる。

|受開の関 I~・・砂|認定試験 I~・・併合格後登録|
G年終了時斗弓範幸ヲ 9月，什月.3月 。諜倍。

4-2 健康i重量庚霊智旨導者
健闘量動実践指導者は積極的な健康づくりを目的とL疋運動を安全かつ矧果的に実践指導できる能力を有

する者で、健康づくりのための聾腕専門縮哉割蔚え、自ら男本を示ぜる実技能力と、特に集団に苅する運動

指導開聞こ長けた者に与えられる称号である。

健康の概念や我力百わ直面している健康課題、さらに生活習慣の舌山やストレスカ鴨康に及ぽす影響などを

学んでいる健蔵聾鰐職指導者leh健康づくりのさらなる自由聾B化(ポピュレーションアブローチ〕だけで

なく、子供達の発達関皆をふまえた健関淳書の到麦ち行うこと力?できる人材である。

本学科eh平成24年度より養闘交として享留された。指定の科目を在学中に樹号することによって、講習

会への参加力測結札認賠搬の諸銭輔が与えられる。計画的に闇彦を行えleh3年次に健康聾』諦指

導茜思居撒(任漢技試験、@津詰鵡費Dι灘買力可能となり、合格後、在学中に資格を腕号することができ
る。

5 日本スポーツ協説J濁ロポーツ指導者資格

日本スポーツ協会ノぷ認スポーツ指導者資格leh日本スポーツ協会が国民スポーツの振興と競伎力向上にあた

る各種スポーツ指導者の資質と指導力の向上を1図り、指導活動の促進と指導体制を確立するために設けている。

学校教車克揚や民間、捌或で体育・コ洲一ツ関連制器専を行う上で有効で重要な資格である。各資閉ま苅象者

や用途に応じて細分化されており、多岐にj度るた臥前田は日本スポーツ協会ホームページにて確認すべ

きである。 (http・//www.iapan-sports目or.ip/coach/index.htm 1) 

本来は(即日本スポーツ協会カヲ訪問る資格ごとに設定された1輔、劃扱び指導実習の講習会を受講し、

検定説験に合格しなければならない。しかし、本学科では指定された段顎ヰ目を修得することにより、資格取

得のベースとなる共通科目 I+II+mの講習会への参加が免除され、次頁表科目のジュニアスポーツ
指導員とスポーツプログラマー資格の受験資格力可専られる(卒業年度に修了証明書発行の手続きが必要〕。

ジュニアスポーツ指導員は地t或九吠ーツクラブ等において、幼・少年期防子どもたちに遊ひを通しだ身体づ

くり、動きづくり四犀専を行うこと、コ出ーツプログラマーは主に青年異!ID-~降のすべての者に苅し、雌現スポ

ーツクラフなどにおいて、フィットネスの市舗や向上のための揺善・朗言を行うことを目的とした資格である。
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表.日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の分類

資格の分類 資格の名称

競技別指導者 指導員、Jj樹韓員、コーチ、上級コーチ、翻:ili.Jj干長期市

スポーツ抗弓ヨ尊基礎資楕 スポーツリーダー(卒艶苦に申請ιゆで取得可〕
フィットネス資格 ジューアスポーツ指導員、スポーツプログラマー

メディ力ル・コンディショ二ング資格 アスレァイツクトレーナー

マネジメント指導者資格 アシスタントマネージャー、クラブマネージャー

6 日本トレーニング指導者協会話淀 トレーニング指導者 (JATI) 

一般人からトップアスリートまで、あらゆる対象や目的に応じて、科学由'iJt偲処に基づく適切萌聾』プログラ
ムの作成と指導力?できる専門家であることを証明する資格である。

名桜大学は、 2αコ7年10月から、当協会のトレーニング指導者養側交として認定されている。〔日本トレ
ー二ンク福導:劃絵品官官鵡貴の覇貴資格力糟られる〉

JATI認定資格¢糧類

(1 )トレーニング糧事者 (JAT1-ATI : A，∞redited T raining Instructor ) 
基礎資格 トレーニング指導者として必要な知識と描路取得した人

(2)上級トレーニング指導者 (JATI-AATI : Advan団 dA，∞reditedT raining Instructor ) 
上級資格高度な知識と鴎Eを有い後進倒語的立場になりうる人

(3)特別上級トレーニング指導者 (JAT卜SATI : Senior A，∞redited T raining Ins加 ctα)
最上級資格きわめて高度な知識と技術を有するとともに、すく判た指導実績を持ち、業界の社会

的地位向上を担う人

7 省塗宿庄事任用資格

社会福祉主事任用資格l志社会福祉α居着でi動く人々にとって、最も基磁的な資倍であるb 本学科で開設さ
れている指定科目(社会福祉鵬向、社創冨祉援朗技術、児童福祉、介謂臆泳医学一般、公衆偉注学、看護主

栄養学など〉から、 3科目を履修することで、卒業と同時に取得できる(学生調こて「社会福祉主事任用資格

科目修得証明書」を期王〕。

社会樹止主事任用資格は、都道府県、市町村の行政職予樹i搬などの公務員試験に合格して、福祉事務所の

ケースワーカーに採用される場合に知力をちつ資格である。また、社会福ネ曲笛匙刀職員などにも準用される資

格となっている。

・社会福祉主事の主な職場・行酎幾関舗止曹新、児童相都万など)

児童翫曲笛室、障害者福湖毎量、高齢者福制恒設など

E免許・資格闘号関係科目履修時の留意点

1.免許・資倍取得を目指す場合、同1ιp63の免許・資格取得関係科目一覧表を参考lこ履修計画を立てるこ

と。

2.免許・資倍腕尋問系科目一覧表について
P61九B3の免許・資格11>碍関係科包一覧表は、各免許・資格に闘車する科目について、癌ヰ・資格11)(得に

おいて!0す寝修しなくてはならない科目を。印(制多〕、科包区分から選択していくつか履修する必要のあ

る科目をOEP(潤尽凶多)をそれぞれに明記している空欄はいすれfJ)官毘認でも履多司自捧目である。

※利息な点力攻it1，ぱ、指導教員等に酷認しながら行うこと。

60 



【人間健日康学部スポーツ健康学科]免許・資格取得関車科目覧表(資格との闘連 O 脳苦 O 選択必修〕

単位数 スポーツ領域 健康領域

協ス日
協ス
i 第

区分 科 日 名 霊年次 撃 震 + 
履修前提科目等

tコ

+ 回

教聾演習 1 I 1 2 

ルとーtヲ アカZ ~ ー 教]FBY 7E養ミ1ヲワラ演9イテリィ習テ1?ヲe? E I 
1 2 教望書寅習I
1 2 。 。
2 

ツ

F F bBTT. ミミ9ヲ9ヲ1ラキイルテ特ィ別1?講.義E 1 2 ク
1 2 

Hア手ンヲi -J 大ラキイャフ学リデザ?とイデン特ザ人別イ講生義ジ
1 2 
1 

2 2 
2 

ト…

プロジェクト学習 2 2 

共通コ
人間と環境 2 
生命と倫理 1 ? 

呈理金 思空科学入門 1 2 

自
論理学 1 2 
現代思惣 2 
思想と論理特別講 義 1 2 
沖 縄 学 1 2 
沖縄の白 然 1 ? 

沖縄の言語 2 
沖縄理解特別講 義 1 ? 

体体健康育育・ ス実実ポー技技ツ科学E I 
1----- 1 

@ 。
?震

1 。 。
2 

健健康康ススポポーーツツ特特別別講実義技
2 
ト一一一一一一
1 

ヘ. ヲヲ?-1コ9・1)ヲヲ1 1 2 。 @ 

|イ1? リッ担 ]ミ こ'J-931 2 。 。
ドイツ語 2 
ドイツ語 E 1 2 ドイう語I
フランス語 2 
フランス語 E 2 フランス語I
ベイン語 2 
スペイン語 E 2 スベイ〉語I
ポ)~卜 jレ言吾 2 
ポルトガル語 E 2 ポルトガ)~語 I

国 1 2 
4コ国 E 2 中国語

国 2 
韓国 E 2 韓冨語I
イ 1 2 
イ H 2 ヲイ講I

外国語特別 講義 2 
外国語特別講義 E 2 
ア}デミッ P英語基礎 2 2 
7 う ?'i ィ U ィ 1?- リ~)l l 2 2 
J?'i1U -11?-リ"))1 2 2 
ビジネス英語 2 2 
ビジネス英語耳 2 2 
国際学入門 2 
異文化接触諭 2 
冨際社会と日本 2 
人権と平和 2 
国際1ミ1= 'J -9ョY論 1 2 
海外スタディツア 1 2 
国際理解特別講義 2 
音楽の歴史と鑑 1 2 
美術の歴史と鑑 1 2 
哲 1 2 
11)1 理 2 
歴史 2 
教育 2 
ヒューマンケアリン 2 
文 2 
文科学特別講 ? 
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【人間健康学部スポーツ健康学科】免許・資格取得関係科目一覧表〔資格との閣漣。必修 0・選択必修〉

単位数 スポーツ領域 健康領域

協ス日

警 協ス日S J 
A J T 

第

区分 手ヰ 目 名 撃 選択 自由 十
履修前提科目等

tコ

同+ 

法 学 1 2 

憲政 治 学法
1 2 。 。

1 2 

学基霜 経経社 済曽会 学学学
1 2 
1 2 
1 2 

人文地理学 2 
社会科学特別講義 2 
数 学 1 2 

ト一一一一…
統 言十 学 1 2 
物理学 1 2 
化学 2 
|生物学 1 2 

lド一情地一一一一一一報一一一一一】科】一ーー一一学 と 社 学会l】1 2 

二二|:;子
自然科学特別講義

スポーツ健康学総論 2 
スポーツ健康演習 1 2 
ウヱルネス概論

トー…
。 。2 

発育発達学 2 。 。 。 @ 。
救急処置 。 。 。 。 。 。 。 。 。2 

↓一一一 一
「生涯ヌポーツ諭 1 2 

t2-
。 。 。

|人体機語学 1 
|社会福祉概論 1 2 
|医 学 般 2 2 。 。 。

「解 音リ 学 2 2 。 。 。 。

|生理学・運動生理学 2 2 @ @ 。 。 。 。 。 。 。

|語主筆・公衆衛生学 2 2 。 。 @ 

|栄 養 学 2 2 。 。 。 。

体 育 原 理 1 2 。 。 。 @ 

[翌二 ;二:量 :一一二:ペヂ 1 2 。 「る一

体青山理学 2 2 。 。 。 。 。 。

|体育社 ι言学 2 2 。 。

3 2 。 。 。 。

2 2 。 。 。 。

トレー ング論 2 2 。 。 。 。 @ 

[li五・溢康潟両Eと一語一面 3 2 。 。 。 。 @ 。

スポーツ指導論 3 2 。 。 。

日ポーツ栄養学 2 2 。 。 。 t@ j--@ 
スポーツマネジメント 3 2 。

|スポーツ障害と予防 3 2 。 。 。 。 。 @ 

れ重 重n %--j'j' 論 3 2 。 。 。 。 @ 。 生理学・運動生理学
|安全管理論及び方法 2 2 。 。 。 。
片手 外 暴 言一一論 2 2 
レジャー・レクリエーション論 2 2 
|空手・古武道概論 3 2 

ト一一一…

|体言・;;z示一一ッ亙 3 2 。 。 。

|スポ二'Y!¥-平一牙メ力三ヲ支 2 2 。 。 。 t-@-j-@--
I j事 技 論 3 2 
健 康 教 育 2 2 
自づ=ー 校 {果 健 2 2 。 @ 

精 ネ申 {果 健 3 2 。 。

養 E豊 概 E見 3 2 。

看 護 学 1 I 2 2 。

蓄 護 学 E 2 2 。 解剖学、看護学I
学校救急看護学 3 2 。 看護学E

健康相談活動の理論及び方法 3 2 。
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【人間健康学部スポーツ健康学科】免許・資格取害関係科目覧表(資格との関連 @:!白修 O 選択車修)

単位数 スポツ領域 健康領蛾

↑ス目商

雪 雪
A J T 
諭霊

第

題 襲 書著書
前提科目等

区分 科 目 名 + 
'" 
同+ 

医学 般 E 2 2 。 。
病理学 2 2 。
免疫学 2 2 

微薬 生理 概物 学論
2 2 。
3 2 

ト… 卜

健康 I~\ 理学 2 2 I~ 
i保b 健の衛健生 康学

2 2 
3 2 。 。

労働衛生学概論 3 2 。
労働法規 I 3 2 卜一一 。
労働法規 E 3 2 。
介護概論 2 2 。@ 
社児障害会者福童・祉高援齢福闘者技福術祉祉

2 2 
2 2 
2 2 

グローパルヘルス 2 2 
卜一一一

生衛理生学学・・運公動衆生衛理生学学演演習習
3 2 。生理学・運動生理学3 2 。 衛生学・公衆衛生学

動作学演習 3 2 。 スポーツパイオメ力二クス

スポーツ山理学演習 3 2 。。。。 体青山理学

トレーニング論演習 3 2 。 。 I-~俊一L主主 トレーニング論

海洋スポーツ演習 3 2 
看護臨床実習 I 3 1 。 看護学E
看護臨床実習 E 3 3 

卜一 。 看讃臨床実習

運動負荷試験 3 1 。 生理学・軍E庄理主運副処万諦
健康産業施設等現場実習 3 2 @ 生理学・運動生理車置動皿方諭

コーチング演習 3 2 

再書目

体っくり運動 2 1 。 。③1 
器械運動 1 @ 

陸上競技 1 。 。⑥1 。
水泳 。@1 。。
パスケットボ ル @1 
ハンドボー )c 
サッ力 I-i制一
バレーボー )c 1 @1 
卓 E求 2 1 ⑨ 

フトボー )c 3 1 。
E 道 3 1 @ 

出 道 3 1 @ 

手 2 1 ⑥ 

書 E日高 3 ⑪ 。
琉球舞踊 3 1 ⑪ 

ト一一一一
エアロビクス I 2 1 。。
アロピクス E 3 1 。。
レクリエーション実技 3 1 。。
ゴルフ I 1 
ゴルフ E 1 ゴルフI
ウインドサーフィン 2 
スクーパダイピングI
スクーパダイピンクE 2 1 スクーパダイビングI
スキー・スノーボード 1 1 @1 
テーピン5 マッ「ージ 2 1 

インターンシップ I 2 2 
インターンシッブE 2 2 I Q?J~ イ

地域ウ工Jし平スプロジェク卜 3 2 
卒業研究演習 I 3 

卒卒業業研研究究演演習習 E E 3 
卒業研究演習I

4 卒業研究演習E
卒業研修演習 N 4 卒業研究演習E

」

※@@"，@力I~G載された科目からそれぞれ1 科目選択 ※「⑬1Jは「インターンシッブIIJまたは「教育実雷」から1科目選択

※⑥②@⑪力雫己載された科目からそれぞれ1科目以上選択

内
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スポーツ健康学科

修得単位チ工ツクリスト(修得済みの項目にチェックを入れましょう)

アカデミックスキル科目
日教養演習I 日教養演習E

ロアカデミックライティングI口コンビュータ・リテラシー

ライフデザイン科目 日大学と人生

思想と論理科目 口( ※合計2単位以上

沖縄理解科目 口( ※合計2単位以上

健康スポーツ科目 口( 〉口(
※合計2単位以上

外国語科目
ロヘー川田イYゲリッシュ 口{yゲリ山・1ミユニケ ~3Y

ロァ力デミック英語基礎 口

国際理解科目 口( ※合計2単位以上

人文科学科目 口( ※合計2単位以上

社会科学科目 口( ※合計2単位以上

自然科学科目 口( ※合計2単位以上

専門基礎教育科目((削多〉
ロ スポーツ健康学総論 口救急処置 日 生涯スポーツ論

ロ スポーツ健康学演習 口 発育発達学口 ゥヱルネス概論

専門基礎教育科目(選択〉
口( 〉口( 〉口(

口( 〉口( 〉※合計 10単位以上

専門教育科目(必修〉 卒業研究演習 I口 E口 E口 N口

専門教育科目(選択〉 --2f21主E年年前前堕E期姻型塑型型終終工車了了時時里: 一 空単単望F位位位i1l:ー一旦2ザ1年年空壁後後豊期期里鵬終終終三了了互E里時時略一一 単単理位位旦旦

※合計52単位以上

自由選択科目
口( 〉口( 〉口(

口( 〉口( 〉※合計 10単位以上
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VI 専門教育看護学科について





| 看護学科の概要・教育理怠 I 

1 . 看護学科の教育理怠
看護学科の教育理怠は、本学の基本理怠でもある「平和・自由・進歩」を踏まえ、生命の

尊厳と人権を尊重し、擁護する倫理観と豊かな幅広い人間性を措うとともに、その人がその

人らしく生きられるように、ヒューマンケアを提供できる高度医療を担う質の高い看護専門

職者を育成することです。また、保健・医療・福祉を統合的に捉え、社会のニーズに対応し、

地域社会及び国際社会に貢献しうる実践能力のある健康支援人材を育成します。そのため

に、看護学科では人闘をホリスティックに理解することを最大の特徴とし、人聞が生きるこ

との意味や人間のこころとからだの理解を基盤として、健康に関わる専門知識を統合的に習

得します。また、健康の保持、増進の方策を科学的、総合的に明らかにし、『市民参画型の

健康づくりを支援する専門職(看護の苅象となる人、 1人ひとりが健康づくりに参画するこ
とを支援する専門職)~の育成を目指します。

2. 参画型看護教育の実践に向けて
【市民が主人公となる医療の揚を創出する教育】

21世紀は患者がPatient(我慢する人)ではなく、 Person(健康に生きる人)でなければな

らないと考えています。このような患者中山の看護を真に実現するのが参画型看護教育です。

これからの時代、看護臓は市民と協働して健康を回復し、平和と希望の中で生さることがで

きるように保健・医療・福祉の揚において市民の健康に生きる権利の擁護者として活躍するこ

とが期待されています。このような時代において、創造的に活躍できる自己教育力の高い看

護専門職者を育成するのが参画型看護教育です。

【学生が主人公として成長する参画型看護教育】

学生は学i5i主体(主人公)としてコミットメント能力(参画力〉を育んでいます。コミット
メント能力とはその揚や状況の只中に自己を投げ入れ(プロジェク卜〕、自己を成長(超我)

へと向かわせる力です。学生は教師や仲間との対話を通して授業ヘ参画し、自らが侵業を創

りだしています。少人数教育やゼミ学習を通して大きく成長します。

看護学科では、参画型看護教育を実践し、教育目標を達成し、さらに看護師・保健師国家試

験受験資格を取得するための教育課程を用意しています。
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| 教育課程の特徴 l 

1. 看護学科の教育
看護学科は学生が主体(主人公〉となる教育実践を目指し、学生自らが侵業作りに参画す

る協働探求を中I~\とした学習、双方向型の教育、少人数教育を実践するためにゼミ、クラス

ワークを主体とした『教侵一学習課程』を取り入れています。教育課程の編成の基本的な考

え方は、学生自らが学i5i主体として成長していくための参画力を身につける『学生参画製看
護教育』です。具体的には、コーチング理論や協働学習理論をもとに、学生一人ひとりの個

性を大事にする力一ドメソッドを教慢j去に応用しています。

このような協働的探求をとおしてダイナミックに知識創造の「揚J作りが学生の手によっ

て営まれます。受身的な学習態度や一方向的な形式の授業ではなく、学生と教員が協働して

侵業を進めていきます。学生の協働探求力、自己教育力、自己評価力の育成を教育巴標に位

置づけて、教養教育科目の『教養演習』をコア力リキュラムとして教養教育を編成します。

2. 教育課程のすすめ方
『学生参画型看護教育』は、学生が自ら学i5i主体として成長していくために、参画力を身に

つける体系化された教擾法です『学生参画型看護教育』では、「自己との対話Jr他者との対話
〈仲間、教員、職員との)Jr地減社会との苅話J をとおして rj~の自立と成長」、「個の学習目

標の達成」、「自己教育力の育成」を目指しています。そのだめ、ゼミ単位、クラス単位、また

学年全体での侵業とさまざまな侵業スタイルを取り入れ、特にゼミ活動を中I~\とした教養演習

やケアリング文化実習では、学生が教員ととちに慢業を作り運曽する形式をとっています。ゼ

ミは6~7人、クラスは30人程で編成とし、}受業内容に合わぜて柔軟に運用しています。その

ことにより、学生個々の学習支援や生活支援がスムーズになり、学習時間の確保や試験前の学

習に取り組む姿勢など、学習意欲の向上、学習継続への意欲などの効果が得られています。
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教育課程の展開

『学生参画型看護教育』の実践の特徴は以下の通りです。各年次の最後には、 1年間の学びの
評価を行い、課題についてはグループで話し合い、問題解決に向けた方法を協働探究します。ま

た、学期末毎にクラス担当教員と個人面談を行い、学生個々の学習状況や生活状況を振り返り

ます。

o 1 年次では、本学における学習者としての基本的なI~\がまえや学習方法として、自己の学習

目標を明確にします。クラスやゼミ活動の進め方についても話し合い(クラスワーク・ゼ

ミワーク〉、学生自らクラス活動を企画、運曽します。

02年次では、自分自身のアイデンティティーの確立をめざして、将来のキャリアデザインを
描きます。クラスワークでは、クラス活動の進め方に関するアクションプランを立てて実

践します。

03年次では、自分らしい専門性の獲得をめざして学習ガイダンスを学生自らが企画、運蛍
し、 3年次の学習目標を作成します。

04年次では、卒業後の進路の開拓をめざして学習ガイダンスを学生自らが企画、運営し、 4
年次の学習目標を作成するとともに、 4年間の学びを評価し後輩ヘ伝承していくことを目標

とします。
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| 捜業科目の区分と卒業に必要な単位数 | 

1 .卒業に必要な単位数
卒業判定に当たっては、学則で定めた基準による所定の単位を修得する必要があります。人間

健康学部看護学科の卒業に必要な単位数(看護師国家誌験受験資格取得に必要な単位数〕は129

単位です。科目区分の詳細は、 p128~132の別表3及び4を参照しましょう。

表1.卒業要件
区分 科目区分 !Qj¥修 選択 卒業に必要な単位 IJ¥計

アカァミックスキル科目 8 。 8単位以上

ライフデザイン科目 2 。 2単位以上

共通コア科目 思想と論理科目 。 2 2単位以上
教養

沖縄理解科目 。 2 2単位以上
健康・スポーツ科目 。 2 2単位以上

教育 4単位以上
28単位以上

外 国 号ロ室ロ 科 目 2 2 
科

国 際 E塁 解 。 2 目

共通選択 人 文 科 Aゴ品ー， 。 2 8単位以上
ネ土 4zb x 科 学

(統計学のみ~。 2 修〕

自 然 科 Aョ'"ー 2 。
教科育目専基礎門

人 間 の 理 解 10 。 10単位以上
健 康 の 理 解 14 。 14単位以上 33単位以上

1案 境 の 理 解 9 。 9単位以上

専門分野I 基 礎 看 E重 13 。 13単位以上
成 人 看 護 13 。 13単位以上
母 性 看 護 6 。 6単位以上

専 専門分野E IJ¥ L弔 看 護 6 。 6単位以上

教育科門 局 齢 者 看 護 6 。 6単位以上 68単位以上

事書 神 看 護 6 。 6単位以上
目

在 宅 看 護 3単位以上3 。
統合分野

4E2コ> E重 12単位以上総 看 12 。
保健師教育分野 公衆衛生看護 3 。 3単位以上

卒 業 !Qj¥ 要 な 単 1立 115 14 129単位以上 129単位以上
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| 専門基礎教育科目・専門教育科目の擾業概要 | 

【専門差盟鶴庸科目

科目区分 侵業科目名 掻業の内容

健康な人体の構造、人体を構成する織器の位置問措ー達制鮪E系細リに学

解剖生理学 習し、看護の対象の健康J婚を系細切こ問屋するために必要な自諮問包知識を
習得する。

病態生理子 病理ご~(})!皇居初看護ケア0)J.!i討共口必要な人体の各組織・器官の正常な機能と仕組

(含:病理学〉 みについて学習する。

生百首語刷こおける生体中の生仕浮四輪Eと仕組みを学習し、病態のIE.覇軍に!Idi.要

生仕1!F な生化学蹴昌弘生命j舌凱棚包外液明間節内師轄の宣常性、ホメオスタシ

ス、代謝、液由躍、非特異的生側応酬謝急車醐包などにつし1て学ぶ

個人r~ 集団聞及び個人と集団川目互作用の過程について扱う。特にグルー

人周開系論
プ・ダイナミクス集団力学j~U見に基づき、日常的な人間関係の内に潜む社

会自噴溝やi部リ性について検討する。また、グループ・ワークを通して苅人関

係の諸謂重主計特鮒に学習する。

人間の一生涯という全行程を発達のプロセスととらえ、生を受けてから生涯を

生涯絡重論
終えるまで倒司の身体・ I~哩・社創9錨童について、特に発言動理学の視点力、

らE.到草する。発達開駅精徴、現代人の発達課題と働時どについで学習す

る。

現代家族のあり方が多欄じしており、また介護問題をはじめ鶴見の育児不安

調鯨埠学 制課肝在など、罰実をめぐる問題が増加する一方で、解決がなされにくし1と

(含:ジ工ンダー いう総兄であるロ適切な介護を行うた刷こ、罰刻こ関する基礎的理論を学1.5¥と
論) ともに、家族主正社会システムのーっとしてとらえる視点を持つことで、罰知事

題解決のための手掛かりを探求する。

精干制宋健
車青神醐建康倒持寄増進を目的に精神保健¢概要、精神保健の意義と課題につい

て学び、 I~IO)仕組みと猪玄ストレス、危機1捕の~\制動きを醐草する。

健康相識舌動の彊自
健康相秘舌軍間基礎瞳商として、発逮と健康、児童から青年期に加すて特棚9

と方法
なl崎疾患、身体困犬とI~IO)関係、 l崎の悩みや問題のケア、宇宙館勤の言E録

法について講義する。

病態治療学I
臨末において上民主的に遥置しやすい内科系疾患について、病態のメカニズム、

(内科系疾患〉
臨E利lEi犬、予後・合併症、治療・検査等について系統的に学習し、看護実践に

必要なキュアー(curE請とケア(ca闘を統合できる基礎自官能力を留号する。

外科系男包容に対する看護を展開するだめに必要な黄信哉を習得する。疫虫病気

病鈴台療学E の成り立ち C病態盟塁。、臨床症状、診断、タ体刷治療の方法、適凪合併
(タ陣係疾患〕 症、予後について学習するb 近年頃雲断や治療法は進歩をつづけ、新U，¥I灘署

や手術術式加瞬されており、これらの最新倣闘も身こつけるb

小路湖南態、謝斬、治療について学l.5i.看護を展開するために必要な症候と疾

病理部色療学E 憲、病態、診断、治療の概略を理解する生活と発達の関連にあいて健康から

〔小児疾患) 疾病に至る変化のプロセス、回復に向けて色活窓調整するため江注荏・生活機

自t捌疾患制割空などについて学習する。
母性江減措、診断、治療について学~.5i.看護を展開するために必要な症候と疾

病齢、台療学N 患、病態、診断、治療¢欄告を理解するb 缶百と発達の閉塞におも1て健康から

(母性疾患〕 疾病に至る笈化のプロセス、回復に向けて生活苦庫室するための生荏・生活機

書簡リ峡憲明寺性などについて学習する。

病齢、台療学V 開醐健粛占題を渇えだ人の吾輩を展開するために脳痩な疾患、病態誤新、

(精梓疾患) 治療江市既略について学l.5i.
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科目区分 』受業科目名 }受業の内容

老年学
老年期の身柏旬、 I~岨臥社創包変化に伴う疾病判章書について、病態、診

断、治療など叫芸学的知識や、 j特電の長寿研究などのふ喋摘生的知識を学"5，，，

この授業科目1志君初治療cおける医師・薬斉師などとのチームワークのなか
薬理学 で麗顎哉としての役割を果たすた刷こ習得すべき薬物購去ぽ蹴と日進月歩で

ある期初の生理学位闘果ならびに作用機亨について学習する。

この授業科目l志免疫学についての系統的な学習を指導する。①「免疫の基本

的な仕組み」、②「免疫学的寛容と自己免疫疾患U、③「自然免疫と獲得免疫J、

④「感染症と免疫、⑤「移植と免震む、⑥「ステロイドと免疫J、⑦「エイズ

免疫学 明富と免配、⑧「アレルギー民警」などを時見い朝交現場に必要芯③円周

人臥集団的な感染防御における免疫学」、⑩「ストレスと免配、⑪「児童

から青年期にわNjて多い免疫系民害〔哨息、アトピーなど)Jについてち学習

する。

人体と関係の深い微生物(細菌・ウイルス・真菌・寄生虫など〉の種主l.形

微生牧民F 態、構造など¢渥本事項に触札微生物と宿主と僻目互作用につし1て幡見し、

感染予防や治療研蹴・踊Eを働尋できるよう教援する。免疫学を含む。

健康と栄養、日常生活と栄養、関知と栄養、疾病と栄養について学習し、ライ
栄養学I

フステージを食品・栄養との関係自覇軍する。

栄劃盟国力潤与する疾病とその食事療法¢渥芥的な内庖萄基調停する。廟聞こ

栄賛学E おける栄養りiteートシーム CNST)による栄養軍里について学び、臨宋栄養
学¢題本的な知識と役割lこついて主勘平する。

社会制邸拙およul固人的な努力を通じて疾病を予防し、健康を維持しつつ、

公衆衛生学
寿命を全うするた反問具体的な健康増進を図るための学1聞を学ぶ保健統武
人口静態・重臓J幅十、信舌習慣病・感染症の予防、保儲ラ政、社会保理主保

健・医療・輯岬腹、公衆衛生開書記去規など!こついて学，5¥0

こ併ヰ目I<l:，日常社会で佐会現象、自閥見象、健康現象を統計学的なものの男

保健統計学
かた、考え方、統計学の正しし1利用と開Rについて学習する。内容としては、
調査データや凄験データの統計加里力?でき、要紙分析江浮習を遇して、卒業

研究常事隻艶主に活用すること力?できる。

こι痢日<l:，人間集団に出現する健康関連のさまざまな事象の頻度・分布を調
べそれに影響を与える要因を明らかにすることを通して、健康関連の智占題

疫学 に対する有効な刻策を立てるための学習をするb 内容としては、疫学江湖怠

疾病瀕度側部票、暴露効果の揃票、疫学髄童話、集団験診の原理と方法、感染

症の疫学、主な疾患¢疫学について理解する。

この科目<l:，保健医療福祉に対する政策、行政、財政江渥礎的安rn哉および地方
公共団体の保健医療福祉行政施策を計画策定、実行、評{面のサイクルにのせて

保健樹止行政論 実施するための基礎的な知識を学習する。内容としては、保健医療福融行政・

財政α豆念と仕組み、保健医療福祉行政の分野と制度保健医療福祉の計画と評
価、政策形成過程等に関する演習などを通レて理解する。

最近の少子高齢ネ笠宝、感染症から生活習慣病への疾病構造の変化に伴い、看護

看護と福祉
教育では在宅看護論力憤毘札また介護保険制度力活征されるなど、看護と

福祉の関連力従来に増して強くなることに対応して、言童話動と福祉との聞系

について基柏崎理解を深める。

児童生徒の健闘え態と問題点、学問呆健の歴史‘学f:;l{呆健組織舌動、健康の評

きヰSli.呆健 1凪保健教育、健康相談、学校安全、学問呆健の基礎麗爺を法律に基づいて学
，5"， 
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科目区分 侵業科目名 侵業の内容

労種措の健康管理・健康僻飴寺と増進を図るた瓜矧重晴倒動く職場内環境の

産業雷雲学 管理L作童経事里、衛生教育ならびに変化の激lん1職開こおける矧勤者の劃本

的・開申的愛化に適切に看護、保儲舌動力濃関できる必要な知識を習得する。

健康生活を支えるための保健医療制度に関する法規を理解し、対象者への援助

保健医療と法
報提覇軍1夫ができるよう、保健医療の概念法規の概念看謂識者と法、保健
自醐産自市寵i翻法、看謹時人材確保に関する雄、医療法など関i童潤につ|

いて争.5¥，

この便業科目は将来の多様な国際言語の揚で必要とされる最慨嘆の藷苦力の育

医療揺吉 成を到畏とする。基礎臨栴力文章表現力音声的表現力判断力を育み園内タトの

職場で璃喜を使って仕事を遂行できるようにする。

養護¢概念について歴史的・社会的な観点からとらえ直しながら、聾重教諭の

葺笥爾見 歴史的な変遷現代に求められるf建止活動過程の在り方、聾草の風里や機能
に関する理解を深める。さらに、現1-"ι明宣教育!こ求:められている撞童教諭の
多様な役割について学習する。

この科目は個人制建康課題に関連してとる人々の行動や'I~i理附則面から、保

i断動、病気適応過程などO:Hi捌行動パターン、行動変容に影響する諸因子

保健行動論 などに関する理論を学習する。

内容としては、健康問、健康誌紘保儲ヲ動、ウ工ルネス行動L病気と人間行

重L障害と人間行忠人間行動ヘ峨翻基盤について理解する。

【専門教育科呂】

科目区分 科目名 授業の内容

看護とは何か、看護の本質を改めて聞い直しつつ、葺蔓の専門性及ひ百立性に

ついて考察し、看護職のあるべき姿と将来の看護について学習する。内麿とし

吾妻割蹄高 てIct.看護の歴史的蛮遷i看護の本質と機能看護¢痢惇性・笥桁性と専門

性、看議舌勤の湯と看護システム看設現断売性、将来江濫護の方自性、看護

の質の向上につい古里解する。

看護援問論
看誼里5高価問調扇で¢漢擦の廊用について考える聞こIct.看護実践の基盤と

なる援助的人間関係形成江癌自と揃!日について学習する。

人間の基本町欲求江府足を基盤とし花日常生活行動ヘι凝助を目的に、科学的
欄処に基づいた基本的由舌援脳支術を、講義・演習を通して働号する。具制官

基礎看護技術I
には患者ι疫全、安楽、自立を考慮した日常生活ヘ¢緩問、その人らしく白舌
を送るためι耀ll!Jの必密性を踏まえて生活環境の謂盟労柑、活動と休憩ヘι凝

ー 助、パイタルサインの測定技術、清潔¢緩助1， tJFi世ι耀i助、食生活広海副校Iifij
などを修得する。

人間¢渥羽蛾求ぽE足を基盤とU三日常生活行動ド¥の援助を目的に、伺らか

基礎看護疲偏E
の健康問題をもっ人の治療過程を支える看護師の役割を理解するb そして、ケ

ァι疫全性・安染性・倫理性について学[J， 科学的欄矧こ基づいた基本的擦問
関桁を、講義・演習を通してi断号する。

この優業科目l志、意図的な看護実践とは偲か主主聞い、かつクリティカルlこ草原書

看護実践方法論 を捉え、対人関係スキル及描罫自t麗慰労置を活用した計画的な看護実銭の必
要性と看護江痢学性について学習する。
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科目区分 科自名 慢業の内容

蕎宴期主の国楚である観蓄電3ii備制測定校術、コミュニケーション技術 G也た桝

フィジ力ル
目の応伺)を用いて苅象の健康状態を拒握し、アセスメント結果から正常及び

正常からの逸脱を判断できる長直哉技術lごついてE霊解する。内容としては、看
アセスメント

護におけるアセスメントの意味、観察期市ij(Jj意味、立操の全人師覇軍と倫E艶包
配慮、アセスメント結果を看議畳程に関連付けるためι浮習をする。

雪長ι漢践現場において、看護をl必要としている人々の様子帆医療従事者側動
日 基礎看護実習I きを観察レ、どのような支援力可ヲなわれているのか具体的な事実を通レて理解す

る。

健闘章吾を持つ対象と援助的開系を築き、日常宣言舌援助妓術を用いて障害の状

基礎看護実習E
況に応じた看護を展開する。対象の全体像を捉えながらアセスメン卜を行い、

看龍十画を立案する。計画に基づいて霊童を実践し、評価・修正することを学

習するb

ライフサイクルにおける成人期叫司教を理解するとともに、成人期の対象を取り

巻く社会環境、文化的背景、調矧措球機能保健医療システムなどから、成人

成人看護学慌自 期hの患者と罰実に起こりゃすい健康上の問題を包括的に理解する。さらに、発達

課題や生活経験の蓄積という干見脅から健康上の問題!こ対する成人特有の反応を

理解レ、成人期にある人と罰英に対する看護とその方法について学t5i.，

急激に健闘え態わ潤じする状況(急性期〕にある対象研轍、疾病や治療、ク

リティ却しケア、周手術算腫護について学習い急性期にある人とその家族に

成人看護学方法論I
対する看護の展開と看護実践に必要な曹目的措識と田町を習得する。また、病

院前(プレホスピタル〕、ま見急室、手繍濯、 ICU氾CUなど様々な揚における

急性見晴護の侍徴を理解する。さらに、急性即題擦に開コる医療チームメンパ

ーとそれぞれの儲化連携について学ぶ

慢由旬な絡置をたどり、生涯にわたり生活のコントロールを必要とする対象と

その赫唱護を学割る。時患研奇仇病気の静止需要、切しフ|

成人看護学方法論E ケア能力を高める援助L罰ドの世代一卜について理解し、様々な機書印轄の

特徴を踏まえ、対象と家族にとって最適な健康1え替になるような看護実践に!I3i

要な盟高一方i去を習~する。

リハビリテーションの理怠や主要概念江涯E解をもとに、リJ¥ビリテーシヨンを必
リハビリテーション 要とする患者・弱気乃生活再建に向けだ蕎董副題ト機能について学習し、合わ

看謹商 せて1倒髄との連携・慨』の在り方について醐早を深める。さらに、 i聾ト認知
4幾制章害ι回復に向けた1)ハピリテーション看護実践方法について駒込

健康嘩害により、手lwIT'¥bクリティカJlケ?を必要とする成人期hの患者・家族を
成人看護実習I 対象に、身倒包・ J~A理的・社割引だ兄をアセスメン卜し、生命￠危機的総兄下

乙急性期〕に最適な看護を実践するためσ瀧力およt贈度を養う。

慢性自¥J1J:i経過をたどる健康障害により、生涯にわたり生活のコントロールを必

成人看護実習E 要とする成人期間患者・罰倍対象に、セルフケア能力制留守・向上を目指し

た最適な葺童を難主するための能力および態度を養う。

72 



科目区分 科目名 授業の内容

母性葺婁学臨商
母性看護学の基本概念包郵草し、母性(女性〉の生涯における性と生殖に関す

る健康問題を学び、母性看護の役割と重要性|こついて自誌載を深める。

母性蕎董方法論
女性のライフサイクル各期と田辰・分娩・産樗・新生L朝日における特徴を卸苫

的に理解し、各期の対象者およびその家族ヘ¢緩助方法を学'15"，

母性(女性〉各期の侍i数をt覇軍し、妊娠・分娩・産袴・新生兜期!こある母子お
母性看護実習 よびその家族に対して、適切な援助を実践する能力を養う。さらに、生命誕生

と親となる過程における看護職の役割を学15"，

小児看護の対象である子どもの理解をうな力?すために、子ども観の変遷や子ど

小児葺董学幌高
もの人権と葺童子ども医療と倫理などについて争3しまた、子どもの成長・発
達について、影響因子や成長・発達の評価等を理解L_，_子どもと家族へのケア

及び健康増進のための援闘を学習する。

子どもの健闘庫害副部書レ、病気や入院力t子ども!こ与える影響を理解する。小

小児看護方法論
児に附蜘掠疾患¢病態を!lIlJ詳し、!IiiI要な看護について考える。健粛軍害でさ

まざまな械兄にある子どもと罰ドの看護アセスメントと、媛肪の方法及び小

児看護に!IiiI要な樹桁を習害するb

成長錯童口町じた健闘首位乃た伽コ子どもと家族への健闘、生活ヘι源助につ

小児葺霊実習
いて実践力を費八、子どもの健闘義言及び病気や入院力t子どもに与える影響を
理解し、健闘車害でさまざまな的兄にある子どもと罰疾ヘι漢践能力を養う。
そのために、保寄万、府涜での施設実習を行なう。

高齢期にある人を身体的・1M.到9・社会的側面から捉え、生涯発達することを
理解L_，_高齢者看護の特性を学唱し内容はその人らしく尊厳のある生j舌の保

高齢者看護学臨南 民高揚欄にある人の安全で尊厳ある生活指針寺への支緩、老化カもたらすJ山唾

の影響と適応爪の支援、高齢者の生活にかかわる法律と社会資源、高齢者看護

における倫理包課夏、高齢者を介護する罰英への支援などについて学習する

E噛割こよる生活の変化及四割蜘自に男られる健康問題を持つ老年期にある人に
対して、生活の質の維持・向よを目指した看護を学I込地域の高齢者への支援

体制と看讃の役凱治療を受けるリハビリテーション過程にある高由緒への援

高齢者看護方濁諭 助、缶百機制轄のある高齢者の生活適応への支援、罰安への支援について教

綬する。加自制こ伴う生理的伽理的社会，~'iJ劉じの拒濃ι澄定、融措の健康1障

害、健康生活上¢懸題叫目屋と支援、高齢者の事故防止のため倒ヲ動と予防支

援、安静に(半って起こりやすい合併症予防等を教授する。

高齢期にある人を書体的、 11:;哩・精神的L社会的側面から捉え、生涯銘塞する

ことを理解し、加齢!こよる生活の変化及明寺徴的に見られる健康問題をもっ高

高齢者看護実習
齢期!こある人に対して、ヨヨ、百の質制蹄・向上を目指した看護実践能力を震

う。具体的には、国由緒看護学概組[高齢者奮雷吉濫創の理解を基盤として、

受け持ち患者の覇軍邑程Hの展開をい高齢者のE舌溜i!;""健闘蹄回復への支

援及び罰貯¥の支援を実践する圏楚的能力を養う。
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科目区分 科目名 浸業の内容

時刷雑およm管轄雪護学の基盤となる人間のこころd躍と健康について、
精栴霊蔓学概商

生物塑掠アプローチ・ I~哩佐割宮7J:アプローチにより理解するo また、開申

障害者が生きてきだ歴史を振り返り人権掘重の観点から現夜明書神保健・医

療・福祉制度について学iS¥，

開曙護学の基本概念を理解し、生物・ I~哩・社会自t腕点から精神醐建粛占題

精神看護方j琵商
を抱えた人の4足え方を学'，51.，まrc、精神的健康問題がちたらす信舌への影響や
対象者叫包える苦悩を理解し、その健康とセルフケ7フ¢回復・紺寺・向上を図

仁ヰ

るための看護の方法及問断要なま苅柑について争51.，

精神間建蔚占題を抱える人と毛d疹勝研都主を瑚軍し、その健康と生活の回

聖書干軽言董実習
復・紺寺・向上を図るための喜富豪朗|こ必要な知識・技術及び「共に生きる専

F賢官むとしての態度を習得する。合わぜて、地域生活移行支援及び在宅生活支

援における喬調詠7)j~割とチームによるま君震方法を学iS\，

在宅で長期にわたってヘルスケアとサービスを必要とする対象とそι閣安lこ対
し、在宅ケアにおける看護過怠基樹姉iおよび症状ι疾患に対する援助閥桁

在宅ケア論
について学習する。また、健層覇軍書をもっ人々 やそι法族に対し、保健・医
療・智止システムがどのように連携し、開忠している力官学び、その活用方

法、サポートシステム、ケアマネジメン卜など在宅ケアシステムについて学

t::，¥， 

この慢業科目は、在宅で長期にわたってヘルスケアとサービス哲必要とするク

ライエントと、その家族に対応じた寄留姉¢痩銭能力を養う。具嗣切こは

在宅ケア実習 「在宅ケア論」でι淳習に基づいて、療養生活|こ必要な基本自泊三舌援助や医療
処遣ヘ明断涜看護や、家族介護者の健康支援方法、感謀E予臥診療に伴う看護

関';jjjを習得する。

沖縄の歴史や文化を継怒しながら、長考を全うしている地域の高歯措や糠害者

ケアリング文化実習 などと鰍1あい、彼らの人生母出舌、出或の紳やケアリング文化を学ぶことを

目的とする。

こ制諜科巴は、クライエントせ朝葉樹陸予防と教育、施設や在宅における

感染看護 麟詩型に脳震な諸概j念とシステム、さらに具岡崎感染予防ヤ潜家管理の墓

朝包な方法を学，51.，

看護に必要な看護学や関連諸科学の文献を検索し、それらをi!t判的に読み、活

看葡形罰法
用することわすできる基閥均能力を養う。また、看護における研究の必要性や研

究のプロセスを理解し、研究晴晶、ら研究目的の記患研究デザインの遇尺、

看高間の計画が立案できる基醐包能力を養う。

看護研究方法で学んた葛議猷日識をもとlζ 開~\ある課題について研究を計画

卒業研究
し、論文としてまとめるまで江温程を通して、看護者識にl色要な研究能力を養

う。具体的には課題の愚尺と文献倹討、研究デザインの決定、計画書の作

成データの収集と分析、研期吉果のまとめ、論文の作成・発表を行う。

iヰ暗恥歴史に由来する伝繍拘な芸術文化(言書芸能伝統工芸文学など〕
j中高取乃文化と看護 倒聾高を学びながら、学内外で菊擦に男学したり、演習したりして、看護への

適用を考察する圏楚的な能力を養う。

ターミナ八万ア論 髭鍾ン拍拐ト事をロ副宣ーこあ}う仏。る人院ス臨を巳ホとJチじJ℃スユテアヨLィ円Eッ捗アク櫨正、家彊伏甥の族子し・セ跡臨スメ哩時ジ甜?トセとZ盟スZメ語Rン学録トイ嗣依割田言忍盟ξ症理状Rコ~
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科目区分 科目名 授業の内容

香運瞳高の構成概吉まならびに雪語里論家の車両憶成について学習する。看護

看護認書と理論 E舗の歴史的発展について概説する。看護理論の基醐軍覇軍を遇して、 I舗と
看護実践との開コりに対する理解を深める。

蕎草笛里の目的を理解し、人々の健康向上のために、経醤資源を系細切こ適用

寵轄理
するプロセスについて理解するb 看饗蒼理に関する法的基盤、専門臆医薬固とし

て副題Hと機紘看議¢濡要と供紘卒後教育、組織講造と運営、細餅ラ動の

厨恩恵則、リーダーシッヌ医療・葺蔓事故の予防等の謂重について学習する。

近年の我力t国における保健医療制度改革カサすむ中、看護職者が自らの能力を
十分に発揮い社会に貢献するためには現行の保健・医療樹止の政策央定シ

看護政策論 ステムを理解し、制度的改革等を含めだ政策上の問題を抽出し、国内外や沖縄

時慨に制7苛噛彩服伽耀言をにいくことの璽性を臨す|
るb

今日の家族力生きる1允冗をE覇平し、罰機能について概観する。主要な家族看

親祭言妻学
欝壁面及び概念枠組みlこついて学び、それらの主要な概念を活用して罰主への

E覇軍を深めながら、看龍鯉をふまえた弱気乃ヘルスアセスメント及び看護支
援・援助について学習する。各発達段階に応じた割安富重について学，51"

看護学教育の定義及び看護鮫育制度についての基醐蹄I勤時深め、諸外国の

覇婁毅龍高
看護教育制度との上院知、ら、我力冒の看護教帯リ度の特徴と課題について学習

する。まだ、看護教育を具体化するための教育課程及び看護翻濡自についても

学習する。

異文儲雪護¢概念枠組みを応用した国臨時奇観助や国際協力活費阪湾例に

国際看護学I ついて学びながら、人々の生活に深く根ざしている文化背景を理解し、民族と

しての尊厳を守る鑓助について考える。

2年次の浸業で学んた国際看護に関する基礎的な知識をふまえて、調磁の事例

糟鵠をとおして、人々の生活に深く根ざしている文化背景を考慮'v/c異糊句

国際葺董学E な看護憲舌動の展開方法について争5もまた、園内・国臥の多文化共生性会にお
いて、マイノリティー・マジョリティーにかかわらす間主としての尊厳を守る

ための言語紘D役割や霊要性について理解する。

災害医療ι湛臨毘哉として、災害サイクルに応じだ活瓢賜別の看護、髄足者

災害警議論
特性に応じた幸子選の風味災害とこころのケア、災害看護活動¢謀題、具嗣包

な発災直後から出動までの蕎董展風近年の世界における災害と国隙紋揚舌動

¢甥状など品嵩委を行い、災害発生時のトリアージの演習などをおこなう。

こ江桝目は、離島・過即位止裁の住民が笹屋にわたり住み慣れた加議社会で安'I~\

島唄・過酎也看護高
して生活できるよう、保健医療福祉を統合した保健活動を展開する地I或づくり
明楓ケアシステムを構築できる能力を養う。モデJI.II慨において実践的能力

を高める学習を展開する。

1年から4年までに修得しだ毒草¢蝿主能力の評価を踏まえ、自己の諜題を明

総ち実習
らかにし、保健・医療・儲止の包括的な視点から看護の申書館協実践能力を高

めることを目的とする。さらに、学生自ら力演習を企画し実施は平価し、将来

の自らの書話量力発展と方向性を探求する。
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科目区分 科目名 慢業の内容

t断て生活する人々の健康問題解決や健庸難皇制E欄包な解決に関する公衆

公衆衛生吾妻学踊命
衛生看護の基醐路考え方について学習する。内容としては、公衆偉注雷聾の

歴史、公衆得注葺童話動αÆ~言・目的、基本概念とその活用、活動領或と対

象、活動方法、社会環境の変化と健康課題について争乱

生涯にわたる各開皆(発達関皆)、健康レベJI.Aこ応じた個人・覇気集団の

公衆衛生蕎童話動論
まえた保健樹止活動について学習する。内容として1本母引呆健福松舌凱成
人保健福松舌動、高齢者保健福.rili舌動、歯科保健活弘障害者〈児〉保健福祉

活動、開眼健福拙舌思量腕保健福拙舌重払感謀症保樹富山吉動、児童書待

予防福祉活動について争込

t出刻こ顕在あるい|ま潜在してい否健康問題明白宮古法、 f也或診断に基づく活

公衆衛生奮罰j琵高
甜固と評凪さらに間二一効鵬化など酬に解決する臨腕

知識と技術を学i5i.， 内容としては地I耕守性、 I樹或集団の儲数d耳目震、活動計
画およE湾諜計画の策定、計画の推進(進行軍呈計画のE瞳②、自治体 G呆
陸ifi、市町立)に制する計画策定・施策化と予算などについて学ぶ

拙或の人々が、自ら健康問題を麓哉し、主(将司に健康倒呆開態隼を図り、健

公衆偉i生雷帯当琵高
康問題割棋できるよう蛸謝牲を踏まえだ適切な接近技法・捌5を遺書尺し、

介入することのできる墓蘭抱な能力を養う。
E 

内容としては倒置指導主家臨古風健康教育、健薦書査、健康相獄、地区組

織の育成捌或ケアシステムづくり、社会資源の開発について学i込

行政看護領I或における公衆偉注看護管理の概念、機能と特徴、健康閉館管理
とその意義健康問幾管理体制について学習する内容としては公衆偉注看

公衆衛宣言警官理論 護甑監概念保闘市の実践活動α邑程と管理梯師、保儲市の看護観職能の
特徴、即ち事例管理・地区管理・事業管理・組織軍営管理・予算宮里・人材育

成・人事管理・1欝日管理・健闘宮北幾劃里について学15i.，

こι漢習でIct.保鹿野万、総合艦合センター、事業所〔小規模を含邸側呆憾舌
動について、それぞれd狸怠と目臥役割廿製自民制度とシステム、健闘首

公衆偉注吾妻実習I 進主健麗題、 E朝方法について学習する。実習内容として臥福祉保健到の
役割と機能総省健診センター倒安割と機能事業所(小規模を含む〉におけ

る健康管理と看譜識のf盛山こついて臨由男学実習する。

既習の公衆偉注看護実習Iを基盤にして福祉保僻即湖臨む姐JのI動車のも
とlζ 福祉保健所における管轄御詠乃人々の健康の特徴と保健福祉における公

公害韓正吾隻実習E
衆偉注看護憲舌動と地域保健管理d漠霊祭について実習する実習内容とレては
観吐保佐野万における出鵠注看'~!J;舌動およとたJヲ簡生奮蔓管理実習として事例

宙皇、地区管理、事業管理為組織軍営管理‘予算管理、人材育成人事管理、

惇誇隠語~，健康信雄管理について実践的に実習する。

公衆衛生葺隻実習IおよびEと関車さぜて、出或の人々の健康の侍徴と市団
村まだは市町村保健センター、地I或包括支援センターの役割と機能について学
ぶさらに、公衆衛生雷蜜舌動およu1呆闇市の活動四畳程と管理機能¢漢闘こ

公衆衛生看護実習E
ついて実習する。また、市町村内にある小学校を訪問して、学校における健康

宮駅終始故と雷欝嫡叫繍Eと僧tlIこついて見学学習する。実習内容として
lま地域舗、健康事靖、家庭訪問、健康相談地図醐活動加費ケア体

紙社会資源の活用方法、蹴或支援事業(割舌支援センター)、学校について実践

的に実習する。

一76



取得できる免許・資格について

1 .看護師国家試験受験資格〈全員〉
卒業要件である4年間の指定された力リキュラムを履修し、単位を修得することにより、
看護師国家試験受験資格が得られます。国家試験は毎年2月中旬に行われ、 3月下旬に合否が

発表されます。

2. 保健師国家試験受験資格(保健師課程選択コース)
卒業要件である4年間の指定された力リキュラムおよひ保健師課程選択コースの力リキュ
ラムを履修し、単位を修得することにより、保健師国家試験受験資格が得られます。国家試

験は毎年2月中旬に行われ、 3月下旬に合百が発表されます。

※保健師助産師看護師法の改正により、保健師の免許取得にあだり看護師の資格を有する

こととされましだ(保健師免許は、保健師国家試験及び看護師国家試験に合格しだ者の

申請により保健師籍に登録することによって行います/保健師岡産師看護師法第12

条)。

3. 震護教諭二種免許状(保健師課程選択コース〉
養護教諭は、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等において、児童-生徒の養護を担

う専任の教員です。養護教諭二種免許状は保健師免許を取得した後に、都道府県の教育庁に

申請することにより取得できます。ただし、在学中に指定された教職科目を履修し、単位を

修得することが必要になります。

なお、指定された教職科目は以下の科目です。

必修科目・ベーシック・イングリッシュ I、コンビュータ・リテラシー

選択科目:憲法、体育実技I、体育実技E

4. 第一種衛生管理者申請資格〈保健師課程選択コース〉
労働安全衛生j去により、常時50人以上の労働者を雇用する事業所等に配置される保健師免

許取得後に労働基準局への申請により取得できます。

5. 目指す進路・就職先
看護師・保健師(病院、診療所、保健施設、福祉施設、保育園、訪問看護ステーション、保健

所、保健センター、企業の健康管理室、行政職、看護教育機関〉、養護教諭(小学校、中学校、高

等学校、特別支援学校等〉、大学院進学、倒産学専攻科進学等
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| 看護学科に特化した履修登録~単位修得までの注意点 1 
単位の算定方法

便業形態 単位数 綴業時間
1セメスターあたり

のコマ数

1単位 15時間 7コマ十期末試験
講義

2単位 30時間 15コマ+期末試験

1単位 30時間 15コマ十期末試験
演習

2単位 45時間 22コマ十期末試験

臨地実習 1単位 45日寺間 1週間

既修得単位の . 本学では、他大学等(短期大学、高等専門学校、高等専門学校専攻科を

認定 E含む〉において履修しだ援業科目(大学設置基準第31条に定める科目等
履修生として修得した科目を含む〉について、本学(本学科〉における侵

業科目の履修により修得しだちのとみなし単位認定をする制度がありま

す。既修得単位として認定するためには、以下の書類が必要となります。

① 履修単位数、成績を記した成績証明書

② 相当する科目の履修内容を記した講義概要(シラパスの写しでち良

しり、または受講ノートなどの講義内容のわかる資料〔コピーでち

可〉

本学科において既修得単位の認定苅象となる科目分野は「教養教育科

目」とします。申請にあたっては合計20単位を認定上限とします。看護
学科の特徴から、「専門基礎教育科目Jr専門教育科目」は認定しません。
単位認定は、提出された書類をもとに審査し、教授会の議を経て決定され

ます。単位認定を希望する揚合は、書類を準備し、原則入学時から1週間
以内に教務課ヘ申請します。

臨地実習について 14年間の実習計画
1) 臨地実習は、看護師課程で23単位、保健師課程で4単位が計画されて
います。 1年次から開始し、 4年次まで段階的な学習が計画されてい
ます (P67図2.4年間スケジュール参照〉。それぞれの実習には、各
概論や方法論等の所定の科目の単位を修得した学生のみ実習を履修

することが出来るなどの前提条件があるため、必ず各科目のシラパス

を確認して下さい。

2) 単位認定に関する実習評価

実習評価は、実習目標到達度・記録物・レポート・実習態度等により

科目責任者が行います。原則として、 4/5以上の出席がない場合は、
実習評価を受けることができません。また、原則として補充実習およ

び遣実習は行いませんが、公欠席(忌引き、感染症等の登校禁止の診

断書がある時〕等で、必要と判断された揚合のみ、所定の手続きを経

て補充実習あるいは追実習を行うことがあります。
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表5.看護学科の教育課程

1年次 2年次 3年次 4年次
教賛演習I

教賛;演習E

コンピコータ・リテラシー

アカデミックライティングI

教 大学と人生

養 統計学

教 ベーシック・イングリッシュ l

育

科 (科目区分:必修選択)

巴 ライフデザイン

思想と論理 国際理解

沖縄理解 人文科学

健康スポーツ 社会科学

外国語 自然科学

解剖生理学 病態治療学1(内科系疾患〕 健康相談活動の理論と方法 保健統計学

病態生理学(含・病理学〕 病態治療学II(外科系疾患〕 蓋董盤~
専 生化学 病豊島浩療学m(小児疾患〉
F~ 人間関係論 病草島浩療学w(母性疾患〉
基 生涯発達論 病態治療学v(精神疾患)
礎 看護と福祉 老年学 薬理学

手立 医療英語 微生物学 皇霊童

育 家族社会学(含ジェンダー諭〕 栄養学I 栄養学E

科 公衆衛生学 保健福祉行政論

目 産業看護学 保健医療と法

精神保健 差益塁壁

盛笠 盛壁宣塾通

看護学概論 基礎看護技術E 成人看護学方法論E 卒業研究

看護鑓励論 看護実践方法論 リハビリテーション看護論

基礎看護技術I フィジカルアセスメント 小児看護方法論 看護政策論

成人看護学概論 精神看護方法論 看護実践と理譜

成人看護学方法論I 高齢者看護方法論 重重宣里
専 母性看護学概論 在宅ケア論 霊童墾童誼
F~ 小児看護学概論 母性看護方法論 災害看護論
教 高齢者看護学概論 看護研究方法
育 精神看護学概論 ターミナJLケア論 公衆衛生看護管理論
科 公衆衛生看護学5概論 公衆衛生看護活動論
目 家族看護学 公蜜衛生看護方法論I

感染看護 公衆賃生看護方法論E

沖縄の文化と看護 国際看護学E

島唄過疎地看謹論

ケアリング文化実習 基礎看護実習E 在宅ケア実習 成人看護実習I

~~ 
基礎看護実習I 公衆衛生看護実習i 成人看護実習E 総合実習

地
母性看護実習 公衆衛生看護実習E

実
小児看護実習 公衆衛生看護実習E

習
高齢者看護実習

精神看護実習

※主盤企型旦は選択科目です。 ※太字の下線の和国は保健闘課程選択コース脳華科目です。

※国際看護学II(選択科目〉は2年次~4年次の間で履修できます。
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|保健師課程選択コース 自

1. 保健師国家試験受験資格要件の科目の選択制について
本学科は、平成24年度入学生から保健師国家制験受験要件の科目は選択制となり、 2年次後学
期に30名の保健師課程選択コース〔編入学生含む〉を決定します。選抜は、面接、小論文、 1

~2年次の GPA、クラスおよび大学内外などでの活動状況などを点毅{じして決定します。活動状

況の根拠資料としてポートフォリオの提出を求めることちあります。保健師課程選択コースは、

必修科目の単位が151単位(卒業要件129単位+22単位〉です。どのような大学生活を送

りたいのか、将来、どのような看護専門職になりたいのか等をよく考えて履修計画を立てること

が大切ですロ

表6.保健師国家試験受験資格要件の選択科目

受講年次 便業科目名 単位叡 科目区分 区分

後 学校保健 2 環境の理解

年次2 

後 疫学 2 環境の理解 専門基礎教育科目

後 保健行動論 1 環債の理解

後 島順i・過疎地看護論 総合看護

前 公衆衛生看護活動論 2 公衆衛生看護

年1、3R 
前 公衆衛生看護方法論I 2 公衆衛生看護 専門教育科目

前 公衆衛生看護方法論E 2 公衆衛生看護

前 保健統計学 2 環境の理解 専門基礎教育科目

後 公衆衛生看護管理論 2 公衆衛生看護

年次4 

前 公衆衛生看護実習E 1 公衆衛生看護

目リ 公衆衛生看護実習E 3 公衆衛生看護 専門教育科目

後 看護政策論 1 総合看護

1~皇 看護実践と理論 総合看護

言十 22 

※ 2年次の開講科目は、保健師課程選択コース希望者以外でも履修できます。

※ 3年次と4年次の科目は保健師課程選択コース学生のみ履修します。但し、「看護政策論Ji看護実践と

理論Ji保健統計学」は、選択コース学生以外でも履修できます。
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2. 保健師国家試験受験資格要件科目の履修計画について
保健師国家詰験受験資格要件の単位数は、卒業要件である129単位に22単位を追加し、合計151

単位の修得が必要です。保健師課程選択コースにl必要な科目履修は、2年次前学期から開始されます。

4年間で表6に示した選択科目(保健師課程選択コース必修科目〕の履修と単位修得が必要です。ま

た、 2年次後学期に保健師課程選択コースの学生が決定され、 3年次からは看護師国家試験受験要件

(卒業要件〉に必要な科目の履修と同時進行で保健師課程選択コースの必修科目を履修します。

4年次前学期の「公衆衛生看護実習IIJ r公衆衛生看護実習illJの前提条件は、 3年次後学期までに
履修した全ての科目および実習の単位を修得していることです。 4年次後学期は、卒業にI必要な看護

の科目に加えて「公衆衛生看護管理論Jr看護実践と理論Jr看護政策論」を履修します。
なお、保健師免許を取得後、申請により養護教諭二種の免許状が取得できますが、憲法と体育実技

I、体育実技E、ベーシック・イングリッシユが履修条件です。
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看護学科修得単位チ工ツクリスト(修得済みの項目にチェックを入れましよう〉

日教養演習 1(2) 日教養演習II(2) 
アカデミックスキル

ロア力デミックライテイング1(2) 
科目

口コンビュータ・リテラシー(2)

ライフデザイン科目 口大学と人生(2)

思想と論理科目 口〈 ※合計2単位以上

沖縄理解科目 口( ※合計2単位以上

健康スポーツ科目
口( 〉口(

※合計2単位以上

ロベーシック-イングリッシユ(2)
外国語科目

口( ※合計4単位以上

国際理解科目 口〈 ※合計2単位以上

人文科学科目 口( ※合計2単位以上

社会科学科目 口( ※合計2単位以上

自然科学科目 口統計学(2)

人間 口解剖生理学(2) 口病態生理学(吉:病理学)(2) 

の 口生化学(2) 口人間関係論(1) 
理解
口生涯発達論(1) 口精神保健(2)

口病態治療学1(肉科系疾患)(2) 口微生物学(2)

健康 口病態治療学II(外科系疾患)(呂 白老年学(1) 

専門基礎教育科目
の 口病態治療学m(lJ¥児疾患)(1) 口薬理学(お
理解
ロ病態治療学N(母性疾患)(1) 口栄養学1(1) 

口病態治療学v(精神疾患)(1) 口栄養学II(1 ) 

環境
口看護と福祉(1) 口公衆衛生学(2)

の 口医療英語 (2) 口保健福祉行政論(2)
理解
日産業看護学(1) 口保健医療と法(1) 
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( )内は単位数 学生番号 氏名

1年次
口看護学概論(2) 口看護援助論(1) 

口基礎看護技術 I(2) 

口基礎看護技術II(2) 口看護実践方法論(1) 

口フィジ力ルアセスメント(2)

口成人看護学概論(2) 口成人看護学方法論 I(2) 

2年次 口母性看護学概論(2) 口小児看護学概論(2)

口高齢者看護学概論(2) ロ精神看護学概論(2)
専門教育科目 口公衆衛生看護学概論(2) 口国際看護学 I(1) 

(講義・演習〉 口感染看護(2) 口家族看護学(1) 

口成人看護学方法論II(2) 

口リハビリテーション看護論(1) 

3年次 口母性看護方法論(2) 口小児看護方法論(2)

口高齢者看護方法論(2) 口精神看護方法論(2)

口在宅ケア論(2) 口看護研究方法(2)

4年次 口卒業研究(2)

1年次 口ヶアリング文化実習(2) 口基礎看護実習 I(1) 

2年次 口基礎看護実習II(2) 口公衆衛生看護実習 I(1) 

臨地実習
口成人看護実習II(3) 口母性看護実習(2)

3年次 口小児看護実習(2) 口高齢者看護実習(2)

口 q 同 a 回目I~習(2) 口在宅ケア実習(1) 

4年次 口成人看護実習 I(3) 口総合実習(2)

口学校保健(2) 口疫学(お

口保健行動論(1) 口島rnw・過疎地看護論(1) 

口公衆衛生看護活動論(2) 口公衆衛生看護方法論 I(2) 

保健師課程コース 口公衆衛生看護方法論II(2) 口保健統計学(2)

(必修科目〉 口公衆衛生看護管理論(2) 口看護政策論(1) 

口看護実践と理論(1) 

口公衆衛生看護実習II(1) 口公衆衛生看護実習III(2)

※履修中の科目は図、修得済みの科目は・
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様式5

インフルエンザ等感染症発生届け出用紙

催患した学生
氏会. 主盆重量・ 室生:

氏名:

報告者(教員)

ロクラス(学年)担当 口領域( )実習担当

現 発症 月 日 時頃から
在
。コ
症 現在の症状 熱 全身倦怠感 頭痛 関節痛・筋肉痛 咳
状 (0をつける) 鼻水 咽頭痛 発疹 その他:

周囲にインフルエンザ等感染者の有無 インフルエンザ等予防接種の有無 学生聞の接触

1 口有 2 口無 1 口済 2 口未 1 口有 2 口無

受診月日 月 日 ヰ未受診の場合は受診を勧める

3言霊<:
簡易検査実施の有無 1 口実施(検査日 月 日) 2 口未実施

号ロク今、， 

の 1 口インフノレエンザ 型
状 検査結果
況 2 口その他感染症.

抗ウィルス薬の使用 1 口有 2 口無

口欠席期間 月 日 ~ 解熱後2日間
( 

指 口診断書 診断書またはそれに準ずるものを保管しておく。
学導
生項 口公欠届け出 自宅療養解除後、教務課に公欠届け出と診断書等の書類を提出する。目
へを
のチ
口追試験申請/

申誇の必要な場合は診断書またはそれに準ずるもの(受診が証明される領収
指ェ 書、処方薬説明書等)のコピーを教務課(実習に関する申請は看護学科教務
導ッ 追実習、補充実習 委員長)に提出する。

ク

口接触学生への連絡
1 口済 2 口未

と注意喚起

発

指症
導時
内の
容状
況

※対象となる感染症は履修ガイド(付録;学校感染症の種類)を参照してください。

名桜大学人間健康学部看護学科 学生生活サポート委員会 H31.2. 13 
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VII 諸手続きについて





《証明書》

| 証明書・願書・届出等の手続きについて l 

証明書の種類 i担当窓口 i交付臼 i 手数料 i 備 考

成績証明書 200同

在学証明書
即日

200円 ※証明書の交付は、原則として所定
卒業証明書 200円 の白とする。ただし、至急の揚合

卒業男込証明書 200円 は、相談に応じる。

在学期間証明書 200円
※手数料は、全て1通あたりの金額

各種英文証明書 学生課 38後 300円
である。

学力に関する証明書 300円

学生証(再発行) 翌の午後日 1.000円
※手数料等について、各年度で蛮更す
る揚合がありますので窓口でご確認

健康診断受診証明書 3日後 100円 ください。

受験許可証 即時 100円

類種の書
φ
一願 !担当窓口| 混出期限 備者

休学願

復学願

退学願

再入学願

転学部等願

転学科願

学業成績通知送信先変更願

単位認定願

科目等履修生願書
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願書の種類 i担当窓口 i 提出期限 備 壱

留学願(国内交流〉 教務課 所定の臼
園内交流を希望する揚合は、教務課ヘ

相談すること。

留学願〔海外交流〉
海外交流を希望する場合は、国際交流

国際交流 センターヘ相談すること。

センター 所定の日

寄宿禽入居願
入居者を募集する際は、掲示にて周知

する。

4月の健康診断受診者で医師の問診
健康診断受診証明書発行願 随日奇 を受けた者に対して発行する。

(手数料 100円〉

学生証を紛失又は破損した揚合は、速

学生証再発行願 随時 やかに再発行を願い出ること。

〔手数料 4，000円〕

学内施設を利用したい場合に提出す

施設使用許可願 3日前 る。ただし、必ずしも許可されるとは
学生課 限らない。

備自信用願 3日前 貸出し用備昂!こ限る。

学割証
JR、船舶利用時の運賃の割引 (2割

(学校生徒旅客運賃割引証〉
随時 ヨ1)に利用。ただし、枚数制限及び有

刻期限がある。

奨学生願書 所定のB
奨学生を募集する際は、掲示にて周知

するロ

教員養成
教育職員免許状取得の要件を満たした卒業年次の学生に対レ

教育職員免許状綬与願
支援ty~-

ては、教員養成支援センターが本人に代わり一括申請を行な

う。個人申請を希望する者は、各自、問い合わせること。

《届出等》

届出等の種類 j担当窓口[ 手続き目 備 考

学生力一ド記載事由変更届 随時
改姓、住所又は保証人等に変更が生じ

た場合、提出すること。

責任者3名、団体員名簿、団体規約及
学生団体設立居 随時 び設立届けに顧問教職員の押印が~

要である。学年度内有刻である。

継団体続屈を継の続提す出がる揚義合務付は、け学ら年れ度てごいとるに。

学生団体継続届
学生課

原則として4月末
手て続周知きす日にる変。更がある揚合は、掲示に

団体として学外で活動する揚合は、必

学外活動届 1週間前 ず提出しなければならない。(保険に

関わる。)

学生集会届 1週間前 学長の許可が必要である。
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届出等の種類治J、担当窓口 i コ手続き臼 i蔵 考

文書配布届 3目前 学長の許可が必要である。

遺失物・治得物届 学生課 随日寺 事実発生後速やかに届け出ること。

紛失届 随時 事実発生後速やかに届け出ること。

図書館資料紛失届 図書館 随時 事実発生後速やかに届け出ること。

登録カード 教員
講義開始後 指導(学年担当〉教員の確認印が必要

2週間以内 である。

科目担当
原則として事前。病欠 教員ヘ直接手渡すか、専任教員の揚合

欠席届
教員

の揚合は事後でも良 は、研究室のメールボックスに投函し

しし てもよい。

求職カード
キャリア

所定の日
掲示にて周知する。ゼミ担当教員のサ

支復課 インが必要である。

| こんな時はここへ l 

事 項 1担当窓口 i 摘 要

履修方法がよく分からない。

単位認定を受けだい。

学期末試験の日程が知りたい。

休講・補講について知りたい。

教務課
担当窓口

授業を欠席したい。

公欠席を適用しだい。
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事項

退学したい。

再入学レたい。

圏内留学をしたい。

海外留学をしたい。

学生証を紛失文は破損した。

船舶等の学割を得たい。

学内で落とし吻を治った。

学内に忘れ物をした。

本人又は家族の住所が変更になっ

た。

保証人等が変更になった。

サークルに入部しだい。

新しいサークルを設立したい。

i担当窓口| 摘 婆

教務課で「退学願J(書類〉を受取り、必要事項を記入う

え、指導(学年担当〉教員の面談を経て提出すること。

教務課で「再入学願J(書類)を受取り、必要事項を記入

教務課 iうえ、再入学する年次の指導(学年担当〕教員の面談を
担当窓口 1経て提出すること。ただし、懲戒的な理由で退学・除籍

国際交流

センター

サーE活クEル動を奇を継レ続胎たbしh言E〈い語学。例面語吾調届吾ゴ川1 
学生課

その他サークルに関する諸問題

学内施設を利用したい。

貸出備毘を借用したい。

学内で集会をしたい。

学内に掲示をしだい。

学内でビラを配布したい。

奨学金の申請がしたい。

アルバイトを紹介してほしい。

アパートを紹介してほしい。

交通事故にあった。

学生保険の適用を受けたい。

学内で怪我をした、体調を崩した。

被害者、加害者に関わらず速やかに連絡すること。

事自発生後は、速やかlこ届け出ること。

保健センター又は学生課へ連絡すること。必要があれば

病院を紹介する。
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事 項 け盟主語窓口 i 施要

悩みがある。 保健tY9- 力ウンセリングの申込みをすること。

就職について相談したい。 窓口ヘ問い合わせること。

リクルート情報が欲しい。
分野別に整えられた豊富な資料から白由に閲覧が可能。

キャリア なお、不明な点は、係員ヘ問い合わせること。

大学院ヘ進学したい。 支援課 指導教員又は窓口ヘ問い合わせること。

卒業後の進路(就職・進学等)が
速やかに報告すること。

決定した。

貸出図書を紛失又は破損した。
図書館

「資料の紛失届」を提出する」と。

参考文献を入手したい。 図書館カウンターヘ問い合わせること。

教職について知りたい。
教員養成

係員ヘ問い合わせること。
支援tY9
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|学修支援センター E 
園全学組織

《言語学習センター (LLC)>> 
言語学習センター(ししC: Language Learning center)は、英語と海外からの留学生を苅象とレ

た日本語への学修支援をメインとして、専属の学生チユーターが利用者へのアドパイスや自主学習のサ

ポートを行っています。留学経験者のチユーターも多いので、留学を考えている学生は気軽に相談した

り、海外からの留学生と交流するなど大いに活用することをお薦めします。

《数理学習センター (MSLC)>> 

数理学習センターは、理数系で悩む学生の学習をサポー卜するセンターです。自由な雰囲気の中で、

学生チューターが課題やレポート作成、試験対策、数検などの資格試験対策、自主学習のサポートをし

ています。

《ライティングセンター(MWC)>>

ライテイングセンターは、レポートや論文などの書く力の習得をサポー卜するセンターです。学生チ

ユーターがレポートの書き方などをアドバイスしますが、その際の最大の特色は持ち込まれた文章を添

削しないことです。書き手白星号が自分の文章の問題点に気付き修正できるようにチユータリングレ、書

き手自身の書く力を成長させることが目的です。レポートの書き方がわからない、評価の高いレポート

を書きたい学生はぜひ一度、ライティングセンターを訪れてみて下さい。

《教員賛成支援センター》

教員養成支援センターでは、教臓を志望する学生を支援する指導・相談・懇談などの活動を行います。

教員を目指す学生には1年次から4年次まで一貫した教員養成プログラムを提供し、質の高い教育者を

養成するために支援レていきます。

| 学生サポート団体 E 
《ウエルナピ》

ウエルナビは、新入生が大学生活をより良く工ンジョイできるようにサポー卜する新入生支援ボラン

ティアサークルです。履修の進め方などなんでち話せる雰囲気で、キャンパスライフに関する相談を気

軽に相談できます。時にはウェルナビ、スタッフが学生と先生の聞の調整役を担うこともあります。総勢

100名のメンバーは、伺かと頼りになる寄在です。

《学生リーダー:スポーツ健康学科》

学生リーダーは、「教員と学生を繋ぐパイプ役」とレて、スポーツ健康学科を盛り上げるために主体的

な活動している学生組織です。主な活動として、「学生の意見・要望を教員ヘ提案することJIイベント

の企画・運営」などがあります。

《初年次教育チコーター:スポーツ健康学科》

初年次教育 (FirstYear Experience)とは、高等学校から大学への円滑な移行を図り、在学中の教

育効果を高め、大学での学問的・社会的な諸経験を成功させるべく、主として新入生を苅象に作られだ

総合的教育プログラムのことです。スポーツ健康学科では、特色ある実技プログラムとレて、 PA

(Project Adventure)体験、スノーケリング実習、登山実習、沖縄芸能(現代版組踊、エイサー)体

験があります。初年次教育チューターは、これらの初年次教育に関して、ピア・サポートの観点から先

輩学生が新入生を支援する取り組みです。新入生にとっては支援者が学生であることで気軽なサポート
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が受けられ、支援を行う先輩学生は、サポートを通じて自らを成長させる機会が得られます。

《学年会:看護学科》

各学年役員〔クラス委員長および副委員長、書記等〕が主体となって構成レ、毎月、看護学科学年役

員定例会を開催しています。定例会の企画運営は、輪番制で担当し、全学年に共通する課題の検討や学

生生活に関する問題等を話し合い、解決策を検討する揚であり、学年を超えた情報交換の湯です。

《ヘルスサポート》

ヘルスサポート(通称ヘルサボ)は、健康科学に関する知見を応用したヘルスプロモーション活動を推

進し、学生の健康の維持・増進をサポートします。学内においてJOYBEAT(CG工クササイズ〉プロ

グラムを展開し、自由気ままに工クササイズを楽しめる環境も提供しています。自治体とも連携しなが

ら地協の健康増進活動に取り組むユニークな特徴ちあり、健康支援を通して地域との関わりを深めるこ

とができるのも大きな強みです。人間健康学部のみではなく国際学群の学生ち多く所属しています。
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| 留学等について I 

海外交流協定校への留学を希望する学生は、海外協定大学派遣交換留学生の公募に応募し、書類審査・

留学試験・面接、合否判定会議を経て選考される。

交換留学は、在学扱いの派遣であるため、浸業料は通常どおり本学ヘ納入することになる。但レ、欧

米圏(英語圏〉の協定校の揚合、留学先によっては本学と留学先の慢業料の差額分について個人負担と

なる揚合がある。南米・アジア圏の場合は、}受業料の相E免除制度が確立されているため、留学先の大

学へのj受業料納入は不要。まだ、その留学に係る旅費、諸保険加入費用、滞在費等は全て自己負担とな

る。

公募期間

前期派遣留学 :7月~9 月に掲示にて公募

後期派遣留学:11 月~1 月に掲示にて公募

2 応募要件及び応募

本学に1年以上在学した者

総合評定平均値 CGPA)が2.5以上(原則〉を有する者

留学を希望する言語圏において、定められた外国語能力を満たす者

3 選考

総合成績 → 総合評定平均値

留学試験

面接

※上記の三つを、 30%、30%、40%の比重で評価し合否を判定する。

4 留学期間

1年以内

5 侵業料等について

J受業料は通常通り本学に納入する。ただし、欧米圏(英語圏〕の揚合は留学先と本学との交流

状況等により、留学先の大学への授業料の差額分を納入しなければならない場合もある。

6 留学報告書の提出

学期末ごとに「留学現状報告書」、留学終了後は「留学終了報告書」を国際交流センターヘ提出

しなければならない。

7 単位認定

留学先の大学で修得した単位は、学生本人が学年担当教員と面接のうえ、「単位E換(認定〕申

請書」を作成レ、教務課ヘ提出する。提出された「単位E換申請書(留学先の成績証明書とシ

ラパスを添付)Jは、当該学部等の教務委員会の審議を経て学長が単位を認定する。

。，“
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《海外交流協定校派遣一覧》

-大学問協定校

大学名 国・地域名 大学名 国.j由i費名

ナイアガラ大学 米国 大仁科技大学 台湾

ハワイ大学ヒロ校 米国 中 関南大学 台湾

サウスイースト・ミズリー州立大学 米国
国語圏
中州科技大学 台湾

グアム大学 米国 国立高雄大学 台湾

英霊圏玉 ハワイ大学力ビオラ二コミュニティ力レッジ 米国 量宮 ロンドリーナ州立総合大学 ブラジル

セントラル・ランカシャ一大学 英国 産業社会科学大学 アルゼンチン

ウーロンゴン大学 豪州|
ス
パシフィコ大学 ペルー

ブロック大学 カナダ " サン・マルティン・デ・ポレス大学 ペルーイ

レスブリッジ大学 カナダ
ン
メキシコ国立自治大学 メキシコ王ロ玉ロ

圏
啓明大学校 韓国 ガブリ工ル・レネ・モレノ国立自治大学 ポリビア

韓国量圏五
国立済州大学校 韓国 アル力ラ大学 スペイン

明知大学校 韓国 メーファールァング大学 タイ

国立釜慶大学校 韓国

東南7ジフ

サイアム大学 タイ

北京連合大学旅遊学院 中国
タイ王国保健省パーボーロンマハーフツ

タイチャーノ医療従事者開発研究所
7フ

中湖南農業大学 中国 圏 マラヤ大学 マレーシア

富山東大学 中国 デ・ラ・サール大学 フィリピン

圏湖南農業大学 中国

山東大学 中国

-学部間協定校

大学名

台湾師範大学 スポーツ・レクリエーション学院

※ 海処蹟霊友裳民家夏Q11設場貧控あ三塁。

渡濃支讃翼立蚤場倉健L必立国際室滋友之宏之ま玄聞d金投笠蚤ζt二。

国・地威名

台湾

担当部署:教務課教務係

圏内交流単位互換協定に基づく留学

園内交流単位E換協定校への留学を希望する学生は、本学および派遣を希望する大学の書類審査のよ、

圏内交流単位互換協定大学ヘ特別蹄講学生として留学できる。留学期間中は在学扱いとなり、留学先の

大学で修得した単位は、本学で修得した単位とみなし認定される。

なお、f受業料等は通常どおり本学ヘ納入することになるが、留学に係る諸費用は全て本人負担となる。

q
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募集時期

後学期留学の募集時期 4用~ 5月末

前学期留学の募集時期:10月~ 1 1月末 ※申請窓口は教務課となります。

2 募集要件

本学に 1年以上在籍した者

要件となる修得単位数及びGPAポイントは、下表のとおり。

派遣年次 申請年次 修得単位数 GPAポイント|

2年次目リ学期 1年次後学期 1年次前学期終了時点で 15単位以上 2.3以上
2年次後学期 2年次前学期 1年次後学期終了時点で 30単位以上 1/ 

3年次目u学期 2年次後学期 2年次則学期終了時点で 45単位以上 1/ 

3年次後学期 3年次前学期 2年次後学期終了時点で 60単位以上 1/ 

4年次目リ学期 3年次後学期 3年次目リ学期終了時点で 80単位以上 1/ 

3 選考

合否判定は、提出されだ願書に基づき当該学部等の教務委員会等の審議を経て決定される。

※学内選考に合格しても受入先の大学の選考で不合格となる揚合がある。

4 留学期間

半年間又は1年間

5 !受業料等について

通常通り本学ヘ納入する。

6 単位認定

留学先の大学で修得した単位は、当該学部等の教務委員会の審議を経て、可能な限り本学の単位

として認定される。

国内交流単位E換協定校一覧

大学名 所在地 大学名 所在地

1 札幌国際大学 北海道 11 朝日大学 岐阜県

2 東海大学札幌キャンパス 北海道 12 奈良県立大学 奈良県

3 はこだて未来大学 北海道 13 大阪国際大学 大阪府

4 桜美林大学 東京都 14 関西国際大学 兵庫県

5 文京学院大学 東京都 15 環太平洋大学短期大学部 愛媛県

6 多摩大学 東京都神奈川県 16 沖縄工業高等専門学校 沖縄県

7 文教大学湘南キャンパス 神奈川県

8 横浜商科大学 神奈川県

9 開智国際大学 千葉県

10 静岡産業大学 静岡県

94 



四学則・諸規程





名桜大学学則

(平成6年4月 1日制定)

第 1章総則

第 1節目的

(目的)

第 1条 本学は，教育基本法及び学校教育法に基づき深く専門の学芸を教授研究し，

幅広い知識を授け，世界の文化の進展と人類の平和に貢献しうる人材を育成するこ

とを目的とする。

第 2節組織

(学群及び学部)

第 2条 本学に次の学群及び学部(以下「学部等」という。)を置く。

国際学群

人間健康学部

2 前項の学部等に置く学科等及びその入学定員，編入学定員，収容定員は，次のと

おりとする。ただし，編入学定員は 3年次定員とする。

学群・学部 学類・学科 入学定員 編入学定員 収容定員

国際学群 国際学類 280人 1 5人 1 150人

スポーツ健康学科 95人 5人 390人
人間健康学部

看護学科 8 0人 5人 330人

言十 455人 25人 1 870人

3 前項に規定する国際学群の入学定員中 15人は外国人留学生とする。

(大学院)

第2条の2 本学に大学院を置く。

2 大学院に関する規程は，別に定める。

(助産学専攻科)

第 2条の 3 本学に助産学専攻科を置く。

2 助産学専攻科に関する規程は， jjlJに定める。

(附属図書館)

第 3条本学に附属図書館を置く。

2 附属図書館に関し必要な事項は，別に定める。

第3条の 2 本学に附属研究所を置く。

2 附属研究所に関し必要な事項は，別に定める。

(事務局)
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第4条本学に事務局を置く。

2 事務局の組織に関し必要な事項は，別に定める。

第 3節職員

(職員)

第5条 本学に学長，副学長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員及びその

他必要な職員を置く。

2 職制に関し必要な事項は，別に定める。

(学長)

第5条の 2 学長は，校務をつかさどり，職員を統督する。

(副学長)

第5条の3 副学長は，学長を助け，命を受けて校務をつかさどる。

2 副学長に関し必要な事項は，別に定める。

第4節 教育研究審議会及び教授会

(教育研究審議会)

第 6条 本学の教育研究に関する重要事項を審議するため，教育研究審議会を置く。

2 教育研究審議会の運営に関する規定は， 31Jに定める。

(教授会)

第6条の2 本学の学部等に教授会を置く。

2 教授会の組織及び運営に関する事項は，別に定める。

第5節学年，学期及び休業日

(学年)

第 7条本学の学年は4月1日に始まり，翌年3月 31日に終わる。

(学期)

第 8条 学年を次の 2学期に分け，学期ごとに授業科目を開設し，第 15条に定める

ところにより単位の認定を行う。

前学期 4月 1日から 9月 30日まで

後学期 1 0月 1日から翌年の 3月 31日まで

2 学長は，前項の学期の期間を必要に応じて変更することができる。

(休業日)

第 9条 休業日は次のとおりとする。

(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律 178号)に規定する休日

(3) 沖縄県慰霊の日 6月23日

(4) 創立記念日 1 2月21日
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(5) 夏季休業 8月 1日から 9月30日まで

(6) 冬季休業 1 2月21日から翌年1月4日まで

(7) 春季休業 3月 1日から 3月 31日まで

2 学長は，前項の休業日を必要に応じて変更することができる。

3 臨時休業日は，その都度学長が定める。

4 休業日の期間中でも必要な実習その他を課することができる。

第2章修業年限及び在学期間

(修業年限)

第 10条本学の修業年限は， 4年とする。

2 前項の規定にかかわらず，学生が職業を有している等の事情により，修業年限を

越えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を

申し出たときは，支障のない場合に限り，その計画的な履修(以下「長期履修」と

いう。)を認めることができる。

3 長期履修の取扱いに関する細則は，別に定める。

(在学期間)

第 11条 学生は，修業年限の 2倍を超えて在学することができない。

2 前項の規定に関わらず，第23条の規定により入学した者は， 4年を超えて在学

することができない。

3 第1項の規定に関わらず，第24条第1項及び第25条第1項の規定により入学

した者は，入学後の在学すべき年数の 2倍を超えて在学することができない。

第3章教育課程

(教育課程の編成方針)

第 12条 本学は，学部等及び学科等の教育上の目的を達成するために必要な授業科

目を開設し，学部等及び学科等ごとに体系的な教育課程を編成するものとする。

(人材養成の目的)

第 12条の 2 学部等の人材養成の目的を次のとおり定める。

(1) 国際学群・国際学類

平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と国際的な言語文化，情

報及び観光分野で活躍できる有為な人材を養成する。

(2) 人間健康学部

平和・自由・進歩の建学の精神に基づいた幅広い教養と調和のとれた知・徳・

体をそなえた人材及び心身の健康を支援する有為な人材を養成する。

ア スポーツ健康学科

人間の「こころj と「からだ」を科学的に研究し，人格の尊重，生命の尊厳

を指導できる資質をそなえた健康支援の人材を養成する。
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イ 看護学科

人間としての尊厳・健康に生きる権利を擁護し，自己評価能力・自己教育カ

を身につけ，広く社会に貢献できる看護職者を養成する。

(教育研究上の目的)

第 12条の 3 学部等の教育研究上の目的を次のとおり定める。

( 1) 国際学群・国際学類

地域の自然と文化及び歴史的，地理的，社会的背景を基礎に，グローパル化す

る国際情勢に対応して，学際的，理論的，実践的及び比較的研究を通じ，その応

用を展開する。

(2) 人間健康学部

ア スポーツ健康学科

人間理解，健康理解を基礎として，食生活・栄養，運動・スポーツ，心理，

社会福祉，保健・医療の幅広い視点に立った多面的角度から「スポーツと健康」

を探求・究明する。

イ看護学科

地域に根ざしたケアリング文化を発掘・継承・発展させ，人類の健康増進に

務め且つ看護学のグローバルな発展に寄与することを目的に教育研究活動を推

進する。

(授業科目の名称及び単位数等)

第 13条 本学における授業科目の名称並びに単位数は別表 1から別表4のとおりと

する。

2 授業科目は，必修科目，選択科目及び自由科目とする。

3 外国人留学生対象の外国語教育科目の種類及び単位数は，別表5のとおりとする。

4 卒業に必要な単位数は，別表 6-1及び別表6-2のとおりとする。

(単位の計算方法)

第 14条 授業科目の単位の計算方法は， 1単位の授業科目を 45時間の学修を必要

とする内容をもって構成することを標準とし，授業及び授業時間外に必要な学修を

考慮し，次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については， 1 5時間から 30時間の授業をもって 1単位とする。

(2) 実験，実習及び実技については， 30時間から 45時間の授業をもって 1単位

とする。

(3) 講義又は演習及び実験，実習又は実技の二つ以上の方法で構成される授業科目

については，上記(1)及び(2)を勘案し， 1 6時聞から 45時間をもって 1単位と

する。

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文等の授業科目については，必要な学修の成果

を考慮して，単位数を定めることができる。

(単位の授与)
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第 15条 授業科目を履修した者には，試験及び出席状況その他によって認定の上，

単位を与える。

(成績評価)

第 16 条授業科目の成績は，秀(1 00~90 点)，優 (8 9~8 0点)，良 (79

~7 0点)，可 (69~6 0点)及び不可 (59点以下)の 5種類の評語をもって表

し，秀，優，良及び可を合格とし不可を不合格とする。ただし，実習の場合は，合

格又は不合格の評語をもって表すことができる。

(授業日数)

第 17条 学年の授業日数は，定期試験の日数も含め， 35週にわたることを原則と

する。

第4章入学，編入学，転入学及び再入学

(入学)

第 18条 入学の時期は，学年の始めとする。ただ、し，再入学及び外国人学生の入学

については，学期の始めとすることができる。

(入学資格)

第 19条本学の入学資格は，次のとおりとする。

(1) 高等学校を卒業した者

(2) 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者

(3) 外国において，学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる

者で文部科学大臣の指定した者

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有する者として認定した在外

教育施設の当該課程を修了した者

(5) 文部科学大臣の指定した者

(6) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した

者(旧規程による大学入学資格検定(以下 rl日検定」という。)に合格した者を含

む。)

(7) 専修学校の高等課程(修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以降に修了した者

(8) 学校教育法第 90条第2項の規定により大学に入学した者であって，当該者を

その後に入学させる大学において，大学における教育を受けるにふさわしい学力

があると認めた者

(9) 大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で， 1 8歳に達したもの

(入学志願手続)

第20条 入学を志願する者は，所定の期日までに入学願書に入学検定料及び別に定
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める書類を添えて願い出なければならない。

(入学者の選抜)

第21条 入学志願者に対しては，選抜試験を行う。

(入学手続及び入学許可)

第 22条 選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，誓

約書，保証書その他必要な書類を提出しなければならない。

2 学長は，前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

(編入学)

第23条 編入学の入学資格は，次のとおりとする。

(1) 大学を卒業した者又は大学に 2年以上在学し 60単位以上を修得した者

(2) 短期大学，高等専門学校，国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業

した者

(3) 学校教育法施行規則(昭和 22年文部省令第 11号)第 92条の 3に定める従

前の規定による高等学校，専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し又は卒

業した者

2 編入学を志願する者は，所定の期日までに編入学願書に編入学検定料及び別に定

める書類を添えて願い出なければならない。

3 編入学志願者に対しては，選抜試験を行う。

4 選抜試験の結果に基づき合格の通知を受けた者は，所定の期日までに，誓約書，

保証書その他必要書類を提出しなければならない。

5 学長は，前項の編入学手続を完了した者に編入学を許可する。

(転入学)

第 24条 他の大学に在学中の者で，本学に転入学を志願する者があるときは，欠員

のある場合に限り，学長は，相当年次に入学を許可することができる。

2 転入学を希望する者は，現に在学する大学の学長の許可書を願書に添付しなけれ

ばならない。

3 前 2項に定めるもののほか，転入学に関し必要な事項は別に定める。

(再入学)

第25条 次の各号のーに該当する者で，同一学科に再入学を志願する者があるとき

は，学長は，相当年次に入学を許可することができる。

( 1) 第 28条による退学者

(2) 第 29条第5号，第6号及び第7号の規定により除籍された者

2 前項に定めるもののほか，再入学に関し必要な事項は別に定める。

第5章休学，復学，退学，除籍，転学部等，転学科及び転学

(休学)

第 26条 病気その他の理由により修学を中止しようとする者は，医師の診断書文は

理由書を添えて願い出，学長の許可を得て休学することができる。
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2 学長は，病気その他の理由により修学が不適当と認、められる者に対して，必要な

期間休学を命ずることができる。

3 休学期間は，当該学期文は学年の終わりまでとする。ただし，特別の理由がある

ときは，休学期間を延長することができる。

4 休学期間は通算して4年を超えることはできない。

5 前項の規定に関わらず，第 23条の規定により入学した学生の休学期間は，通算

して 2年を超えることはできない。

6 第4項の規定に関わらず，第24条第 1項及び第 25条第 1項の規定により入学

した学生の休学期間は，入学後の在学すべき年数を超えることができない。

7 休学期間は，第 10条に規定する修業年限及び第 11条に規定する在学期間に算

入しない。

(復学)

第 27条 休学期間を満了した者，又は休学期間満了前にその理由が消滅した者は，

所定の期日までに願い出，学長の許可を得て復学することができる。

2 病気による休学者が復学しようとするときは，医師の診断書を添付するものとす

る。

(退学)

第28条 退学しようとする者は，学長の許可を得なければならない。

(除籍)

第29条 次の各号のーに該当する者は，学長が，これを除籍する。

(1) 長期間にわたり行方不明の者

(2) 在学期間を超えた者

(3) 第 26条第4項，第5項及び第6項に定める休学期間を超えてなお修学できな

い者

(4) 病気その他の理由により，成業の見込みがないと認められる者

(5) 休学期間満了後督促しでもなお所定の手続きをしない者

(6) 授業料の納付を怠り，督促しでもなお納付しない者

(7) 卒業に要する最終学年を除く一学年の修得単位(第 35条により認定された単

位は除く。)が 16単位未満の者

(転学部等)

第 30条 本学の学生で，他の学部等への転出(以下「転学部等」という。)を志望す

る者があるときは，学長は，相当年次に転学部等を許可することができる。

2 前項に規定するもののほか，転学部等については，別に定める。

(転学科)

第 30条の 2 本学の学生で，転学科を志願する者があるときは，学長は，相当年次

に転学科を許可することができる。

2 前項に規定するもののほか，転学科については，別に定める。

(転学)

第31条 本学の学生で他の大学へ入学又は転入学しようとする者は，学長の許可を
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得なければならない。

第6章卒業及び学位

(卒業)

第 32条 本学に第 10条に規定する修業年限在学し，第 13条第4項に規定する単

位を修得した者には，学長が卒業を認定する。

(他の大学又は短期大学における授業科目の履修)

第 33条 学長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学の定めるところにより{也

の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を， 60単位

を超えない範囲で，本学における授業科目の履修により修得したものとみなすこと

ができる。

2 前項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。

(大学以外の教育施設等における学修)

第 34条 学長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学

校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授

業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。

2 前項に与えることができる単位数は，前条第1項及び第2項により本学において

修得したものとみなす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。

(入学前の既修得単位の認定)

第 35条 学長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学文は

短期大学等において履修した授業科目について修得した単位(第 39条及び第40

条の規定により履修した単位を含む。)を，本学に入学した後の本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。

2 学長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った前条第 1

項に規定する学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることが

できる。

3 前2項により修得したものとみなし，文は与えることのできる単位数は，編入学，

転学等の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第 33条

第 1項及び第 2項並びに前条第 1項により本学において修得したものとみなす単位

数と合わせて 60単位を超えないものとする。

(教員の免許状授与の所要資格の修得)

第 35条の 2 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許

法(昭和 24年法律第 147号)及び教育職員免許法施行規則(昭和 29年文部省

令第26号)の定めるところに従い，別表7の授業科目を履修し，単位を修得しな

ければならない。

2 本学において当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は， jjlJ表8に掲げる

とおりとする。
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(学位)

第 36条 木学を卒業したものには，学士の学位を授与する。

2 学位に関し必要な事項は， jjlJに定める。

第7章学費

(学費及びその他の納入金)

第 37条 本学の学費は，諸納入金の種類及び額等については，公立大学法人名桜大

学学費及び諸納入金に関する規程の定めるところによる。

第8章研究生，科目等履修生，委託生，特別聴講学生及び聴講生

(研究生)

第 38条 本学において，特定の専門事項について研究しようとする者があるときは，

教育研究に支障のない場合に限り，学長は，当該学部等の教授会の議を経て研究生

として入学を許可することができる。

2 研究生に関し必要な事項は，別に定める。

(科目等履修生)

第 39条 本学において，授業科目の履修を希望する者があるときは，教育に支障の

ない場合に限り，学長は，当該学部等の教授会の議を経て科目等履修生として入学

を許可することができる。

2 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。

(委託生)

第40条 本学に，官庁，公共団体その他の団体より委託生受け入れの要請があると

きは，教育に支障のない場合に限り，学長は，当該学部等の教授会の議を経て委託

生として入学を許可することができる。

2 委託生に関し必要な事項は，別に定める。

(特別聴講学生)

第41条 他の大学等との協議に基づき，当該大学等の学生に授業科目の履修を認め

ることができる。

2 前項の規定により授業科目の履修が認められた学生は，特別聴講学生と称する。

(聴講生)

第41条の2 学外者が本学の授業科目の聴講を希望する場合，学長は，聴講生とし

て受け入れることができる。

2 聴講生に関し必要な事項は，別に定める。

第 9章公開講座

(公開講座)
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第42条 大学の教育を広く社会に開放し，生涯学習に対する要望に応えるとともに，

文化の向上に資するため，本学に公開講座を開設することができる。

第 10章賞罰

(表彰)

第43条 学生として表彰に価する行為があった者は，学長は，これを表彰する。

(懲戒)

第 44条 学生が，本学の規則に違反し，または学生としての本分に反する行為があ

ったときは，学長は，これを懲戒する。

2 前項の懲戒の種類は，司11告，停学又は退学とする。

3 前項の退学は，次の各号の に該当する者に対して行う。

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者

(2) 学業を怠り，成業の見込みがないと認められる者

(3) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に著しく反した者

第 11章寄宿舎

(寄宿舎)

第 45条本学に寄宿舎を置く。

2 寄宿舎に関し必要な事項は， l.lIJに定める。

附則

この学則は，平成6年4月 1日から施行する。

附則

この学則は，平成8年4月 1日から施行する。

附貝iJ(平成 10年 3月27日)

1 この学則は，平成 10年4月 1日から施行する。

2 平成 10年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附貝iJ(平成 11年3月 26日)

1 この学則は，平成 11年4月 1日から施行する。

2 平成 11年 3月 31日に在学する者には，改王後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附貝IJ (平成 12年3月 29日)
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1 この学則は，平成 12年4月1日から施行する。

2 改正後の第2条第2項の規定にかかわらず，国際学部の国際文化学科，経営情報

学科及び観光産業学科の平成 12年度から平成 14年度までの収容定員は次のとお

りとする。

学 部 | 学 科 l平成 12年度|平成 13年度|平成 14年度
|国際文化学科 I 470人 I 470人 I 465人

国際学部 |経営情報学科 I 470人 I 470人 I 465人
観光産業学科 I 470人 I 470人 I 465人
計 I1 4 1 0人 I1 4 1 0人 I1 395人

3 平成 12年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

4 改正後の第 37条の 3及び別表5の規定は，平成 12年4月 1日を休学及び入学

の始期とする者から適用する。

附則(平成 13年3月 28日)

1 この学則は，平成 13年4月1日から施行する。

2 平成 13年3月31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附貝IJ(平成 14年 3月 29日)

1 この学則は，平成 14年4月 1日から施行する。

2 平成 14年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 14年7月 31日)

この学則は，平成 14年7月 31日から施行し，改正後の第 37条の 2及び第 37 

条の4の規定は，平成 14年4月1日から適用する。

附則(平成 15年 3月28日)

1 この学則は，平成 15年4月 1日から施行する。

2 平成 15年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 16年3月 28日)

1 この学則は，平成 16年4月1日から施行する。

2 平成 16年3月31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。
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附則(平成 17年 3月 29日)

1 この学則は，平成 17年4月 1日から施行する。

2 平成 17年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附員Ij(平成 18年 3月 29日)

1 この学則は，平成 18年4月 1Clから施行する。

2 平成 18年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 19年 3月 27日)

1 この学則は，平成 19年4月 1日から施行する。

2 平成 19年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 20年 3月 27日)

1 この学則は，平成20年4月 1日から施行する。

2 平成 20年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 20年 11月 28日)

1 この学則は，平成 21年4月 1日から施行する。

2 平成 21年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 22年 3月4日)

1 この学則は，平成 22年4月1日から施行する。

2 平成 22年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 23年 1月 26日)

1 この学則は，平成23年4月 1日から施行する。

2 平成 23年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附員IJ (平成 23年9月 28日)

1 この学則は，平成24年4月 1日から施行する。

2 平成 24年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。
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附則(平成 24年 10月 24日)

1 この学則は，平成 25年4月 1日から施行する。

2 平成25年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 25年 10月 24日)

1 この学則は，平成 26年4月 1日から施行する。

2 平成 26年3月31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 26年 9月 27日)

1 この学則は，平成 27年4月 1日から施行する。

2 平成27年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附貝Ij(平成 27年3月 28日)

1 この学貝Ijは，平成 27年4月 1日から施行する。

2 国際学部国際文化学科，経営情報学科，観光産業学科は，平成 27年 3月 31日

をもって廃止する。

附則(平成 27年 9月 30日)

1 この学則は，平成28年4月1日から施行する。

2 平成 28年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 28年 9月 27日)

1 この学則は，平成 29年4月 1日から施行する。

2 平成 29年3月31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成 28年 12月 21日)

1 この学則は，平成 29年4月1日から施行する。

2 平成29年3月31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附貝Ij(平成 29年 9月 29日)

1 この学則は，平成30年4月 1日から施行する。

2 平成30年3月 31日に在学する者には，改正後の第13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。
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附貝IJ(平成 30年3月 29日)

1 この学則は，平成 30年4月 1日から施行する。

2 平成 30年3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。

附則(平成31年2月 15日)

1 この学則は，平成31年4月1日から施行する。

2 平成31年 3月 31日に在学する者には，改正後の第 13条の規定にかかわらず，

従前の規定を適用する。
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科
日
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

ベ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

2
 

イ
ン
ク
守
~
，
シ
ュ
・
コ
~
;
1
.
ニ
ケ
』
シ
ョ
ン

2
 

ド
イ
ツ
語

I
 

2
 

ド
イ
ツ
語

E
 

2
 

フ
フ
ン
ス
語
I
 

2
 

フ
フ
ン
ス
語
E
 

2
 

ス
ベ
イ
ン
語

I
 

2
 

ス
ベ
イ
ン
語
E
 

2
 

ポ
ノ
レ
ト
ガ
ノ
レ
語
I

2
 

ポ
ノ
レ
ト
ガ
ル
語
E

2
 

中
国

語
I
 

2
 

中
国

語
E
 

2
 

韓
国

語
2
 

韓
国

語
E
 

2
 

タ
イ

語
2
 

タ
イ

語
E
 

2
 

外
国
語
特
別
講
義
I

2
 

外
国
語
特
別
講
義
E

2
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
英
語
基
礎

2
 

フ
?
ク
テ
イ
カ
ル
イ
ン
ク
リ
ッ
シ
ュ
I

2
 

フ
ラ
ク
テ
イ
カ
ル
イ
ン
ク
。
リ
ッ
シ
ュ
E

2
 

ピ
ジ
ネ
ス
英
語
I

2
 

ピ
ジ
ネ
ス
英
語
E

2
 

共
通
選
択
科
目

外
国
隠
科
目

国
際
学
群
教
養
教
育
科
目
(
第
1
3
条
第
1
項
関
係
)

別
表
1

共
通
コ
ア
科
目

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
科
目

科
目
名

教
養
演
習

I
教
養
演
習

E

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
イ
ン
グ
I

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
E

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
特
別
講
義

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
レ
科
目

科
目
名

大
学
と
人
生

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
特
別
講
義

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

思
想
と
論
理
科
目

科
目
名

人
間
と
環
境

生
命
と
倫
理

科
学
入
門

論
理
学

現
代
思
想

思
想
と
論
理
特
別
講
義

ー ] { ( ) ⑤ |

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

国
際
学
入

~~
 

2
 

異
文
化
接
触
論

2
 

国
際
社
会
と
日
本

2
 

人
権

と
平
干日

2
 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

2
 

国
際
理
解
特
別
講
義

2
 

国
際
理
解
科
目

沖
縄
理
解
科
目 科
目
名

沖
縄
学

沖
縄
の
自
然

沖
縄
の
言
語

沖
縄
理
解
特
別
講
義

人
文
科
学
科
目 科
目
名

音
楽
の
歴
史
と
鑑
賞

美
術
の
歴
史
と
鑑
賞

哲
学

心
理
学

歴
史
学

教
育
学

健
康
ス
ポ
科
目

科
目
名

体
育
実
技

I

体
育
実
技

E
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
講
義

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
実
技



別
表
2
国
際
学
群
専
門
教
育
科
目
(
第
1
3
条
第
1
項
関
係
)

論 門 論 学 論 論

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

経
営
統
計
学

2
 

観
光

山寸
"
概
議

2
 

地
域
研
究
方
法
論

2
 

1:1: 
'e
 
調
査
法

2
 

経
営
情
報
論

2
 

地
域
ネ土

ム百
論

2
 

章生
ι
 
耳
ιb
 
理

A
 
寸
"

2
 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目

人
文
科
学
系
科
目

科
目
名

日
本
語
理
解

日
本
史
入

日
本
文
化
概

文
化
人
類

人
間
関
係

日
本
語
表
現

社
会
科
学
系
科
目

科
目
名

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ

文
学

人
文
科
学
特
別
講
義

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

法
て
品「

2
 

憲
法

2
 

政
f台

学
2
 

経
済

学
2
 

経
営

学
2
 

全吐
'e
 

山寸
"

2
 

人
文
地
理

品て
「

2
 

社
会
科
学
特
別
講
義

2
 

社
会
科
学
科
目

自
然
科
学
科
目

自
然
科
学
系
科
目

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

コ
ン
ビ
ュ
タ
概
論

2
 

1青
報
タι
理
論

2
 

情
報
化
社
会
論

2
 

自
然
保
護
論

2
 

沖
縄
の
天
然
記
念
物

2
 

島
瞬
環
境
論

2
 

情
報

と
職
業

2
 

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

数
学

2
 

統
計

品て
「

2
 

物
理

学
2
 

イヒ
学

2
 

生
物

品て
「

2
 

地
学

2
 

情
報
科
学
と
社
会

2
 

自
然
科
学
特
別
講
義

2
 

] { ] { 。

学
際
・
統
合
系
科
目

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

国
際
学
群
特
別
講
義

2
 

国
際
文
化
系
基
礎
演
習

1
 

語
学
教
育
系
基
礎
演
習

1
 

経
営
系
基
礎
演
習

1
 

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
系
基
礎
演
習

1
 

診
療
情
報
管
理
系
基
礎
演
習

1
 

観
光
産
業
系
基
礎
演
習

1
 

国
際
文
化
専
門
演
習
I
2
 

経
営
情
報
専
門
演
習
I
2
 

観
光
産
業
専
門
演
習
I
2
 

国
際
文
化
専
門
演
習
E

2
 

経
営
情
報
専
門
演
習
E

2
 

観
光
産
業
専
門
演
習
E

2
 



自
由

数 一
位 一 献 一 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

単 一
必
修

科
目
名

観
光
実
用
英
語
I

観
光
実
用
英
語
E

ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
エ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門

沖
縄
の
社
会

ア
ジ
ア
の
宗
教

国
際
文
化
特
別
講
義
I

国
際
文
化
特
別
講
義
E

語
学
教
育
特
別
講
義
I

語
学
教
育
特
別
講
義
E

日
本
史
史
料
講
読

観
光
実
用
韓
国
語

観
光
実
用
中
国
語

中
南
米
の
歴
史

日
本
古
典
文
学
史

日
本
近
代
文
学
史

日
本
古
典
文
学
概
論

日
本
近
代
文
学
概
論

日
本
の
社
会

日
本
の
宗
教

移
民
と
異
文
化

中
南
米
の
社
会

地
域
文
化
演
習

現
地
実
習

ア
ジ
ア
の
言
語

英
語
学
概
論

ア
メ
リ
カ
文
学

ア
ジ
ア
の
文
学

ア
ジ
ア
の
歴
史

ア
ジ
ア
の
文
化

通
訳
技
法

外
書
講
読

小
学
校
英
語
教
育
教
授
論

職
業
指
導

I

職
業
指
導

H

日
本
語
教
授
法

デ
ィ
ベ
ー
ト

現
代
日
本
語
論

日
本
近
代
文
学
論

日
本
古
典
文
学
論

中
南
米
の
民
俗

英
語
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

日
本
語
教
育
実
践
演
習

科
目
名

国
際
文
化
専
門
演
習
E

経
営
情
報
専
門
演
習
E

観
光
産
業
専
門
演
習
E

国
際
士
化
専
門
演
習
IV

経
営
情
報
専
門
演
習
W

観
光
産
業
専
門
演
習
IV

&;，
j主

自
由

社
会
科
学
糸
枠
日

科
目
名

法
と
市
民
生

記
原

級
簿

民 簿 上

数 一
位 軍 一 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

単 -

一 読 論 グ ン 読 文 論 論 学 論 史 I E 論 論 論 論 論 I E 論 謡 史 化 学 法 学 学 グ ン 読 丈 グ ン 読 文 一

一 / 川 ン 丈 ン

h y H 一

一 概 一 一 ト 講 作 術 教 主 想 歴 論 論 汀 化 ー 化 化 化 論 論 概 語 仁 声 文 文 ニ 小 講 作 工 ト 講 作 一

名 一 講 道 ' 、 ニ 概 概 一 文 文 歌 区 コ ス ↑ ト 語 ミ ニ 一

一 ヌ ユ 語 ケ 概 概 学 言 ス j ト 英 ァ コ 語 一

目 一 書 リ パ 英 芸 宗 と 恩 の 化 化 ニ 域 文 文 像 言 言 音 文 の 1 川 英 リ パ 英 一

一 語 ル 英 ュ 学 学 語 の リ 言 子 等 語 ル 英 一科 一 文 ・ 7 士 文 ミ 地 映 島 英 一 等 一 フ 一

一 写 英 ト 級 級 較 較 語 較 本 未 来 日 山 縄 暁 光 較 語 語 本 本 来 語 ギ 縄 等 制 高 高 英 ト 等 等 一

一 級 級 文 南 高 高 等 等 一一 漢 書 中 中 中 中 比 比 言 比 日 英 英 異 沖 島 観 比 言 言 日 南 日 中 英 英 イ 沖 準 準 準 準 高 高 高 高 一

専
攻
専
門
教
育
科
目

人
文
科
学
系
科
目

ー ] { ] ニ ー



単
位
数

科
目
名

o
芽

選
択

自
由

交
通
産
業
論

z
 

経
済

政
策

2
 

観
光
政
策
論

2
 

地
域
経
済
学

2
 

観
光
経

済
学

2
 

観
光
開
発
論

E
 

2
 

ホ
テ
ル
計
画
論

4
 

グ
ロ
ー
パ
ノ
レ
・
ピ
ジ
ネ
ス
論

2
 

産
業
十青
報
論

2
 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

4
 

経
営
分
析
論

2
 

ホ
テ
ノレ

実
務

6
 

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

4
 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
E

2
 

ホ
テ
ル
経
営
論

2
 

国
際
コ
ン
ヘ
ン
シ
ョ
ン
ピ
ジ
ネ
ス

2
 

ホ
ス
ピ
夕
日
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

2
 

観
光
資
源
論

2
 

ア
ジ
ア
の
政
治
と
社
会

2
 

組
織

心
理

山て
「

2
 

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
J
ト
の
心
理
学

2
 

余
P!ii 
ネ土
会
学

2
 

地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

2
 

観
光
関
連
実
務

6
 

情
報
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
E

2
 

病
院
実
務

E
 

1
 

病
院
実
務
E
 

4
 

観
光
産
業
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
I

1
 

観
光
産
業
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
E

2
 

自
然
科
学
系
科
目

科
目
名

単
位
数

o
，修

選
択

自
由

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

2
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

2
 

ウ
ェ
プ
デ
ザ
イ
ン

2
 

ウ
ェ
ブ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

2
 

診
療
情
報
管
理
論
I

2
 

人
体
構
造
・
機
能
及
び
医
療
用
語

2
 

医
療
概
論
及
び
臨
床
医
学
総
論

2
 

臨
床
医
学
各
論
I

2
 

医
療
管
理
総
論

2
 

医
療
管
理
各

論
2
 

保
健
医
療
情
報
学

2
 

ゴ
ノレ

フ
I
 

1
 

ゴ
ノレ

フ
E
 

1
 

ス
ク
ー
ハ
ダ
イ
ピ
ン
グ

1
 

野
外
活
動
演
習

2
 

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

経
営
学
総
論

2
 

、、
ク
ロ
経
済
学

2
 

寸
、
ク
ロ
経
済
学

2
 

観
光
産
業
特
別
講
義
I

2
 

観
光
産
業
特
別
講
義
E

2
 

観
光
学
総
論

2
 

地
誌

山寸
"

2
 

レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

観
光
関
連
法
規

2
 

ム百
社

法
2
 

イ'
了ー

政
$
 

2
 

西
欧
経
済
史

2
 

財
政

学
2
 

沖
縄

観
光

2
 

観
光

イ'
ー7
 
動
論

2
 

流
通

論
2
 

観
光
開
発
論

2
 

マ
ー
ケ
テ
イ
ン
ク
ボ
論

2
 

観
光
調
査
法

4
 

観
光
交
通
Z品

2
 

中
小
{f:
 
業
論

2
 

原
価

計
葬

2
 

経
営
組
織
論

2
 

経
営
戦
略

会
咽&
 

2
 

耳ム
計

自て
「
原
理

2
 

イ
ベ
ン
ト
事
業
論

2
 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
I

2
 

国
際
機
構
論

2
 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
概
論

2
 

観
光
事
業
論

2
 

国
際
経
済
論

2
 

金
融

論
2
 

ベ
ン
チ
ャ
ー
ピ
ジ
ネ
ス

2
 

経
営
特
別
講
義
I

2
 

経
営
特
別
講
義
E

2
 

観
光
地
理
学

2
 

観
光
産
業
論

2
 

経
営
管
理
論

2
 

問
題
解
決
の
心
理
学

2
 

旅
行
業
経
営
論

4
 

旅
行
業
法
と
約
款

2
 

人
的
資
源
管
理
論

2
 

地
方
自
1邑
論

2
 

国
際
関
係
面市

2
 

国
際
政
治
論

2
 

市
場
調
査
論

2
 

情
報
系
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
I

2
 

病
院
実
務

1
 

l H ] 巳 l



別
表
3
-
1
人
間
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
教
養
教
育
科
目
(
第
1
3
条
第
1
項
関
係
)

共
通
コ
ア
科
目

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
科
目

科
目
名

教
養
演
習

I

教
養
演
習

E
コ
ン
ピ
ュ
}
タ
リ
テ
ラ
シ
ー

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
イ
ン
グ
I

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
E

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
特
別
講
義

自
由

数

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目

科
目
名

大
学
と
人
生

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
特
別
講
義

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
卜
学
習

思
想
と
論
理
科
目

科
固
名

人
間
と
環
境

生
命
と
倫
理

科
学
入
門

論
理
学

現
代
思
想

思
想
と
論
理
特
別
講
義

沖
縄
理
解
科
目 科
目
名

沖
縄
学

沖
縄
の
自
然

沖
縄
の
言
語

沖
縄
理
解
特
別
講
義

位 一 一 献 一 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 4 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2

単 一
必
修

科
目
名

救
急
処
置

デ
ー
タ
処
理
入
門

地
球
の
環
境
と
そ
の
保
全

診
療
情
報
管
理
特
別
講
義
I

診
療
情
報
管
理
特
劇
講
義
E

沖
縄
の
植
物
と
保
護

自
然
地
理
学
概
論

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
運
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
論

上
級
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ア
ノ
レ
ゴ
リ
ズ
ム
論

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
概
論

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
践

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
I

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
E

ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
実
践

臨
床
医
学
各
論
E

臨
床
医
学
各
論
血

臨
床
医
学
各
論
W

診
療
情
報
管
理
論
E

国
際
統
計
分
類
I

空
手

ス
ポ
ー
ツ
産
業
論

ウ
ェ
ル
ネ
ス
概
論

環
境
調
査
法

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
特
別
講
義
I

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
特
別
講
義
E

医
療
統
計
学

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
論
I

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
論
E

健
康
と
長
寿

自
然
観
察
指
導
法

シ
ス
テ
ム
設
計
論

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
E

国
際
統
計
分
類
E

ー ]=ω ー

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

科
目
名

体
育
実
技

I
体
育
実
技

E

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
講
義

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
実
技



科
目
名

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
日
ン
グ

文
学

人
文
科
学
特
別
講
義

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

法
学

2
 

憲
法

2
 

政
治

山寸
"

2
 

経
済

学
2
 

経
営

学
2
 

主主
会

学
2
 

人
文
地
理

山て
r

2
 

|
社
会
科
学
特
別
講
義

2
 

社
会
科
学
科
目

自
然
科
学
科
目 科
日
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

数
品て
「

2
 

統
計

山づ
"

2
 

物
理

学
2
 

{~
 

学
2
 

生
物

山寸
"

2
 

地
学

2
 

情
報
科
学
と
社
会

2
 

自
然
科
学
特
別
講
義

2
 

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

ベ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

2
 

イン
F
子
り
ッ
シ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2
 

ド
イ
ツ
語

2
 

ド
イ

ツ
言!
f
E
 

2
 

フ
フ
ン
ス
言邑

2
 

フ
フ
ン
ス
語
E
 

2
 

ス
ベ
イ
ン
語

2
 

ス
ベ
イ
ン
語
E
 

2
 

ポ
ル
ト
ガ
ノ
レ
語
I

2
 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
E

2
 

中
国

語
I
 

2
 

中
国

語
E
 

2
 

韓
国

語
I
 

2
 

韓
国

語
E
 

2
 

タ
イ

語
I
 

2
 

タ
イ

語
E
 

2
 

外
国
語
特
別
講
義
I

2
 

外
国
語
特
別
講
義
E

2
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
英
語
基
礎

2
 

フ
ラ
グ
テ
イ
カ
ル
イ
ン
ク
.
~
ツ
ン
ュ

I
2
 

フ
ラ
ク
テ
イ
カ
ル
イ
ン
ク
+
り
ッ
シ
立
E

2
 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
I

2
 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
E

L
_
ー
2

共
通
選
択
科
目

外
国
語
科
目

- H H A H -

別
表
3
-
2
人
間
健
康
学
部
看
護
学
科
教
養
教
育
科
目
(
第
1
3
条
第
1
項
関
係
)

共
通
コ
ア
科
目

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
/
同
司
目

科
目
名

教
聾
演
習

I

教
養
演
習

E

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
・
D
テ
ラ
シ
ー

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
I

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
E

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
特
別
講
義

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

国
際

山寸
"
入

~~
 

2
 

異
文
化
接
触
論

2
 

国
際
社
会
と
日
本

2
 

人
権

と
平
和

2
 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

2
 

国
際
理
解
特
別
講
義

2
 

国
際
理
解
科
目

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
〉
科
目

科
目
名

大
学
と
人
生

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
特
別
講
義

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

人
文
科
判
ヰ
目 科
目
名

音
楽
の
歴
史
と
鑑
賞

美
術
の
歴
史
と
鑑
賞

哲
学

心
理
学

歴
史
学

教
育
学



科
目
名

プー
7
ク
テ
イ
カ
ル
・
イ
ン
ク
e
リ
ッ
シ
ュ
I

7
 .
ラ
テ
イ
カ
ル
・
イ
ン
ク
。
H
ッ
シ
ュ
E

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
I

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
E

思
想
と
論
理
科
目 科
目
名

人
間
と
環
境

生
命
と
倫
理

科
学
入
門

論
理
学

現
代
思
想

思
想
と
論
理
特
別
講
義

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

国
際
学

入
門

2
 

異
文
化
接
触
論

2
 

国
際
社
会
と
日
本

2
 

人
権

と
平
干ロ

2
 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

2
 

国
際
理
解
特
別
講
義

2
 

国
際
理
解
科
目

沖
縄
理
解
科
目 科
目
名

沖
縄
学

沖
縄
の
自
然

仲
縄
の
言
語

沖
縄
理
解
特
別
講
義

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

ベ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

2
 

イ
ン
ク
>
9
 'J
シ

1
・
コ
~
:
r
.
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2
 

ド
イ
ツ
語

2
 

ド
イ
ツ
語

E
 

2
 

フ
ラ
ン
ス
語

2
 

フ
フ
ン
ス
語
E
 

2
 

ス
へ
n
 
イ
ン
語

2
 

ス
へ
a
 
イ
ン
語
E
 

2
 

ポ
ノ
レ
ト
ガ
ノ
レ
語
I
 

2
 

ポ
ル
ト
ガ
ノ
レ
語
E

2
 

中
閏

語
2
 

中
圃

語
E
 

2
 

韓
国

語
2
 

韓
国

語
E
 

2
 

タ
イ

語
2
 

タ
イ

語
E
 

2
 

外
国
語
特
別
講
義
I

2
 

外
国
語
特
別
講
義
E

2
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
英
語
基
礎

2
 

人
文
科
学
科
目 科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

音
楽
の
歴
史
と
鑑
賞

2
 

芸
術
の
歴
史
と
鑑
賞

2
 

哲
学

2
 

心、
理

山て
「

2
 

歴
史

学
2
 

教
育

学
2
 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ

2
 

文
学

2
 

人
文
科
学
特
別
講
義

2
 

社
会
科
学
科
目 科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

法
学

2
 

憲
法

z
 

政
治

自て
「

2
 

経
済

学
2
 

経
営

出寸
"

2
 

社
会

学
2
 

人
文
地
理
学

2
 

社
会
科
学
特
別
講
義

2
 

健
康
ス
ポ
ー
:
科
目

科
目
名

体
育
実
技

I

体
育
実
技

E

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
講
義

健
康
ス
ポ
ー
ツ
特
別
実
技

共
通
選
択
科
目

外
国
語
科
目

ド
ー

ド
ー 0
1
 

名

学 学 学 学 一

目 計 理

自
然
科
学
科
目 科

数 統 物 化



科
目
名

単
位
数

品
修

選
択

自
由

ス
ポ
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ー
ク
ス

2
 

球
技

論
2
 

健
康

教
育

2
 

学
校

保
健

2
 

精
神

保
健

2
 

養
護

概
説

2
 

看
護

学
I
 

2
 

看
護

学
E
 

2
 

学
校
救
急
看
護
学

2
 

健
康
相
談
活
動
の
理
論
及
び
方
法

2
 

医
山寸
"

般
E
 

2
 

病
理

学
2
 

免
疫

学
2
 

微
生

物
学

2
 

薬
理

概
論

2
 

健
康
'L.' 
理

山て
r

2
 

U
 
、

の
健

康
2
 

保
健
衛
生
学

2
 

労
働
衛
生
学
概
論

2
 

労
働
法
規

2
 

労
働
法
規

E
 

2
 

介
護

概
論

2
 

社
会
福
祉
援
助
技
術

2
 

児
童

福
祉

2
 

障
害
者
・
高
齢
者
福
祉

2
 

グ
ロ
ー
パ
ノ
レ
八
/
レ
ス

2
 

生
理
学
運
動
生
理
学
演
習

2
 

衛
生
学
・
公
車
衛
生
学
演
習

2
 

動
作
学
演
習

2
 

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
演
習

2
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
演
習

2
 

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
演
習

2
 

看
護
臨
床
実
習
I

1
 

看
護
臨
床
実
習
E

3
 

運
動
負
荷
試
験

1
 

健
康
産
業
施
設
等
現
場
実
習

2
 

コ
ー
チ
ン
グ
演
習

2
 

体
つ
く
り
運
動

1
 

器
械

運
動

1
 

陸
上

競
技

1
 

水
詠

1
 

パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル

1
 

ノ、
ン
ド
ポ
ー
ル

1
 

サ
ツ

カ
1
 

ノ、、
レ

ポ
ー
ノ
レ

1
 

卓
球

1
 

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

1
 

柔
道

1
 

学 学 会 義
社 講

名 一 と 別

一 特

固 一 物 学

一 尚 子

科 一 科 科
報 然

生 地 情 自

別
表
4
人
間
健
康
学
部
専
門
教
育
科
目
(
第
1
3
条
第
1
項
関
係
)

専
門
基
礎
教
育
科
目
Iス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
1

科
目
名

単
位
数

必
修

i撃
沢

自
由

ス
ポ
ツ
健
康
学
総
論

2
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
演
習

2
 

人
体
機
能

山寸
ー

2
 

発
育

発
達
学

2
 

救
急

処
置

2
 

社
会
福
祉
概
論

2
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
論

2
 

ウ
ェ
ノ
レ
ネ
ス
概
論

2
 

医
学

般
2
 

解
自リ

山寸
"

2
 

生
理
学
・
運
動
生
理
学

2
 

衛
生
学
・
公
衆
衛
生
学

2
 

栄
養

学
2
 

科
目
名

単
位
数

，e:，
fli'
 

選
択

自
由

体
育

原
理

2
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
講
義
I

2
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
講
義
E

2
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
実
技
I

1
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
特
別
実
技
E

1
 

運
動

学
2
 

体
育
心
理

山寸
h

2
 

体
育
干土
会
学

2
 

体
育
経
営
管
理
学

2
 

コ
チ

A
 
寸
"

2
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論

2
 

体
力
・
健
康
測
定
と
評
価

2
 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
論

2
 

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

2
 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
予
防

2
 

運
動
処
方
論

2
 

安
全
管
理
論
及
び
方
法

2
 

野
外
教
育
論

2
 

レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
ロ
エ
ー
シ
ョ
ン
論

2
 

空
手
古
武
道
概
論

2
 

体
育
ス
ポ
ー
ツ
史

2
 

専
門
教
育
科
目
[
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
1

] 戸 一 円 。



科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

保
健
福
祉
行
政
論

2
 

看
護

と
福
事止

1
 

学
校

保
健

2
 

産
業
看
護

学
1
 

保
健
医
療

と
法

l
 

医
療

英
語

2
 

保
健
行
動
論

1
 
"
-
-
-
-
-
-

自
由

単
位
数

選
択

雌 一 2 1 2 2 1 2 1 2 2 2 2 1 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2  

専
判
教
育
科
目
[
看
護
学
科
1

科
目
名

看
護
学
概
論

看
護
援
助
論

基
礎
看
護
技
術
I

基
礎
看
護
技
術
E

看
護
実
践
方
法
論

フ
ィ
ジ
カ
ノ
レ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

基
礎
看
護
実
習
I

基
礎
看
護
実
習
H

成
人
看
護
学
概
論

成
人
看
護
学
方
法
論
I

成
人
看
護
学
方
法
論
E

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論

成
人
看
護
実
習
I

成
人
看
護
実
習
E

精
神
看
護
学
概
論

精
神
看
護
方
法
論

精
神
看
護
実
習

小
児
看
護
学
概
論

小
児
看
護
方
法
論

小
児
看
護
実
習

母
性
看
護
学
概
論

母
性
看
護
方
法
論

母
性
看
護
実
習

高
齢
者
看
護
学
概
論

高
齢
者
看
護
方
法
論

高
齢
者
看
護
実
習

在
宅
ケ
ア
論

在
宅
ケ
ア
実
習

ケ
ア
リ
ン
グ
文
化
実
習

感
染
看
護

看
護
研
究
方
法

卒
業
研
究

島
唄
・
過
疎
地
看
護
論

沖
縄
の
文
化
と
看
護

総
合
実
習

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

自
l

道
1
 

空
手

l
 

舞
踊

1
 

琉
球

舞
踊

1
 

エ
ア
ロ
ピ
ク
ス
I

1
 

エ
ア
ロ
ピ
ク
ス
E

l
 

レ
ク
F
エ
ー
シ
ョ
ン
実
技

1
 

ゴ
A
〆

フ
I
 

1
 

ゴ
ノレ

フ
E
 

1
 

ワ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

1
 

ス
ク
ー
パ
ダ
イ
ビ
ン
グ
I

1
 

ス
ク
ー
パ
ダ
イ
ビ
ン
グ
E

1
 

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
}
ド

1
 

テ
ー
ピ
ン
グ
マ
ッ
サ
ー
ジ

1
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
I

2
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
E

2
 

地
域
ウ
エ
ノ
レ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
 

卒
業
研
究
演
習
I

2
 

卒
業
研
究
演
習
E

2
 

卒
業
研
究
演
習
E

2
 

卒
業
研
究
演
習
IV

2
 

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

解
自
t
生
理
学

2
 

病
態
生
理
学
(
含
ー
病
理
学
)

2
 

生
{~

 
品寸
"
2
 

人
間
関
係

論
1
 

生
涯

発
達
論

1
 

家
族
社
会
学
(
吉
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
)

2
 

精
神

保
健

2
 

健
康
相
談
活
動
の
理
論
と
方
法

2
 

病
態
治
療
学
1
(
内
科
系
疾
患
)

2
 

病
態
治
療
学
II
(
外
科
系
疾
患
)

2
 

病
態
治
療
学
園
(
小
児
疾
患
)

1
 

病
態
治
療
学
I
V
(
母
性
疾
患
)

1
 

病
態
治
療
学
v
(
精
神
疾
患
)

l
 

老
年

学
1
 

薬
理

学
2
 

免
疫

学
2
 

微
生

物
山寸
"
2
 

栄
養

出寸
己一

1
 

栄
養

学
E
 
1
 

養
護

概
説

2
 

公
衆
衛
生

山寸
』
2
 

保
健
統
計
学

2
 

疫
学

2
 

専
門
基
礎
教
育
科
目
I看
護
学
科
1
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別
表
6
-
1
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
(
第
1
3
条
第
4
項
関
係
)

I国
際
学
群
】

授
業
科
目
の
区
分

教
養
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

別
表
6
-
2
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
(
第
1
3
条
第
4
項
関
係
)

I人
間
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
療
学
科
1

授
業
科
目
の
区
分

教
養
教
育
科
目

専
門
基
礎
教
育
科
目

科
目
名

単
位
数

必
~

選
択

自
由

総
l口
h
 
日
本
語

2
 

初
級
日
本
語
会
話
I

2
 

初
級
日
本
語
読
解
I

2
 

初
級
日
本
語
作
文
I

2
 

初
級
日
本
語
文
法
I

2
 

初
級
日
本
語
会
話
E

2
 

初
級
日
本
語
読
解
E

2
 

初
級
日
本
語
作
文
E

2
 

初
級
日
本
語
文
法
E

2
 

中
・
上
級
日
本
語
会
話
I

2
 

中
・
上
級
日
本
語
会
話
E

2
 

中
・
上
級
日
本
語
読
解
I

2
 

中
上
級
日
本
語
作
文
I

2
 

中
・
上
級
日
本
語
作
文
E

2
 

中
上
級
日
本
語
文
法
I

2
 

留
学
生
の
た
め
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

2
 

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

日
本
語
演
習

2
 

日
本
事
情

I
 

2
 

日
本
事
十青

E
 

2
 

日
本
事
情
E
 

2
 

日
本
事
情
W
 

z
 

専
門
教
育
科
目

別
表
5
外
国
人
留
学
生
対
輩
科
目
(
第
1
3
条
第
3
項
関
係
)

国
際
特
幸
及
び
人
間
働
康
学
部
共
通
(
外
国
語
教
育
科
目
)

ー ] 己 ∞ ー

手斗
日
名

単
位
数

必
修
選
択

自
由

教
職

概
論

2
 

教
育

原
理

2
 

教
育
IL'
 
理
学

2
 

教
育
時
J
度
古市

2
 

特
別
支
援
教
育

2
 

教
育
課
程
論

2
 

英
語
科
教
育
法
I

4
 

英
語
科
教
育
法
E

4
 

商
業
科
教
育
法
l

2
 

商
業
科
教
育
法
E

2
 

情
報
科
教
育
法
I

2
 

情
報
科
教
育
法
E

2
 

保
健
体
育
科
教
育
法
I

2
 

保
健
体
育
科
教
育
法
E

2
 

保
健
体
育
科
教
育
法
E

2
 

別
表
7
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
(
第
3
5
条
の
2
第
1
項
関
係
)

科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

看
護
実
践
と
理
論

l
 

看
護

管
理

1
 

看
護
政
策
論

1
 

家
族
看
護
学

1
 

看
護
教
膏
論

1
 

国
際
看
護
学

I
 
1
 

国
際
看
護
学

E
 

1
 

災
害
看
護
自荷

1
 

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

2
 

公
衆
衛
生
看
護
活
動
論

2
 

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
I

2
 

公
衆
衛
生
看
護
方
法
論
E

2
 

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

2
 

公
衆
衛
生
看
護
実
習
I

1
 

公
衆
衛
生
看
護
実
習
E

1
 

公
衆
衛
生
看
護
実
習
E

3
 



科
目
名

単
位
数

必
修

選
択

自
由

保
健
体
育
科
教
育
法
W

2
 

道
徳
教
育
の
理
論
と
方
法

2
 

特
別
活
動
の
指
導
法

2
 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

2
 

教
育

方
法

2
 

生
徒
指
導
の
理
論
及
び
方
法

2
 

進
路
指
導
論

2
 

教
育

相
談

2
 

英
語
教
育
実
践
研
究

2
 

高
業
教
育
実
践
研
究

2
 

情
報
教
育
実
践
研
究

2
 

中
学
校
教
育
実
習
事
前
指
導

1
 

中
学
校
教
育
実
習

4
 

高
等
学
校
教
育
実
習
事
前
指
導

1
 

高
等
学
校
教
育
実
習

2
 

養
護
実
習
事
前
指
導

1
 

養
護

実
習

4
 

教
職
実
践
演
習
(
中
・
高
)

2
 

教
職
実
践
演
習
(
養
護
)

2
 

介
議
等
体
験

1
 

- H H C i  

取
得
で
き
る
教
員
の
免
許
状
の
種
類
(
第
3
5
条
の
2
第
2
項
関
係
)

学
群
・
学
部

学
類
・
学
科

免
許
状
の
種
類

免
許
教
科

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

英
語

国
際
学
群
国
際
学
類

英
語

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

商
業

情
報

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

保
健
体
育

人
間
健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

保
健
体
育

養
護
教
諭
一
種
免
許
状

養
護

見
11
表
8



名桜大学人間健康学部履修規程

(平成 17年4月1日制定)

(趣旨)

第 1条 この規程は、名桜大学学則(平成6年4月1日制定)第13条及び第32条の

規定に基づき、授業科目の名称、単位数等卒業に必要な単位数、その他授業科目の履

修及び進級に関し必要な事項を定めるものとする。

(授業科目の名称、単位数等)

第2条 開設する授業科目の名称、単位数等は、次のとおりとする。

(1) [人間健康学部スポーツ健康学科1教養教育科目 別表 1

(2) [人間健康学部スポーツ健康学科]専門基礎教育科目/専門教育科目 別表 2

(3) [人間健康学部看護学科]教養教育科目 別表 3

(4) [人間健康学部看護学科l専門基礎教育科目及び専門教育科目 別表4

(5) [人間健康学部]外国人留学生対象科目(外国語科目・情報と外国語) 別表5

(6) [人間健康学部]副専攻の履修要件を示す科目

(卒業に必要な単位数)

第3条 卒業に必要な単位数は、別表7のとおりとする。

(登録)

第4条 学生は、履修しようとする授業科目の登録を行わなければならない。

別表6

2 一個学期で登録できる単位は、 20単位を上限とする。ただし、履修科目登録実施

要項に示された授業科目については、 20単位を超えて登録ができるものとする。

(登録調整期間)

第5条授業開始の日から 2週間は、登録調整期間とする。

2 登録調整期間には、担当教員の承認を得て登録した科目を変更することができる。

(登録カードの提出)

第6条 学生は、登録調整期間内に登録カードを指導教員へ提出しなければならない。

2 所定の期間内に登録カードを提出しなかった学生には、単位は与えない。

(学期末試験)

第7条 学期末試験は、期間を定めて行う。試験科目、時間等については、試験開始日

の1週間前に公示する。

2 受験資格は、原則として授業時間の 3分の 2以上出席した者とする。

3 第 1項の規定にかかわらず、授業科目の担当教員は、必要に応じて試験を行うこと

ができる。

(追試験)

第8条 追試験は、学期末試験時の受験資格を有しながら、次のやむを得ない理由によ

り受験できなかった者について願出により試験を行うことがある。

(1) 病気で受験できなかった場合(ただし、医師の診断書が必要)

(2) 2親等以内の親族の死亡による忌引きの場合(ただし、往復の日時を含め最短
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日数とする。)

(3) 公共交通機関が運休又は遅延した場合(ただし、遅延の場合は、当局の発行し

た遅延証明書が必要)

(4) 大学が認めた就職試験を受験した場合(ただし、証明書が必要)

(5) 大学が認めた遠征試合等に参加した場合

(6) その他全学教務委員長が必要と認めた場合

2 前項の規定により追試験を受験する場合は、事前又は理由発生当日を含めて直ちに

証明書等を添付し、全学教務委員長の認印を得て追試験許可願(様式第1号)を教務

課に提出しなければならない。

3 追試の許可は、全学教務委員長が行う。

4 全学教務委員長が許可を行った場合は、科目担当教員及び学生に通知する。

(再試験)

第9条 再試験は、卒業見込み者で学期末の成績評価において不合格になった科目 (2

科目以内)について再試験を実施するo ただし、再試験を希望する者は、その授業科

目の担当教員の認印を得て再試験許可願(様式第2号)を教務課に提出しなければな

らない。

2 再試験の日程については、 3月卒業予定者又は9月卒業予定者にその都度通知する。

3 再試験の評価は、 80点以上を与えることはできない。

4 再試験を受ける者は、受験料(1科目 4，000円)を納入しなければならない。

(単位の授与)

第 10条 登録した授業科目については、試験その他の成績、学習状況及び出席状況に

より成績を評価し、合格した科目については単位を授与する。

(成績評価の基準)

第 11 条授業科目の成績は，秀 (100~90 点) ，優 (89~8 0点)，良 (79

~7 0点)，可 (69~60点)及び不可 (59 点以下)の 5種類の評語をもって表

し，秀，優，良及び可を合格とし不可を不合格とする。ただし，実習の場合は，合格

又は不合格の評諮をもって表すことができる。

(進級)

第12条学生は、次の各号の条件を満たして進級することができる。

(1) スポーツ健康学科の学生については、次のとおりとする。

ア 2年次への進級については、 2セメスタ以上在学した後の4月より進級を

言芭める。

イ 3年次への進級については、 4セメスタ以上在学した後の4月より進級を

認める。ただし、 60単位以上を修得していること。

ウ 4年次への進級については、 6セメスタ以上在学した後の4月より進級を

認める。ただし、別表2に掲げる専門基礎教育科目の必修科目すべてを修得

していること。

(2) 看護学科の学生については、別表4に定める。ただし、看護学科においては、
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保健師助産師看護師学校養成所指定規則に基づいた教育課程を編成しているため、

進級しない学生については、学則第29条第7項を適用しない。

(改廃)

第13条 この規程の改廃は、人間健康学部耕受会の議を経て学長が定める。

附則

この規程は、平成 17年4月1日から施行する。

附則

この規程は、平成 19年4月1日から施行する。ただし、平成 19年 3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附則

この規程は、平成20年4月1日から施行する。ただ、し、平成20年3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附則

この規程は、平成21年4月1日から施行する。ただし、平成21年 3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附員IJ

この規程は、平成22年4月1日から施行する。ただし、平成22年3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附貝IJ(平成23年3月 16日)

この規程は、平成23年4月1日から施行する。ただし、平成23年3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附則(平成26年 1月15日)

この規程は、平成26年4月1日から施行する。ただし、平成26年3月31日以前

に入学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附則(平成26年2月 19日)

この規程は、平成26年4月 1日から施行し、改正後の別表4 (第2条関係)につい

ては、平成24年度入学者から適用する。

附員IJ(平成26年 7月 16日)

この規程は、平成27年4月1日から施行する。ただし、改正後の第 12条につい

て、スポーツ健康学科においては平成 27年 3月31日以前に入学し、引き続き在学

する者には、従前の規程を適用し、看護学科においては平成 24年度以降の入学生に

適用する。

附員IJ(平成28年2月 17日)

この規程は、平成28年4月1日から施行する。ただし、平成28年3月31日以前に入

学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。
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附則(平成28年 11月16日)

この規程は、平成29年4月1日から施行する。ただし、平成29年3月31日以前に入

学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附則(平成29年5月17日)

この規程は、平成30年4月1日から施行し、改正後の別表2 (第 2条関係)については、

平成28年度入学者から適用する。

附則(平成30年3月1日)

この規程は、平成30年4月1日から施行する。ただし、平成30年3月31日以前に入

学し、引き続き在学する者には、従前の規程を適用する。

附員Ij(平成31年2月20日)

この規程は、平成31年4月1日から施行し、改正後の別表6 (第 2条関係)については、

平成28年度入学者から適用する。
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別表1 (第2条関係)

[人間健康学部スポーツ健康学科]教養教育科目

科目区分

寸一一
ア

ス 7主
キミ
ノレツ

ク

7ふ-'"イア-

ン ブ

共通

d想論理思と、ごコ

科ア目

縄解理沖

健
康
ス
ポ

ツ

共
通
選
択
科
目

科目番号

:ゴゴ二:127i二〕扇吾I

日品5三三己!三号:占i主長『hh』占正ん司礼日礼
謂;主:ミ寸古す1す許望与空守空f?台柑(?主?出出出出住主出主I:11平ll「川2二1j:-1J:1I:lIll;::;:1;;;:1115bili---J11:lil--

tilliTii!日
ltiltJEjiilijjJJ 
器ii記;i日;日詰!己志主;;i#i正比旧1旧三三三三=-三三三_.._.._._三三'-"-"_三"'-"_三三_._.._..三三_.._..-三 ¥¥ ; 

L […口三1三三.._..-三

目I:~五器:2五五芯i弘弘芯器叫器Liむ告山詰日~+t引引iiiに1:1:二二二二_..-二二二二...-二_..-吉土:二:1~~~I:件づ1廿:jf;i:

;1主吾;談該該該;:J!:二記元す主-干日円 ミ:一二二二二主引引FF:11I工llJ工仁一二二ご二二;二二仁口1.一犯沼菅却1 

科目名 履修前提科目等

。一o…o
一0一o…o

itlJJJillJJJJliJJilljilJJillJJill 
-

スペイン語I

ポノレトガノレ語I

中国語I

韓国語I
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Jj IJ :;i'ヨ~ 1 ¥男弓"ラR険制糸y

I人間健康学部スポーツ健康学科I教養教育科目

FJZML L 単位数 授業形態

科目区分 科目番号 科目名
講 必 選 自 講 演

履修前提科目等
年

次 修 択 由 義 習

共国 101 国際学入門 l 2 。
共国 102 具文化接触論 l 2 。

世逗解国
共国 103 国際社会と日本 I 2 。
共国 104 人権と平和 1 2 。
共国 105 国際コミュニケーション論 2 。
共国 106 海外スタディツアー 1 2 。
国際理解特別講義共国 107 1 2 。

備考 2単位以上修得すること。

共人 101 音楽の歴史と鑑賞 l 2 。
共人 102 美術の歴史と鑑賞 。1 2 

共人 103 哲 学 。1 2 

文章
共人 104 心 理 学 2 。
共人 105 歴 史 A寸ヱd与与 2 。
共人 106 教 育 学 。I 2 

共人 107 ヒューマンケアリング 2 。
共 共人 108 文 学 1 2 。
通i択科墾目

共人 109 人文科学特別講義 I 2 。
備考 2単位以上修得すること。

共社101 法 学 I 2 。
共社102 憲 法 2 。

干~手品マ士主~ー若L 
共性103 政 治 井す斗d一与 1 2 。
異諸圭104 経 済 学 1 ~-~-

。
共社105 経 営 学 l 。
共社106 社 lコミh 学 l 2 。
共社107 人文地理学 。I 2 

共社108 社会科学特別講義 1 2 。
備考 2単位以上修得すること。

共自 101 数 学 l 2 。
共自 102 統 言十 A寸4二一 I 2 。
共自 103 物 理 2 

科扶学自
共自 104 化 2 

共自 105 生 物 2 

共自 106 地 1 2 

共自 107 情報科学と社 1 2 仁

共自 108 自然科学特別講 2 。
備考 2単位以上修得すること。
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別表2 (第2条関係)

[人間健康学部スポーツ健康学科]専門基礎教育科目/専門教育科目

戸JιZ 単位数 授業形態

科分区目 科目番号 科目名
講 必 選 自 議 演

験実習実
履修前提科目等

年

次 {妻 択 由 義 習

ス基101 スポーツ健康学総論 1 2 。
ス基 102 スポーツ健康演習 l 2 。。
ス基 103 ウェノレネス概論 l 2 。
ス基 104 発育発達学 1 2 。
ス基105 救 急、 処 置 1 2 。。
ス基206 生涯スポーツ論 1 2 。
ス基107 人体機能学 1 2 。
ス基108 社会福祉概論 2 2 。
ス基209 医 学 長官 2 2 。
ス基210 角書 官I 学 2 2 。
ス基211 生理学・運動生理学 2 2 。
ス基212 衛生学・公衆衛生学 2 2 。
ス基213 栄 養 学 2 2 。
備考 必修科目を含め、 22単イ立以上修得すること。

ス専 101体育原理 1 2 。
ス専185 スポーツ健康学特別講義 I 1 2 。
ス専 186 スポーツ健康学特別講義 H l 2 。
ス専 187 スポーツ健康学特別実技 I 1 1 。
ス専188 スポーツ健康学特別実技 E 1 1 。
ス専 102 運 動 学 1 2 。
ス専203 体育心理学 2 2 。
ス専204 体育社会学 2 2 。
ス専305 体育経営管理学 3 2 。
ス専206 コ チ 学 2 2 。
ス専207 トレーニング論 2 2 。
ス専308 体力・健康測定と評価 3 2 。。
ス専309 スポーツ指導論 3 2 。
ス専210 スポーツ栄養学 2 2 。
ス専311 スポーツマネジメント 3 2 。
ス専312 スポーツ障害と予防 3 2 。
ス専313 運動処方論 3 2 。 生理学・運動生理学

ス専214 安全管理論及び方法 2 2 。

著科高
ス専215 野外教育論 2 2 。
ス専216 レジャー・レクリェーション論 。2 2 

ス専317 空手・古武道概論 3 2 。
ス専218 体育・スポーツ史 3 2 。
ス専219 スポーツバイオメカニクス 2 2 。
ス専220 球 技 論 3 2 。
ス専221 健 康 教 育 2 2 。
ス専222 戸寸-"， 校 保 健 2 2 。
ス専323 精 神 保 健 3 2 。
ス専324 養 護 概 説 3 2 。
ス専225 看 護 弓~ 2 2 。
ス専226 看 議 Aすよ4一与 E 2 2 。。 解剖学、看護学I

ス専327 学校救急看護学 3 2 。
ス専328 健康相談活動の理論及び方法 3 2 。
ス専229 医学 般 E 2 2 。
ス専230 病 理 学 2 2 。
ス専231 免 疫 A寸4二一 2 2 。
ス専232 微 生 物 学 2 2 。
ス専333 薬 理 概 論 3 2 。
ス専234 !L、 の健康 2 2 。
ス専235 健康心理学 2 2 。
ス専336 保健衛生学 3 2 。
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別表2 (第2条関係)

[人間健康学部スポーツ健康学科]専門基礎教育科目/専門教育科目

受 | 単位数 | 授業形態
科
目
区
分

科目番号 科目名
実
験
実
習

演

習
講

義

白

目

出

回

選

択

必

修
講

次
履修前提科目等

年

専
門
教
育
科
目

3 ーし汁一一1-6一一一一…一一…一一一一一……

備
一
嬬
…
嬬

明
一
明
…
明

自由
選択|備考

「専門教育科目I及び「教職に関する科目Jを
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別表3(第2条関係)

[人間健康学部看護学科1教養教育科目

科目区分 科目番号 科目名
講百T義

時日
履修前提科目等ii!?l: 

i!日!ιtilli
叶主将|:jillJ11止牛に三-"""-"三三三一.._---一二二三三三-_..三三三三三三三二二._--三._-_-----三三--三三←三三三二三一三三

;旧l崎;l目目出山ii2自百器;:jiI::i:;i::::日臨片J;i;¥i;十ご二三二二二ゴ.. 二-_..-与一 一一
事~=tI通示~~!l~一一: : l;; :一一-f::ー

i l-'î.ιJ土ι託孟主宇土討五川μ引:川昨昨昨片片~川昨昨I片凶;;iit十;iii十Jjit;:l;J;

!引[剖器;iiiii;:;J三j誌三2三品品語diG4di;卜lllイ;判;H j 
三五JIllijfji:JIll三F-f/'il! 1 

!li till-i;lfJi::jit--ilil--:し1...1

z 仁ト二三

教養演習I

。…O
一0
一

JilJ;;:ljjil--f一一一一…

フランス語I

スペイン語I

中国語I

韓国語I

タイ語I
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別表3 (第2条関係)

[人間健康学部看護判ヰ]教養教育科目

J高え'-
単位数 授業形態

科目区分 科目番号 科目名
講 必 選 自 音色 1寅

験習実実
履修前提科目等

年

次 {妻 択 由 義 習

共国 101 国際学入門 1 2 。
共国 102 異文化接触論 1 2 。
共国 103 国際社会と日本 。

際理解国

1 2 

共国 104 人権と平和 。1 2 

共国 105 国際コミュニケ ション論 。I 2 

共国 106 海外スタデイツアー l 2 L9 
共国 107 国際理解特別講義 。l 2 

備考 2単位以上修得すること。

共人 101 音楽の歴史と鑑賞 l 2 。。
共人 102 美術の歴史と鑑賞 1 2 

共人 103 哲 学 I 2 。
人文科学

共人 104 'L' 理 学 1 2 。
共人 105 歴 史 学 。1 2 

共人 106 教 育 学 。l 2 

共人 107 ヒューマンケアリング 2 。
共人 108文学 l 2 。
共人109 人文科学特別講義 l 2 。
備考 2単位以上修得すること。

主主土101 法 学 2 。
共社102 憲 法 2 。
共諸主103 政 治 見て「ゐ l 2 。

社~科点寸う主2二i、 共社104 経 済 学 2 。
共社105 経 営 学 I 2 。
共社106 社 ~ 戸チ'4 I 2 。
実諸士107 人文地理学 1 2 。
共社108 社会科学特別講義 2 。
備考 2単位以上修得すること。

共自 101 数 メ寸"与与 l 2 

共自 102 統 計 A寸Lこも奇 1 2 

共自 103 物 理 学 2 。
共自 104 化 民寸4こー 1 2 

共自 105 生 物 学 1 2 

共自 106 地 学 1 2 。
共自 107 情報科学と社会 1 2 。
共自 108 自然科学特別講義 l 2 。
備考 必修科目を含め、 2単位以上修得すること。
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別表4 (第2条関係)

[人間健康学部看護学科1専門基礎教育科目及び専門教育科目

高'llιL 単位数 授業形態

科目区分 科目番号 科目名
E茸 必 選 自 講 演

験実実習
前提科目・前提条件

年

次 修 択 由 義 習

看 101 解剖 生 理学 1 2 。
看 102 刑臨江理子(含:病理学) 2 。

人間 看 103 生化学 。1 2 

看 104 人間関係論 。の 1 l 

理解 看 105 生涯発達論 1 1 。
看 106 家族社会学(含ーγェンr-論) l 2 。
看 107 精 神 保 健 2 2 。
備考 必修科目 10単位修得すること。

看 III 健康相談活動の理論と方法 3 2 。
看 112 1 (1 2 2 。
看 113 フ円比民tロ汐すに o..ll 2 2 。
看 114 明暗 1文京 'ill (小児疾患) 2 1 。

健康
看 115 ヲ内臨市環干N(母性疾患) 2 1 。
看 116 7同盟iP慣とV(精神蒋鳳 2 l 。

の
看 117 老 年 こ品子 。

解理
2 1 

看 118 薬 理 学 2 2 。
看 119 免 疫 学 2 2 。
看 120 微 生 物 山弓ー. 2 2 

看 121 栄 養 学 2 l 。
看 122 栄 養 学 E 2 l 。
備考 必修科目 14単位修得すること。

看 131 公衆衛生学 2 2 。
看 132 保健統計学 4 2 。
看 133 疫 学 2 2 。
看 134 保健福祉行政論 2 2 。

境環 看 135 看護と福祉 。1 l 

看 136 学 校 保 健 。の 2 2 

解理 看 137 産業看護学 2 l 。
看 138 保健医療と法 2 l 。
看 139 医 療 英 言苦 1 2 。
看 140 養 護 概 説 3 2 。
看 141 保健行動論 2 1 。
備考 必修科目 9単位修得すること。
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別表4 (第2条関係)

[人間健康学部看護学科]専門基礎教育科目及び専門教育科目

科目区分

看 201

看 202

看 203

看204

看 205

看206

看 207

看 208

;|;|:|:|:|:li 

露専門

同 重児

普高看

科目名 前提科目・前提条件

基礎看護実習 1I 1 

基礎看護実習 III 2 I 2 

備考 |必修科目 13単位修得すること。

l 看 211 成人看護学概論 12 1 2 1 1 0 1 1 t，tし

看 212 成人看護学方法論 Iい 川 I I C た??学概論の

看 213 成人看護学方法論 III 3 I 2 I I I I C 哲 S!I!l'I円守護学概論の単位
ゐνI，.~ ~， ~ ~ ， N ，_ """ - I ' “ I I I ~ I 取得してLること

iιiに:己Vf三::工f:二王;二二L;とプ7三ゴプ土:??hT?一?一一!!;-，.:十-，ぺ-，.:目:..，.:._，卜一 lド汁'~'I斗|卜一一 一1器1
看計引2幻16什|成人看護実習 E川13什I3什 10引|台芳主諒E能EJ説::τ; 

!日:!?Jjj-fhJ1-刊:主主帯主;
備 考 |必修科目 6単イ立修得すること。

E 看231 1小児看護学概百首 I2 1 2 I 1 1 0 1 1 レtし
1， ，~ = e~ ~ '，~ .A  I .. I .. I I ~ I I 門分野 I、小児看護学概論¢単位|

看 232 I小児看護方法論 I3 I 2 I I I I 0 I に~~:~~J .:.~ .，':~l'Il~-.I"""'mlV-'~I.!L. I 
| 附句 I' I “ I I I ~ I を取得していること

I I I I I I I I 門分野I、小児看護学概論、小児
看233 I小 児 看 護 実 習 I3 I 2 I I I I I 0 I 護方法論の単位を取得している

精
神
看
護

芸引l主干主J川主出l?件川「川「円円1ll「片J王ヰ三中中引LIl;品l
jf!!1日日((!}}日:jj!口j!!口:i!:!!: ::=J;;与1;V;万:(L::jj l ::j;: l ; |l;::二ヰ._.._二:::l ::二:::|lll「ll「f:f?!与oト片ll「十1同Jヲ三4十件oイt中o↓o
備考 |必修科目り早.1}L11$押す也」とo

'
I
 

q
d
 

'
E
A
 



別表4 (第2条関係)

[人間健康学部看護学科]専門基礎教育科目及び専門教育科目

"ii丸h 単位数 授業形態

科目区分 科目番号 科目名
5昔 必 選 自 議 演

験実実習
前提科目・前提条件

年

次 修 択 由 義 習

喜重
看261 在 宅{ ケ ア 論 3 2 。 専門分野Iの単位を取得している

こと

看262 在宅ケア実習 3 l 。専門分野I、在宅ケア論の単位を取
f号していること

備考 必修科目 3単位修得すること。

看271 ケアリング文化実習 1 2 。なし
看 272 感 染 看 護 2 2 。 なし

看273 看護研究方法 3 2 。 専こ門と分野Iの単位を取得している

tを取得してい
看274 卒 業 研 究 4 2 。

ること

看 275 沖縄の文化と看護

l統分野口k 

2 1 。 なL

看276 ターミナノレケア論 3 l 。 なし

看277 看護実践と理論 4 l 。 なし

看278 看 護 管 理 4 I 。 なし

看279 看護政策論 4 l 。 なし

看 280 家族看護学 2 l 。 なし

看281 看護教育論 4 l 。 なし

看 282 国際看護学 I 2 1 。 なL

看283 国際看護学 H 2-4 1 学外 国際看護学I

看 284 災害看護論 4 l 。 なし

看 285 島唄・過疎地看護論 2 1 。 なし

原則として、全ての実習科目の単位
看286 総 1口込 実 習 4 2 。

を取得していること

備考 必修科目 12単位修得すること。

看 291 公衆衛生看護学概論 2 2 。 なし

専門分野I、全専門領域江概論、公
看292 公衆衛生看護活動論 3 2 。 衆衛生看護学概論の単位を取得し

てし、ること

専門分野I、全専門領域ι概論、公
看293 公衆衛生看護方法論 I 3 2 。 衆て衛い生る看こ護と学概論の単位を取得し

保健白著分育野者H 衆軍基

看294 公衆衛生看護方法論 H 3 2 。 専衆衛門分生野看護I、学全概専論門の領単域位正を概取論得、公し

ト一一
ていること

公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護
看295 公衆衛生看護管理論 4 2 。 学方法論I及びE、公衆衛生看護活

動論の単位を取得していること

看296 公衆衛生看護実習 I 2 1 。公し衆て衛いる生看こ護と学概論の単位を取得
看297 公衆衛生看護実習 E 4 l 。科3こ年目と次と後実期習のま単で位に履を修取得したし全てていのる

看298 公衆衛生看護実習皿 4 3 。科3年目次と後実期習のま単で位に履を修取得したし全てていのる
こと

備考 必イiIE科目 3単位修得すること。
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別表5 (第2条関係)

I人間健康学部]外国人留学生対象科目(外国語科目・情報と外国語)
単位数 授業形態

受講
区分 科目番号 科 目 名 必選自 講義演習 実験 年次

備考

修択由 実習

外日 101 総合日本語 2 1・2・3・4 外国人留学生対象科目。
外国語教育主任若しくは所属学

外日 102 初級日本語会話 I 2 1・2・3・4 科長と相談のうえ、英語系科目に代
えて修博することが出来る。

外日 103 初級日本語読解 I 2 1・2・3・4

外日 104 初級日本語作文 I 2 1・2・3・4
スポl看警( 外日 105 初級日本語文法 I 2 。 1.2・3・4

震
外日 106 初級日本語会話 E 2 。 1.2・3・4

外日 107 初級日本語読解 E 2 。 1・2・3・4
_..._.._...-.._.._.._.._.._..-一一一晶眼目...._..._且阻一一

外日 108 初級日本語作文 H 2 。 1'2・3・4

タト日 109 初級日本語文法 H 2 。 1・2・3・4

外日 110 中・上級日本語会話 I 2 。 1・2・3・4

外日 111 中・上級日本語会話E 2 。 1・2・3・4

外日 112 中・上級日本語読解 I 2 。 1'2・3・4

外日 113 中・上級日本語作文 I 2 。 1'2・3・4

外日 114 中・上級日本語作文E 2 。 1・2・3・4

外日 115 中・上級日本語文法 I 2 。 1・2・3・4

外日 116
留学生のためのアカデミ

2 。 1・2・3・4
ックライティング

外日 117 日本語演習 2 。 1'2・3・4

外日 118 日本事情 2 。 1'2・3・4

タト日 119 日本事情 H 2 。 1・2・3・4

タト日 120 日本事情 E 2 。 1.2・3・4

タト日 121 日 本事情 N 2 。 1.2・3・4

ntu 
qo 

唱

g
A



別表6 (第2条関係)

[人間健康学部スポーツ健康学科]副専攻(地域マネジメント)の履修要件を示す科目

受講 単位数
区分 科目番号 科 目 名

年次 &;，It 選択 自由
備考

7indスキル 共ア 101 教養演習 I l 2 

「教養演習 1 Jジ単、ェ位「大ク以学上ト学履とI 共:7101 大学と人生 I 2 人生」、「プロ
全

ライフデザイン
プロジェクト学習共ラ 204 2 2 習j を含め 8

A寸共通d二L 共沖 101 沖縄学 2 修すること。
共沖 102 沖縄の自然 l 2 

沖縄理解
共沖 103 沖縄の言語 1 2 

共沖 104 沖縄理解特別講義 l 2 

ス基 101 スポーツ健康学総論 1 2 8単位以上履修すること。

警官霊高
ス基 102 スポーツ健康演習 1 2 

ス基 103 ウェノレネス概論ス 1 2 

ポ ス基206 生涯スポーツ論 l 2 

ス専214 安全管理論及び方法 2 2 「地域ウェルネスフ。ロジ
ツ ス専215 野外教育論 2 2 ェクトJを含め 8単位以

健康A科74  4 
ス専216 レジャー・レクリエーション論 2 2 上履修すること。
ス専244 グローパノレヘノレス 2 2 

ス専368 琉 球 舞 踊 3 1 

ス専273 ウインドサーフィン 2 1 

ス専380 地域ウエノレネスプロジェクト 3 2 

※履修条件に沿って 24単位以上履修すること。

I人間健康学部看護学科】副専攻(地域マネジメント)の履修要件を示す科目

受講 単位数
区分 科目番号 科 目 名

年次 必修 選択 自由
備考

7自ndスキル 共ア 101 教 養 I寅 習 l 2 「教養演習 1J、「大学と

ライフデザイン
共ラ 101 大学と人生 1 2 人生J、「プロジェクト学

全主通ず共主らー
共ラ 2日4 プロジェクト学習 2 2 習j を含め 8単位以上履
共沖 101 T中 縄 学 l 2 

修すること。
共沖 102 沖縄 自然

沖縄理解
σ〉 l 2 

共沖 103 沖縄の言語 l 2 

共沖 104 沖縄理解特別講義 1 2 

警官襲需
看131 公衆衛生学 2 2 6単位以上履修すること。
看 133 疫 戸マ斗4ーL 2 2 

看134 保健福祉行政論 2 2 

看137 産業看護学 2 1 

看271 ケアリング文化実習 1 2 10単位以上履修するこ
看274 卒業研究 4 2 と。一看幻5 沖縄の文化と看護 2 1 

護看科寸~ 看262 在宅ケア実習
ト一一一一

3 l 

看285 島峡・過疎地看護論 2 l 

看291 公衆衛生看護学概論 2 2 
ト一一一

看292 公衆衛生看護活動論 3 2 

看293 公衆衛生看護方法論 I 3 2 

看294 公衆衛生看護方法論 E 3 2 

看295 公衆衛生看護管理論
ト一一一

2 4 

看296 公衆衛生看護実習 I 2 

看297 公衆衛生看護実習 E 4 1 

看298 公衆衛生看護実習 E 4 3 

※履修条件に沿って 24単位以上履修すること。
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別表7(第3条関係)

[人間健康学部スポーツ健康特ヰI
授業科目の区分 必修 選択 卒業に必要な単位 小計

共 アカデミックスキル科目 8 。 8単位

通 フイフデザイン科目 2 。 2単位以上
コ
思想、と論理科目 。 2 2単位以上ア

科 沖縄理解科目 。 2 2単位以上
目 健康スポーツ科目 。 2 2単位以上

教養教育科目
外国語科目 6 2 8単位以上

32単位以上
i!: 

国際理解科目 。 2 2単位以上

人文科学科目 。 2 2単位以上

社会科学科目 。 2 2単位以上

自然科学科目 。 2 2単位以上

専 門 基 礎 教 =円t 科 目 12 10 22単位以上 22単位以上

専 p~ 教 育 科 自 8 52 60単位以上 60単位以上

自 由 選 択 科 目 。 10 10単位以上 10単位以上

卒 業 必 要 な 単 イ立 36 88 124単位以上

I備考] 自由選択科目にライフデザイン科目、専門基礎教育科目、専門科目及び教職に関する科目を含めることができる。

[人間健康学部看護学科】

区分 科目群 科目区分 必修 選択 卒業に必要な単位 ノj、言十

アカデミックスキノレ科目 8 。 8単位以上

フイフヂザイン科目 2 。 2単位以上

共通コア科目 思想、と論理科目 。 2 2単位以上

教養教育

沖縄理解科目 。 2 2単位以上

健康・スポーツ科目 。 2 2単位以上

外国 語科 目 2 2 4単位以上
28単位以上

国 際 理 角ド平 。 2 

共通選択 人 文 手ヰ 戸子三4 。 2 
8(統計学のみ必修)

社 ぷ~三三h 科 Aナ主ゐ 。 2 

自 然 科 学 2 。

童育青基

人 間 の理解 10 。 10単位以上

健康の理解 14 。 14単位以上 33単位以上

環境の理解 9 。 9単位以上

専門 I 基 礎 看 護 13 。 13単位以上

成 人 看 護 13 。 13単位以上

母 性 看 議 6 。 6単位以上

教専門育

専門E 児 看 護 6 。 6単位以上

両齢者看護 6 。 6単位以上 68単位以上

精 神 看 護 6 。 6単位以上

統合
在 宅 看 護 3 。 3単位以上

総 メ口合、 看 護 12 。 12単位以上

公衆衛生看護 公衆衛生看護 3 。 3単位以上

卒 業 必 要 な 単 位 115 14 129単位以上 129単位以上
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別紙様式 1 (第8条の2関係)

平成 年 月 日

え宣言丸竪食言午石了原貞

名桜大学長殿

申請者 主重二主韮会

主一一一一盗

学生番号

氏 名 臣

達一一色一主

(自宅又は携帯番号等の連絡先)

全学教務委員長 円い-

仁
卜

平成 年度 学期末試験に係る下記科目の追試験を許可して下さいますよう，お願い致します。

言己

1.理由

注意

1 )病気が追試験許可願の理由の場合，医師の診断書を添付すること。

2)その他やむを得ない事情があった場合，その旨の証明書を添付すること。

2追試験科目

No. 科目名 クフス 単位数 曜日 時限 教員名

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

※試験の実施時期は，掲示又は本人に電話連絡する。
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別紙様式2 (第9条の 1関係)

平成 年 月 日

手手意式懸賞言午百了原頁

名桜大学長殿

申請者 主童二主丑金

主4語L主

旦一一一一主

連~ ，主
(自宅又は携帯番号等の連絡先)

全学教務委員長 四

科 目 名 科目コード

ク ブ ス 単 位 数

担当教員 印

試験区分 1.通年 2.前学期 3.後学期 4.集中講義

必修・選択 1.必修 2.選択 3. 自由

試験期日 平成 年 月 日 曜日)

場 所

※再試験科目の受験料(1科目 4，000円)は，科目毎に申請すること。

提出年月日 年 月 日

i3込コ之 計 課納入印|

金額 4， 000円

月

dqO
 

2
E
A
 



欠席及び成績評価の対象等に関する申合せ

平成6年 7月27日制定

(趣旨)

第1条 この申し合わせは，本学における授業等の欠席及び期末試験等の受験資格等について定める。

(授業への出席及び欠席，公欠届提出期限及び学修)

第2条 学生は登録した科目の授業に常に出席しなければならない。

2 やむを得ず欠席する場合は，原則として事前に欠席届(別紙様式1)を担当教員に提出しなければ

ならない。

3 病気又はその他の理由で1週間以上欠席する場合は，医師の診断書(又は写し)又は欠席理由書(別

紙様式2)を添えるものとする。

4 次の事由による欠席については，これを「公欠席」として許可し，通常の欠席とはしない。ただし，

第1号，第2号，第3号，第4号及び第7号の場合は事前に，また第5号，第6号の場合は事由後，

1週間以内に公欠席願(jjlJ紙様式3)を提出しなければならない。また，公欠席願の提出は，第5号

及び第6号を除き学期末試験期間が始まる前の，講義が行われる日の最終日を提出期限とする。

(1) 教育課程としての実習等

(2) 本学，沖縄県及び国を代表して参加する競技会等(県レベル大会以上)

(3) 資格試験の受験，大学等が企画する就職活動(合同企業説明会など)

(4) 就職試験の受験(受験票がない場合は，大学指定様式を提出する)

(5) 忌引

一親等は7日以内(休日等を含む)

二親等は5日以内(休日等を含む)

(6) 学校保健安全法施行規則で定められた感染症

(7) その他本学が正当と認めた事由

5 前項第1号，第2号，第3号，第4号及び第5号の公欠席は，沖縄県内の場合は当該期日のみ，ま

た，沖縄県外の場合は往復に係る必要最小日数(往路 1S，復路1日を含む)を許可する。

6 授業担当教員は，第2条第4項の各号に掲げる公欠席があった場合，当該学生に対し必要な学修を

課すものとする。

(公欠席と手続き)

第3条 公欠席となる事由等については，別表のとおりとする。

2 公欠席は，各科目とも学期中に，授業回数の2固までとする。

3 公欠席は，原則として学生本人が願い出るものとするが，集団で行う実習又は遠征等の場合は，実

習担当教員又はその団体を代表する者が一括で願い出ることができる。 (jjlJ紙様式4)

(成績評価の対象)

第4条成績評価の対象者は，原則として授業時間の3分の2以上出席した者とする。

(不正行為)

第5条 学期末試験において，次の各号のーに該当する行為を行った者は，当該学期に履修している全

ての授業科目の成績評価を「不可」とする。

(1) 受験を他人に代行させた者
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(2) 不正行為により答案を作成した者

(3) 不正に他人の答案作成を助けた者

(4) 試験監督者の注意又は指示に従わない者

(改廃)

第6条 この申合せの改廃は，全学教務委員会の議を経て学長が定める。

附則

この申合せは，平成6年 7月27日から施行し，平成6年4月1日から適用する。

附員IJ

この申合せは，平成15年4月1日から施行する。

附員IJ

この申合せは，平成20年4月1日から施行する。

附則

この申合せは，平成20年 12月4日から施行する。

附則

この申合せは，平成22年6月10日から施行する。

附則

この申合せは，平成23年 3月1日から施行する。

附則(平成26年2月 17日)

この申合せは，平成26年4月 1日から施行する。

附則(平成28年1月27日)

この申合せは，平成28年4月1日から施行する。

附則(平成28年 12月26日)

この申合せは，平成28年 12月26日から施行し、平成28年9月28日から適用する。
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別紙様式1 (第2条の2関係)

平成 年 月 日

クミこ 舟言 疋雪

授業担当教員

殿

学類・学科主

学生番号

氏 名

電話量号

1いたします。

欠席目
-，- ノS 白.平成 年 月 日

平成 年 月 日 至・平成 年 月 日

授業科目

欠席理由

(長期欠席IJ:様式2)

備考1 この届出は，受講科目ごとに担当教員に提出すること。

2 病気その他の理由で1週間以上欠席する場合は，医師の診断書(写も可)又は欠席理白書(別

紙様式2)を添付する。

別紙様式2 (第2条の3関係)

タ史こ 万暫 玉里 困ヨ 芸書

豆一_j己

主主査主

平成年月日

欠席の期聞が1週間をこえますので，その理由について次のとおり説明します。

欠席の期間| 平成 年 月 日~平成 年 月 日

欠席の理由(詳細に)

140 



別紙様式3 (第2条の4関係)

平成年月日

~ ク史こ 万暫 原頁

名桜大学長 殿

主盟二主盈主

学生番号

邑一一一一五

電話番号

次のとおり「公欠席Jとして，授業を欠席させていただきますようお願いします。

成

成

平

平
l
l

一
回
日

日
H

一
い
引
い

引
一
科

席
一
間

欠
一
暢

一
一
欄
一
ス

の
席
一
ラ

席
紗
一
ク

欠
伎
一

年

年

自:平成

至:平成

月

月

年

年

月

月

欠席理由・

備考1 届出が許可された場合は，学部長名で受講科目ごとに担当教員に通知される。

2 公欠席は. 1科目で1学期内に2回まで認められる。

3 別表を参考にして公欠席の理由を証明する関係書類等を添付すること。また事後の報告が条

件に場合もあります。公欠席に該当しない場合は，通常の欠席になります。

この願い出を『公欠席』として(許可 不許可)してよいか伺います。
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別紙様式4 (第3条第3項関係)

名桜大学長 殿

企三と クて 1市 原ヱ頁

科目担当教員又は

団体代表者氏名

亘i主主主

平成年月日

別紙名簿の学生の実習(遠征)について r公欠席」として，授業を欠席させていただきますようお

願し、します。

実習(遠征)の名称

期 間 平成 年 月 日 ~ 平成 年 月 日

備 考

備考1 届出が許可された場合は，学群長・学部長名で受講科目ごとに担当教員に通知される。

2 公欠席は. 1科目で1学期内に2固まで認められる。

3 JlIJ表を参考にして公欠席の理由を証明する関係書類等を添付すること。また事後の報告が条

件となる場合もあります。公欠席に該当しない場合は，通常の欠席になります。

この願い出を『公欠席』として(許可 不許可)してよいか伺います。
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別表(第3条関係)

「公欠席j対象項目と手続き等

公欠席対象項目 事前手続き 添付資料 対象者 備考

教育課程の実習等

教育実習 。 計画表 3・4年次 対象限定
ー一 回一山田ー山町ー回一日一甲山』戸回目仲_..-

インターンシップ 。 計画表 11 対象限定

学外セミナ一等 。 計画表 1~4 年次 単位認定の対象のセミナ一等

課外活動

対外競技大会等 。 大会要項 マ競ネー技γ者ャー
県大会以上(本学、県及び国代

表)、個人戦でも可能

就職活動

企業訪問活動 。 計画表(写) 4年次 事後に報告書提出

就職の翼 。 実施要項 3・4年次

合同企業説明会 。 開催案内 4年次 対象説明会限定.就職室指定、会場で確潟

採用試験の受験 。 受験票(写) 11 

資格取得試験 。 受験票(写) 1~4 年次

忌引 *0 1~4 年次 *事後でも良い

診断書、又は *学校保健安全法施行規則で

感染症* 感染したことが 1~4 年次 定められた感染症。

確認できる書類 事後に診断書等を添付し申請。

その他

ボランティア活動 。 計画書 1~4 年次 事後に報告書提出

学遣校要請・行政機関の派 。 派遣依頼等 11 

災害派遣 。 計画書(写) 11 事後に報告書提出

裁判(証人) 。 関係資料 11 

事件・事故等 本O 11 *緊急時は電話、事後提出可
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暴風時の講義等の取り扱いに関する申合せ

(平成 6年 7月 27日制定)

(趣旨)

第 1条 この申合せは、暴風時における講義等の取り扱いに関し、必要な事項を定める。

(暴風警報発令の場合の講義等の取り扱い)

第 2条 暴風による事故の発生を防止するため、暴風雨時の場合の講義等の取り扱いは

次の各号のとおりとする。

(1 )午前7時現在、暴風警報(以下「警報Jという。)が発令されている場合(沖

縄本島の一部に警報が発令されている場合も含む。)は、午前中の講義等は休

講とする。ただし、午前 10 時までに警報が解除された場合は、 3時限固から

講義等を行う。

( 2)午前 10時までに警報が解除されない場合は、当該日の全ての講義等を休講と

し、構内への入構を禁ずる。

(3 )講義中に警報が発令された場合は、直ちに講義等を中止する。

(4) その他、この取り扱い以外に緊急事態が生じた場合は、学長は、速やかに適切

な措置をとる。

附則

この申合せは、平成6年7月27日から施行する。

附則(平成24年 6月27日)

この申合せは、平成24年6月27日から施行する。
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名桜大学科目等履修生規程

(平成6年4月 1日制定)

(趣旨)

第 1条 この規程は、名桜大学学則第 39条第 2項の規定に基づき、科目等履修生に

関し必要な事項を定める。

(入学資格)

第2条 科目等履修生として入学することのできる者は、次の各号のーに該当する者

とする。

(1) 高等学校を卒業した者

(2) 前号と同等以上の学力を有すると認められた者

(出願書類)

第3条 科目等履修生として入学を志願する者は、次の書類を提出しなければならな

し、

(1) 科目等履修生願書

(2) 履歴書

(3) 学力判定に必要な書類

(科目等履修生の選考)

第4条 科目等履修生の選考は、当該学群・学部教授会が行う。

(入学手続き及び入学許可)

第 5条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに入学

の手続きを行わなければならない。

2 学長は、前項の手続きを完了した者に科目等履修生として入学を許可する。

(入学の時期)

第6条 科目等履修生の入学の時期は、学期の始めとする。

(科目等履修生の期間)

第7条 科目等履修生の在学期間は、当該学期限りとする。

(検定料、履修料等)

第8条 科目等履修生の検定料及び履修料の額は、公立大学法人名桜大学学費等及び

諸納入金に関する規程の定めるところによる。

2 実験及び実習等に要する経費は、別に負担させることがある。

(単位の授与)

第9条 科目等履修生が履修した授業科目については、試験及び出席状況その他によ

って認定の上、単位を与える。

(検定料及び履修料の取扱い)

第 10条 既納の検定料及び履修料は、還付しない。

(学内規則等の準用)

第 11条 科目等履修生については、この規程に定めるもののほか、学内規則等を準

用する。
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(補則)

第 12条 この規程に定めるもののほか、科目等履修生に関し必要な事項は、教育研

究審議会の議を経て学長が別に定める。

附貝IJ

この規程は、平成6年4月1日から施行する。

附則

この規程は、平成8年4月 1日から施行する。

附則

この規程は、平成 12年4月 1日から施行する。

附則

この規程は、平成 17年4月 1sから施行する。

附則

この規程は、平成 19年4月1日から施行する。

附則(平成22年3月 10日)

この規程は，平成 22年4月 1日から施行する。

附貝Ij(平成 29年2月 22日)

この規程は，平成 29年4月 1日から施行する。
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名桜大学転学部等規程

(平成 17年 4月 1日制定)

(趣旨)

第 1条この規程は、名桜大学学則第 30条第 2項に基づき、本学に在学する学生

の他学群及び学部(以下「学部等Jという。)への転出(以下「転学部等」とい

う。)に関し必要な事項を定める。

(転学部)

第2条転学部等による学生の受け入れは、学年の始めとする。

(出願)

第 3条転学部等の出願は、入学した学部等で 1年以上の修業期間及び 30単位以

上の単位修得が見込まれる学生から行うことができる。

(出願書類)

第4条転学部等を志願する者は、次の書類及び検定料を 1月末までに教務課に提

出しなければならない。

(1) 転学部等願書

(2) 所属学部等の長の転学部等承諾書

(3) 転学部等検定料

(選考方法)

第5条転学部等の選考は、在学中の成績、入学した際の入学試験の成績及び転学

部等をしようとする学部等(以下「当該学部等」という。)が行う試験、面接等

の結果を総合して判定する。

(転学部等の許可)

第6条転学部等は、当該学部等の教授会の議を経て学長が許可する。

(修業年限及び修得単位の取扱い)

第7条転学部等を許可された者の修業年限及び修得した単位は、当該学部等の教

授会の議を経て、学長が決定する。

(授業料等の取り扱い)

第 B条転学部等を許可された者の授業料等は、当該学部等の相当年次の学生と同

額とする。

(補則)

第9条この規程に定めることのほか、転学部等に関し必要な事項は、教育研究審

議会の議を経て、学長が別に定める。

附則(平成17年3月29日)

この規程は平成 17年4月 1日から施行する。

附則(平成 19年 3月 27日)

この規程は平成 19年4月 1日から施行する。

附則(平成22年 3月 10日)

この規程は，平成 22年4月 1日から施行する。
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名桜大学人間健康学部転学科規程

(平成7年 7月 19日制定)

(趣旨)

第 1条 この規程は、名桜大学学則第 30条の 2第 2項に基づき、転学科に関し必要

な事項を定める。

(出願資格)

第2条 転学科を志願できる者は、本学に 1年以上在学した者でなければならない。

(出願書類)

第 3条 転学科を志願する者は、次の書類及び検定料を学期の始まる 30日前までに

提出しなければならない。

(1) 転学科願書

(2) 学科長の転学科承諾書

(3) 転学科検定料

(選考方法)

第4条 転学科を志願する者の選考は、在学中の成績、入学した際の入学試験の成績

及び当該学科が行う面接試験の結果を総合して判定する。

(転学科の許可)

第5条 転学科は、当該学部教授会の議を経て学長が許可する。

(在学年限及び履修単位の取り扱い)

第 6条 転学科を許可された者の、在学年限及び修得した単位は、原則としてそのま

ま認める。

(授業料の取り扱い)

第 7条 転学科を許可された者の授業料は、当該者の属する年次の在学者にかかる額

と同額とする。

附則

この規程は、平成7年 7月 19日から施行する。

附貝IJ (平成 14年 3月29日)

この規程は、平成 14年 4月1日から施行する。ただし、従前の名桜大学諸納入規程

第 2条により徴収された転学科に伴う検定料は、改正後の第3条第 1項第3号の規定に

より徴収されたものとみなす。

附貝IJ (平成 17年 3月29日)

この規程は、平成 17年4月 1日から施行する。ただし、従前の名桜大学諸納入規程

第 2条により徴収された転学科に伴う検定料は、改正後の第3条第 1項第3号の規定に

より徴収されたものとみなす。

附則(平成 19年 3月 27日)

この規程は、平成 19年4月 1日から施行する。ただし、従前の名桜大学諸納入規程

第2条により徴収された転学科に伴う検定料は、改正後の第3条第1項第3号の規定に

より徴収されたものとみなす。
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名桜大学再入学規程

(平成7年 7月 19日制定)

(趣旨)

第 1条 この規程は、名桜大学学則第25条第2項の規定に基づき、再入学に関し必

要な事項を定める。

(出願書類)

第2条 再入学を志願しようとする者は、学期の始まる 60日前までに、次の書類等

を提出しなければならない。なお、再入学を志願できる期限は除籍・退学後3年以

内とする。

(1) 再入学願書

(2) 履歴書

(3) 面談票

(4) 入学検定料

(再入学の許可)

第3条 再入学は、当該学部等の教授会の議に基づき、学長が許可する。

2 再入学は、原則として 1回に限りこれを認める。

(再入学の時期)

第4条 再入学の時期は、学期の始めとする。ただし、除籍・退学確定後、直近のー

個学期は再入学することはできない。

(単位の認定)

第 5条 再入学を許可された者が本学において修得した単位は、原則としてそのまま

認める。

(在学期間)

第6条 再入学を許可された者の在学すべき年数及び年次は、当該学部等の教授会の

議を経て学長が決定する。

(授業料)

第7条 再入学を許可された者の授業料は、当該者の属する年次の在学者にかかる額

と同額とする。

(補則)

第8条 この規程に定めるもののほか、再入学に関し必要な事項は、教育研究審議会

の議を経て学長が別に定める。

附員Ij

この規程は、平成 7年7月 19日から施行する。

附則

この規程は、平成 17年4月 1日から施行する。

附則

この規程は、平成 19年4月 1日から施行する。

附員Ij(平成 22年 3月 10日)

この規程は、平成 22年4月 1日から施行する。

附則(平成 26年2月 27日)

この規程は、平成 26年4月 1日から施行し、平成 26年度入学者から適用する。

附則(平成 29年2月22日)

この規程は、平成 29年4月 1日から施行する。
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公立大学法人名桜大学学費等及び諸納入金に関する規程

(平成 26年 9月 27日制定)

(趣旨)

第 1条 公立大学法人名桜大学、名桜大学大学院及び専攻科(以下「本学Jという。)

における入学金、授業料、諸経費(以下「学費等j という。)、検定料等及びその他

の諸納入金に関しては、他に別段の定めのあるもののほか、この規程の定めるとこ

ろによる。

(学費等)

第2条 本学の学費等は別表のとおりとし、学費等の納入については、各項に定める

ところによる。

2 本学に入学、編入学、再入学又は転入学(以下「入学等」という。)を志願する者

は、志願手続の際に別表に基づく入学検定料を納入しなければならない。

3 入学等の合格通知を受けた者は、学費等を入学前の指定の期日までに納入しなけ

ればならない。転入学については、別表の編入学の表を読み替えることとする。

4 入学等の合格の通知を受けた者が納入した学費等は返還しない。ただし、その者

が所定の期日までに入学辞退を申し出た場合は、入学金を除く学費等を返還するこ

とができるものとする。

5 入学金の決定については、次の各号の「地域内J、「地域外j の区分により決定す

る。「地域内」とは、沖縄本島北部及び北部 12市町村を指す。

「地域内」

(1) 入学する者の出身高等学校が沖縄本島北部に所在していること。

(2) 入学する者の住所が沖縄本島北部 12市町村にあり、志願年度の前年度3月

3 1日以前から 1年以上継続して在住していること。

(3)入学する者の保護者の住所が沖縄本島北部 12市町村にあり、志願年度の前年

度 3月31日以前から 1年以上継続して在住していること。

「地域外j

(4) 地域外は第 1号から第3号以外の者とする。

6 学則第 19条第 1項第3号及び大学院学則第 17条第 1項第3号、第5号、第6

号、第 10号及び第 17条第2項第4号において「留学」の在留資格により入国し、

本学に外国人留学生(以下「留学生」という。)として入学する場合の入学金は、「地

域外Jの半額とする。

7 本学卒業生が本学大学院及び専攻科に入学する場合の入学金は、「地域内jに基づ

く入学金の半額とする。

8 再入学する場合の入学金は、学群・学部入学時の入学金の半額とする。

9 在学生は、授業料を前学期及び後学期の 2期に区分し、それぞれ年額の 2分の 1

を次の期日までに納入しなければならない。

前学期 4月 30日

後学期 1 0月 31日

1 0 授業料は、前項に基づく期日に学生が指定する金融機関の口座から引き落とす

方法により徴収するものとする。ただし、これにより難い場合は、本学の指定する

口座への振込み又は現金により徴収するものとする。

(休学期間の授業料及び学籍料)
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第3条 休学を希望する者が、休学する学期の開始までに休学を願い出て許可された

場合の休学期間にかかる授業料は免除することとし、既に納入された授業料等は、

返還するものとする。なお、休学前に第3項に規定する学籍料を徴収するものとする。

2 学期中途で休学する者の授業料は、当該学期の授業料額を6で除した額に、当該

学期開始から休学を願い出た日の属する月までの経過月数を乗じた額及び第3項に

規定する学籍料を休学前に徴収するものとする。なお、当該学期の授業料を全額納

入していた場合は、算出した授業料及び第3項に規定する学籍料を徴収し、差額を

返還するものとする。ただし、休学の時期が前学期は 7月末、後学期は 1月末を超

える場合は、原則として授業料は返還しない。

3 休学を許可された者は、別表に掲げるいずれかに該当する学籍料を、休学前に納

入しなければならない。

(退学、除籍及び停学の場合の授業料)

第4条 学期中途において、退学し又は除籍された者の授業料は、第3条第2項によ

り算出した額を徴収する。なお、この場合において「休学」は「退学」と読替えるも

のとする。

2 前項の規定は、学則第 29条第 1号、第6号及び死亡による除籍の場合は、これ

を適用しない。

3 停学期間中の授業料は徴収する。

(授業料の未納により除籍した場合の授業料)

第5条 授業料等の未納により、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱規程に定め

るところの選考機関及び教授会の議を経て除籍の決定がなされた場合は、未納の授

業料等の徴収を免除することができる。

(授業料の徴収猶予)

第6条 学生が、次の各号のーに該当する場合は、授業料の徴収を猶予することがで

きる。

(1)経済的理由によって納付期限までに授業料の納付が困難であると認められる場

ぷ〉、
p 

(2) 行方不明の場合

(3) 学資負担者の死亡

(4) 学生又は学資負担者が、災害を受け納付困難と認められる場合

(5) その他やむを得ない事由があると認められる場合

2 前項の規定により授業料の徴収猶予を受けようとする者は、所定の期間において、

次の書類を学長に提出しなければならない。

(1) 授業料徴収猶予許可申請書(様式第 1号)

(2) その他本学が必要と認める書類

3 前項に規定する所定の期間とは、次のとおりとする。

前学期 3 月 1 日 ~3 月 3 1日

後学期 9 月 1 日 ~9 月 30 日

4 第 1項に規定する授業料の徴収猶予は、授業料の納入期ごとに許可するものとし、

猶予期間は、当該年度を超えないものとする。徴収猶予の最終期限日は、前項に掲

げる授業料徴収猶予許可申請期間前に選考機関において決定することとする。

(徴収猶予中退学した場合の授業料)

第 7条 授業料の徴収猶予を許可されている者が退学を願い出て退学を許可された場
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合の授業料は、当該学期の授業料額を 6で除した額に当該学期開始から退学を願い

出た日の属する月までの経過月数を乗じた額を徴収し、退学の翌月以降に納入すべ

き授業料を免除することとする。

(授業料の免除)

第8条 経済的理由により授業料の納付が困難であると認められる者又はその他特別

な事情があると認められる者に対しては、名桜大学の授業料免除及び徴収猶予取扱

規程の定めるところの選考機関の議を経て授業料を免除することができる。

(学費督促による納入期限)

第9条 学費未納者に対し、学費督促状を行い、納入期限は次のとおりとする。なお、

最終期限日は、第6条第4項により決定するものとする。

替促回数 | 前学期 | 後学期

督促 1回目 5月下旬 1 1月下旬

督促 2回目

(最終期限)

(特別聴講学生)

第 10条 特別聴講学生の授業料は、大学聞の交流協定書による。

(研究生)

第 11条 研究生の学費等については、別表の定めるところによる。

(科目等履修生・委託生)

第 12条 科目等履修生及び委託生の学費等については、別表の定めるところによる。

(転学部及び転学科の検定料等)

第 13条 転学部及び転学科の検定料等については、別表の定めるところによる。

(その他の諸納入金)

第 14条 教育実習費及び証明書発行手数料等の諸納入金については、別表の定める

ところによる。

(改廃)

第 15条 この規程の改廃は、経営審議会及び理事会の議を経て理事長が行う。ただ

し、前条の諸納入金、公益財団法人日本国際教育支援協会並びに一般社団法人日本

看護学校協議会共済会の定めるところの学生保険料の改定に伴う改正については、

理事長が行う。

附則

この規程は、平成 27年4月 1日から適用する。

7月上旬 翌年1月上旬

附則(平成 28年3月 26日)

この規程は、平成 28年4月 1日から適用する。

附員1] (平成 28年 12月 21日)

この規程は、平成 29年2月1日から適用する。

附則

この規程は、平成 29年6月29日に改正し、平成 30年4月1日から適用する。
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別表
[学費等]

口学群・学部学生 (単位.円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポーツ

看護学科
健康学科

入学検定料 17，000 

入学金
地域内:125，000 地域内・125，000 地域内・125，000

員7主A与 地域外:250，000 地域外:250，000 地域外:250，000

費
授業料

前学期 267，900 267，900 267，900 

後学期 267，900 267，900 267，900 

1 学生教育研究 3，300 3，300 3，300 
年 災害傷害保険

次 諸 学研災付帯賠
償責任保険 入学 1，360 1，360 2， 000 

経
看護学生保険

手続時
費
fWil1J (4年間)

18，000 

後援会費 40，000 40，000 40，000 

前学期 267，900 267，900 267，900 

兵7三t
授業料

費
後学期 267，900 267，900 267， 900 

※ 入学時の納入金額は、入学金から後援会費までの合計金額となる。

※ 後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。

※ 留学生は、後援会費を免除する。

口学群・学部学生 3年次編入学 (単位・円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポーツ

看護学科
健康学科

入学検定料 17，000 

入学金
地域内・125，000 地域内・125，000 地域内・125，000
地域外:250，000 地域外・250，000 地域外 250，000

P寸04三一
前学期 267，900 267，900 267，900 

費
授業料

後学期 267，900 267，900 267，900 

3 学生教育研究
年

災害傷害保険
1，750 1，750 1，750 

次

諸経費

学研災付帯賠
入学 680 680 1，000 

償責任保険

看護学生保険
手続時
(2年間) 9， 000 

fWil1J 

後援会費 20，000 20，000 20，000 

」、一.一Jー」一一台一一
※入李蒔百羽天蚕額百、天学五三から後援会費までの合計金額となる。
※後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。

※留学生は、後援会費を免除する。
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口学群・学部学生 2年次編入学 (単位-円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポーツ
健康学科

入学検定料 17，000 

入学金
地域内:125，000 地域内・ 125，000
地域外:250，000 地域外・ 250，000 

寸""ニLー

前学期 267，900 267，900 
費
授業料

後学期 267，900 267，900 

2 
学生教育研究

年 2，600 2，600 
次

災害傷害保険

諸 学償研責災任付保帯険賠 入学 1，020 1，020 

経費 看護学生保険
手続時

WillJ 
(3年間)

後援会費 30，000 30，000 

※入学時の納入金額は、入学金から後援会費までの合計金額となる。
※後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。
※留学生は、後援会費を免除する。

口学群・学部学生 4年次再入学 (単位:円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポーツ

看護学科
健康学科

入学検定料 9，800 

入学金
地域内 62，500 地域内:62，500 地域内田 62，500 
地域外・125，000 地域外:125，000 地域外・125，000

戸寸斗t込

前学期費 267，900 267，900 267，900 

授業料

後学期 267，900 267，900 267，900 

学生教育研究
1， 000 1， 000 1， 000 

災害傷害保険
諸 学研災付帯賠 入学
経
償責任保険 手続時

340 340 500 
費
看護学生保険

4，500 fWillJ 
※入学時の納入金額は、入学金から諸経費までの合計金額となる。
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口学群・学部学生 3年次再入学 (単位:円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポツ

看護学科
健康学科

入学検定料 9，800 

入学金
地域内:62，500 地域内:62，500 地域内 62，500 
地域外国 125，000 地域外:125，000 地域外・125，000

学
費 前学期 267，900 267，900 267，900 
授業料

後学期 267，900 267，900 267，900 

学生教育研究
1，750 1， 750 1，750 

災害傷害保険

諸 学研災付帯賠 入学
経 償責任保険 手続時

680 680 1，000 
費

看護学生保険
9，000 

iWi 11J 

※入学時の納入金額は、入学金から諸経費までの合計金額となる。

口学群・学部学生 2年次再入学 (単位円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポツ

看護学科
健康学科

入学検定料 9，800 

入学金
地域内:62，500 地域内:62，500 地域内:62，500 I 
地域外・125，000 地域外:125，000 地域外:125，000

学
費 前学期 267，900 267，900 267，900 

授業料
後学期 267，900 267，900 267，900 

学生教育研究
2，600 2，600 2，600 

災害傷害保険

諸 学研災付帯賠 入学 1，020 1， 020 1，500 経 償責任保険 手続時費

看護学生保険
13，500 

iWillJ 

※入手両あ扇入，4:i額l玉、入;学金から諸経費までの合計金額となる。
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口学群・学部学生・ 1年次再入学 (単{立.円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部

学類・学科名 国際学類
スポーツ

看護学科
健康学科

入学検定料 9，800 

入学金
地域内 62，500 地域内:62，500 地域内:62，500 
地域外 125，000 地域外国125，000 地域外 125，000

弓民乙

費 前学期 267，900 267，900 267，900 

授業料
後学期 267，900 267，900 267，900 

学生教育研究
3，300 3，300 3，300 

災害傷害保険
諸 学研災付帯賠 入学
経
償責任保険 手続時

1， 360 1，360 2，000 
費
看護学生保険

18，000 
fWi 11J 

※入学時の納入金額は、入学金から諸経費までの合計金額となる。

口大学院生 (単イ立:円)

研究科名 国際文化研究科 看護学研究科

入学検定料 30，000 

入学金 ※ 
地域内:125， 000 地域内:125，000 
地域外:250，000 地域外:250，000 

子弘
前学期 267，900 267，900 

費
授業料

後学期 267，900 267，900 

1 学生教育研究
年 災害傷害保険

1，750 1， 750 

次
学研災付帯賠

入学諸 償責任保険
経
看護学生保険

手続時
費 (2年間)

fWi11J 

後援会費 20，000 20，000 

次
前学期年 子叫

267，900 267，900 

度
費

授業料
以 後学期 267，900 267，900 
降
※本学卒業生が本学大学院を入学する際の入学金は「地域内j の半額とする。
※入学時の納入金額は、入学金から後援会費までの合計金額となる。
※後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。
※留学生は、後援会費を免除する。
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口助産学専攻科 (単位:円)

専攻科名 助産学専攻科

入学検定料 ※ 18，000 

入学金 ※ 
地域内 地域外

品守品e 費
125， 000円| 250， 000円

授業料
前学期 267，900円

後学期 267，900円

学生教育研究
1，000円

災害傷害保険

学研災付帯賠

諸経費 償責任保険
500円

入学手続時
看護学生保険

4，500円
rWillJ 

後援会費 10，000円

メ仁合3、 言十 納入総額 676，800円| 801，800円

納入総額内訳
入学手続時納入金 408，900円| 533，900円

後学期納入金 267，900円

※入学検定料は、一般選抜地域枠に出願・受験した者が、同一般枠を受験すること
になった場合、それを免除する。
※本学卒業生が本学専攻科を入学する際の入学金は「地域内」の半額とする。
※入学時の納入金額は、入学金から後援会費までの合計金額となる。
※後援会費は、名桜大学後援会からの受託徴収である。

口研究生 (単位:円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部 大学院

学類・学科名 国際学類
スポーツ

看護学科
国際文化 看護学

健康学科 研究科 研究科

入学検定料 9，800 

入学金 30， 000 30，000 30，000 30， 000 30，000 

A寸4ニー

前学期 100，000 119，000 137，000 100，000 100，000 
費
授業料

後学期 100，000 119，000 137，000 100，000 100，000 

諸経
学生教育

入学
研究災害 1，000 1，000 1，000 1，000 1， 000 

費 傷害保険
手続時

月
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口科目等履修生・委託生 (単位.円)

学群・学部名 国際学群 人間健康学部 大学院
助産学

学類・学科名 国際学類
専攻科

健康学科 看護学科 研究科 研究科

入学検定料 5，000 

履修料(1単位の額) 15， 000 

合計 15，000 x単位数

口学籍料第3条第3項関係

(1) 学期休学の場合 25，000円

(2) 学年休学の場合 50，000円

(単位田円)

実頁 目 人ぶ"- 額 備 考

転学部検定料 9， 800 

学群・学部学生 転学科検定料 9， 800 

再試験受験料 4，00011科目につき

[その他の諸納入金]
口履修料・手数料 (単位:円)

種別 区 分 項 日 金 額 備 考

教育実習 教育実習費
実習教科に 1週間につき
より異なる 1， 000円

履
修
一般聴講学生 7， 000 1科目につき

キヰ
シニアシティ 1科目 免除

ズン
2科目以上 7， 000 1科目につき

証明書(和文) 200 

証明書(英文) 300 

基礎資格・単位修得
300 

手
証明書

数
証明書等発行

健康診断書 100 
料
手数料

学生証再発行 1， 000 

受験許可証 100 

トレーング、ルム
300 

利用者証再発行
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名桜大学建物配置図
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〈多目的nトル〉
1 F 係億センター

力ウンセリン'1霊

2 F 学生諜

名桜大学学習支援教室

学帯実行委員会

〈本部棟〉

〈学生会館〉

1 F 総合軍司 ウ工ルカムnトル
2 F カフ工

3F 大講義重

4 F 数理宇宙センタ同

言語学習センタ司

ライティンデセンター

ウヱルナピ

5F キャ日ア支援霊

教員聾成宜援センター

学生会舘軍官室

S-CUBE 

6F スカイホ-iv

lF 警備員室

2 F 教務課

入試広報課

3 F 総務課

企画課

会計諜

施設課

4F 理事長室

学長室

畠IJ学長塗



講義棟

2F  

212 

1 F 

日
ピロティ

「

161 -

3F 

※ 講義棟の講義室は「講** * J 
表記されることがあります

と略して



助産学実習室

サーバ室

研究棟

(大学院・専攻科)1 F 

図書自習室講義室1講義室2

!男子 l女子L...L...J ru I 
t I wc I wc トー←~ ~. I 1 

↑
本
部
棟
へ研211

2F  

研201

研202

講
義
様
へ

l

※ 教員の研賓室は『研**ホ」以外に「人研** * J r看研本** J等あり、
『人研ホ** Jは人間健康学部実験・実習棟に、 『看研** * Jは看護学科棟にあります
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3F  

研301

研302

4F  

研401

研402

5F  

研501

研502

※ 教員の研究室は「研** * J以外に「人研** * J r看研*ホ *J等あり、
「人研** * Jは人間健康学部実験・実習棟に、 『看研** * Jは看護学科棟にあります
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人間健康学部実験・実習棟

1 F 

2F  

男子
wc 

101 トレーニングルーム

男子
wc 

202 実験室

201 教室

研究室
203 

研究室
210 

研究室
209 

211 
会議室

※ 実験・実習棟にある講義室は「人**ホJ、

教員研究室は「人研**ホ』 と 略して表記されることがあります
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リネン室

実習室309 

準
備
室

3
0
8
倉
庫

教室307 

3F  

304 

教室301 

教室404 

男子
wc 

4F  

教室401 

バルコニー
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北部地域看護系人材育成支援施設(看護学科棟)

1 F 

女子ロッカールーム

面談室

ピロティ

講義室1 理化学実習室

2F  

女子wc
演習室8

資材・準備室2

資材・準備室1

基礎看護実習室 講義室2

成人・老年実習室

166 

図書室

エントランス
ホール

地域・精神
(在宅)実習室

母性・小児実習室

講義室3



3F 

研究室11

講義室5

研究室10

演習室5

大学院看護学研究科

院生研究室・講義室

テラス

研究室1

研究室9

講義室4

※ 看護学科棟にある教員研究室は『看研** * J と 略して表記されることがあります
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SAKURAUM 学生会館

1 F 

ウェルカムホール

守衛室

巨主ヨ

自
動
販
売
機

2F  

カフェ

168 

パントリー

厨房

渡り廊下
(←多目的ホール)



3F  

4F  

大講義室A

ロッカ一室

ウ工ルナビ

数理学習
センター
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サロン

大講義室B

アクティブラーニング
スペース



5F 

6F  

S-CUBE 

倉庫

準備室

ホワイエ

倉庫

キャリア支援課

I 力ウンヲー I 

教員養成
支援センヲー

アクティブラーニングスペース

スカイホールA

スカイホールB
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第3研究棟

1 F 

2 F 
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J
E司

調査
研究室
⑥ 

2F 

教材保管庫

教材制作室

演習室① 研修室⑤ 研修室⑥ 研修室⑦
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UNIVERSAL PASSPORTについて

UNTVERSALPASSPORTでは、履修登録、シラパス照会、成績照会等ができます。

- システムへのアクセス方法

アクセス方法①・下記QRコードからアクセスする。

アクセス方法②.名桜次学のホームベージ (http://meio.u.ac.ip)からアクセスする。

下へスクロール → E-盟国富置圏直

ー砂
M引oNEWS 

最新情報

ー一一一 議饗なお知らせ

2018年6FJ7臼

第1闘名桜大学オープンキャンパス当自由1;1

イムテ叩ブルについて (6/9(土)開催}

4'入試情報

qo 
m
i
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アクセス方法③・ブラウザ(インターネット閲覧ソフト)へ |h此がIlmup目meio.u.ac.jp|と入力する。

持艶輔輔輔輔醤醤鍾盤輔輯轟轟轟輔融

muprr腕 -uac.Jp

《対応ブラウザ》

~ Internet Explorer 7/8/9/10 

~ Mozilla Firefox (※最新版の利用を推奨します。)

~ Safari 5.1 

~ Chrome (※最新版の利用を推奨します。)

- ログイン
上記にアクぞスが成功すると次の画面が表示されます。

一……一一…一一一一一一一一-.-l

哩FザZ争ユ叩ザ四

* パソコン教室で使用しているユーザID、パスワードEなっています。
ユーザID例)国際学群:81419000 

スホ。ーツ健康学科・ 82119000

看護学科 82219000

※ 電話でのパスワード問い合わせについては、 切行し、ませんのでご注意ください。

※ 学内での聞い合乞せの際は、 『身分証明書』 が必要となります。

※ パスワード変更については、パソコン教室から行えます。
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• 

• 

トップページ

ログインが成功すると次の画面が表示されます。

トップページには、授業に関することやイ木講・補講に関すること、キャリア支援課等からのお知らせなどが表示され

ます。仁三三重己からアドレスを設定しておくと、情報が更新されたときに指定したアドレス宛てにメールが

届きます。

"_ ."P，i!" _'"J一紙二斗二長短ー L時二混二コλ語読ゴ
昨置E司・・・・且麟殺線機溜輔盤機換器勝鐙韓盟輔睡糧自主

Gi 2017刷局‘直面盛正面 1i苦言
起用火*木禽"

1 23""  5 6 1 

， .旬"包 1314
埼句作 ~182021
~2 23 24 U 2tI 27 211 

所属で叫年次・ 登録科目により、

'" "剖 酬必要な情報が表示されます
a・・・・IET"I:'!"・園田園田11

[2 11室長ふ
高±ー111組閣世 … 

竺竺竺竺竺雪

国恩恵理頭目聖

¥…町一向

メール設定

「受信メーノレアドレス(携帯)Jを設定しておくと、更新情報がメール配信されます。

「携帯メール配信拒否設定Jから項目ごとに配信拒否の設定ができます。

直通ユ

瞳歯菌遡盟国道~~~~~~~-二二二二三
直重己

援確定ボタンをタJりクすると Z設定したアヤレヌこメー凡'1J¥;返信され志す。

眠術帯メール""守E歪鼠定

棚盟国・・・・・幽幽幽・圃醐間鴨輔

晴12?~1て:口
綱引π ! ロ
:帯電業こ附す到基絡 i 口
"→一一一 ( 一一一一一一一…十一-j写生成羽ら η帥時~ 口
び#力ろの帥Eら回 i 口

175 -
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- 履修登録

仁重訂ヰ|履修登録管理|の順にマウスポインタを合わせると匡重量司の項目が表示されます。

表示された直医誼をクリックすることで登録画面へ移動することができます。

録集l二関すること

戸ーでてゆ 記Y 川約一円切山仰帆い…♂ 〉 払?私符ぽ山何軌川柳川州一 γ 叩同日仏 J 

履修登録画面科目の[履修登銅と[履修登録の取消]ができます(事前登録期間に限る)。

"-ーし」ι斗~

-一 @竺並雪〉汗.fiI目

一-控_j

'惨.周醐傍す;柑器開縛'罰E眼宅岨a酬県札し山マれ附え悦だ私 ‘‘ ‘ 軒町酬剛圃陶酔時理由犠 開山町 田.. 

‘，.，---_.，，'" 一一一.LA船舶相批人iUlc

団Eむ t互応 ヨ釦

r諮訂 て趨L 奪

国道Li 宙返〉

I五五む

画面には曜日・時限毎に直困ボタンがあり、履修登録を行うことができます。

I ~tRI ボタンをクリックすると、その曜日・時限に開講される科目を選択する画面が表示されます。
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履修を希望する科目のチェックボックスを選択し、軍記ボタンをクリックすることで履修登録することが可能と

なります。(※ 科目名をクリックすると、シラパスが表示されます。)

一度選択した科目を取消す場合は、巨困ボタンをクリックします。

貴 履修登録を終えた後は、 I "T:I.V/' I ボタンをクリックしてください。
中判明宮司m時蝉m盟環判明厩伊司蝿楠喝時事鹿沼が隣組問回目蝿邸6品句時四寝静'?Y""""'WTW喫砕時日空挽御前句旬、A者湾中M待合事態

鳥居雄踏録

。雇通量う..@エラー棒銀砂@線終確認 ..o斑r
砂履修する授業を選釈してく正さい・

気".. 年虚観舟唄問 機薄明単位n

通基J

-177-
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|エラー(複数回履修、受講年次、授業の重複、カリキュラム対象外等)の場合は次の画面が表示さ瓦蚕す':l

成績や受講年次、時間割、履修ガイドを確認の上、 巨困等の処理を行なってください。

不明な点がある場合は教務課へ問い合わせてください。

..~ 剛院_，，_・B豊田邑重量園田園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E重量自摺・E・・E・・E・-園屋遁園由・E・-園田量量B・E・・正
木t 湖心理署幹10htl械高1

2線敢闘編修不可で含椅清科邑を胸
I 

~~.乱、ます.

エラーが解消されると処理を進めることができます。最終確認を行い、よろしければ匡z[]~?'ンを仰げして

ください。

@棚田灘択惨@エラー鐙認砂e通量J...e諜 7
・エラ叶立高りません.‘

履修会計単位 14-

確定後はパックアップ用の画面が表示されます。必要な場合は各自で印刷してください。

事前登録期間中であれば何度でも修正が可能です。

データはしばらく保存されますが、データ整備、システム調整等で予告なく削除する場合があります。

-178 



- シラパス照会

シラパス照会では、授業rJ;概要等が確認できます。

仁霊童コヰ| シラパス管理| の)1即こマウスポインタを合わせると |シラパス照会| の項目が表示さ

れます。表示された |シラパス照会| をクリックすることで、ンラパスの検索画面へ移動することができます。

科目名称、教員氏名等で検索することができます。検索条件を指定し、直亙をクリックします。

検索結果から、閲覧したい科目名をクリックすると、シラパスが表示されます。

醐明，..
岨.sfF'l叩

ー~

叩闘師団.."，.;w-，..即刻叫

....... 甑冨.... 置沼郡覇軍 11 襲吋叩".一向ι-'弘山崎ム叩川~

.... 
富盤晶画
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- 成績照会

仁重訂司仁重量E の順にマウスポインタを合わせると匡亙習の項目が表示されます。
表示された医亙自をクリックすることで成績照会の画面へJ移動することができます。

L.:二亙主ぷー:

郵績鑓喜弘鶴際鰐鵬銀鱗除

盆ofキ

ぞ原型轡rふ

成績照会画面'通常(科目区分別)、年度学期別に、表示パターンを切り替えることができます。

点今UNIV四組LPA~.~!.'!明郎

[ 発渇 T 義語 T 概要 ; c呈亙孟斗よ
眼目届抽照会

.軒続和tターシ 宥渇訓旨0年度津将捌

茸腕時 間輔開 [盃コ

共通司有毒自 ← 

; スボーン他禽

j器 開削 …加.!世朔!興本正

""恒輔相宵 i イ L 

.伊宅診也教育輔百 l 

一 l …，_~_:tJ':~史ー 淡，川一!…

"""閉"
-----~胴間 一一…一一一十一
廷 闘制 20U '1開削批

四間吋ニ…自1;t1Jl1'i~.

~ GPJI 

略単位修得状況

ー ー削ヨ引っ 叩-園 駅

・・.>円ト張問四四五ッ 判明j泊村山何学叩 l'
山内山必…日山 d 喰掛川~品川が品中川:….;io叩一以金二""'"プ川 3指揮報欄頼鴨照明静守宅却に

ページ下部の[単位修得状況]で、科目区分ごとの修得済単位等が福留君、できます。
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• Q&A.課題提出・授業資料 etc.

トップ画面から| クラスプロファイル| のタブをクリックすると fQ&AJ f課題提出J f授業資料」の画

面へ移動することができます。

ページ左部の曜日をクリックすると、現在履修している科目が時悶|慎で表示されますロ操作を行いたい科目名

をクリックし、 fQ&AJ f授業資料J f課題提出Jなどのアイコンをクリックします。

様象糞料

クラヌフぎーラム
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Gmail使用方法

1. Googleアカウントへのログイン

① ihttos://accounts.google.com/Jにアクセスしログイン画面を表示します。

Google 

ログイン
お客様由 G∞，1.ア力ウントを使用

メーん7ドレアjまえは喝話番号

唱 ;r{唱meiO'"u.ac.jp

メールアドレスを忘れたi~孟

ご自分のパソコンでなし唱会!率、ゲストモードを使用

レて非公開でログイ〉して、だ注い.ヘルプ

アカウントを伴威 館摺

宮本鍾・ P、，:1レブ プラヂ

②メールアドレスを入力し「次へ」をクリックします。

9閥均市

メールアドレス:s.......申maiI.meio-u.ac. jp 
7桁の学生番号

③パスワードを入力し「次へjをクリックします。

Google 

ょうこそ

@焔a・噂J-@melo-u.ac.jp" 

自主力

パスワードをおちれの場合 冒置邑

5本語・ ハJ'cプ

※メーノレアドレスとパスワードは学生証と一緒に配布されます。
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Gmai!使用方法

2. Gmailを開く

①Goog!eアカウントにログインし、右上の 滋 をクリックするとメニューが表示されます。

そのメニューの中から iGmailJをクリックします。

Q. 

@ 
ょうこそ、河本圃に...(1・さん

Googleザーピスを僚鞄!とご利用いただけるよう、情報‘フライパシ一、セキユソティを宮理できます

ンテンツの干新T
JしとGoog!eドライゴのファイル

見叩包O時，.ア力ウント!こキ封Tし君主 :震
プライバシー設定の篠認

プライバシー-Ill包訴を受けて プライパ

シー誼定由選奴に役立つ鉾レρ措イド

をご覧ください
時思

②Gmai!の画面に移動します。下の画面が表示されればログイン完了です。

メーノレを作成する場合は左上の「作成Jをクリックしてください。

E ドIGmaH 0. ~ルをゆ衆

o. c 

!ii 0.事

@ ド1轟毒
。。司@アカ Gmai! ドライブ

語 鞠
ドキユメノトスブレジド スライド

鶴 。白書
"レシタ叩 M"t ザイト。
連絡先

ちっと宛鳴る

m 0 GSu陣。
j-2'::" 。衛

日H Cイ阿lテ A 勝し，，'安置トレイを使用す否定めのヒ〉ト"'"陶芭ん ζんにちあ，~"の受信トレイ《ょうこそすべて保存大飽のス"~ージ寝起】

脅 スター付.

@ スヌ-".

> i!l)[涜~

‘ τ・亀
、， ちっと見る

唱島問.'

信制同時臥

厳υいデ円同制晴也んか

"恥訓チーふ

。ω"を際司同

どとでも'"，，"を銀大阪ほ活m c電磁 l~ さん とんこちf;，公式'0叫アブりをおZ訴しくださいGmalla;般車忽緑樹事ヱミ主党um訓ア ~~lBl lUlG'l 

プロタf芸品目~'}-"
陥叫的色岬悼 ア加ンド庁 4岬鯛

務

@ 

※使用方法について不明な点がございましたらメディアネットワークセンター(講義棟202、203)へ

お問い合わせください。
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*学校感染症の種類 (学校保健安全法施行規則第四条)

第一種 ヱボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘療、南米出血熱、ペスト、マールブルグ熱、ラッサ熱、

感染症 ポリオ、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群(病原体がSARS(サーズ)コロナウイルスであるもの
に限る)、鳥インフルエンザ(病原体がインフルエンザウイルA属インフルエンザAウイルスであっ
てはその血清E型がH5N1であるものに限る)

*上記の他、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症

第二種 インフルエンザ(鳥インフルエンザ(H5N1)を除く)、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎(おたふくか

感染症 ぜ)、風疹、水痘(みずlまうそう)、咽頭結膜熱(プール熱)、結核、髄膜炎菌性髄膜炎

第三種 コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急

感染症 性出血性結膜炎その他の感染症

*この他に条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる疾患として、 j容連菌感染症、

ウイルス性肝炎、手足口病、伝染性紅斑(りんご病)、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感染

症、流行性PW;吐下痢症、アタマジラミ、水いぼ(伝染性軟庇腫)、伝染性膿痴疹(とびひ)

*出席停止の期間
O第一穫の感染症- 完全に治癒するまで
O第二種の感染症圃..病状によりにより学校医その他の医師において伝染のおそれがないと認めたときは、

この限りでありません。

インフルエンザ 発症した後5日を経過し、かつ、解熱した後2臼(幼児にあって
鴻イン7んじザ(H聞1)及び新型イン7ルエンザ等感染症を除( は、 3日)を経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまで又は5日間の適正な抗菌性物質製
斉IJによる治療が終了するまで

麻疹 解熱後3日を経過するまで

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 耳下腺、顎下腺又は舌下根の腫脹が発現した後5日を経過
し、かつ、全身状態が良好になるまで

風疹 発疹が消失するまで

水痘(みずぼうそう) すべての発疹が痴皮化するまで

日因頭結膜熱(プール熱) 主要症状が消退した後2日を経過するまで

結核 病状により学校医その他の医師において伝染のおそれがない
と認めるまで。

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により学校医その他の医師において伝染のおそれがない
と認めるまで。

0第三種の感染症・・-病状により学校医その他の医師において伝染のおそれがないと認めるまで。
Oその他の場合
-第一種もしくは第二種の感染症患者を家族に持つ家庭、または感染の疑いが見られる者については学

校医その他の医師において伝染のおそれがないと認めるまで。

-第一種又は第二種の感染症が発生した地域から通学する者については、その発生状況により必要と

認めたとき、学校医の意見を聞いて適当と認める期間。

-第一種文は第二種の感染症の流行地を旅行した者については、その状況により必要と認めたとき、学

校医の意見を聞いて適当と認める期間。
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「履修ガイド』には、みなさんが卒業するまでの4年聞の

基本的な履修のルールが書かれています。

「履修ガイド』は入学時のみの配布です。卒業まで大切に

保管し、ガイドブックとして活用して下さい。

名桜大学人間健康学部

履修ガイド
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